
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺と賢者アレス、そして勇者ルーティはアヴァロニア王都の路地を歩いていた。

「お兄ちゃん、次は何をするの？」

　ルーティは歩きながら俺にそう問いかけた。

「『賢者』アレスの鑑定によって加護の存在を王家に報告するところまではいけた。俺もバハムート騎士団の副団長として、これまでの王家への貢献と信頼があるから、報告を却下されるってことはないだろう」

　俺の言葉にアレスも頷うなずいた。

「少額の資金援助くらいなら引き出せるでしょう。ですが、王から『勇者』であることを認めてもらうとなると実績が必要でしょうね。『勇者』は伝説の加護、『勇者』の存在を認めたら国としてもリスクを負わねばなりません」

「俺とルーティは王都に来る前に、俺達の故郷を襲っていた魔王軍の一個連隊を潰しはした。これも英雄的ではあるけれど、『勇者』にしかできないってわけじゃない」

　ルーティは少し考え込む。

「でも、『勇者』でないとできない活躍って？」

「この王都には50年ほど前から暗躍する盗賊団がいる。盗賊ギルドに所属していない正真正銘の犯罪集団だ」

「50年も放置されていたの？」

「もちろん衛兵や冒険者、盗賊ギルドなど沢山の人達が撲滅しようとしたさ。だが、幹部まではたどり着けても首領を捕らえることはできず、盗賊団を壊滅させることはできなかった」

「なるほど」

　ルーティは理解した様子で頷いた。

　だが、次はアレスが俺を疑わしそうな目で見る。

「ギデオンの言う通り、これまで誰も成し得なかった盗賊団を壊滅させることができたなら、それは確かに『勇者』にしかできない功績として評価される可能性はあります。しかし、盗賊団を捕らえる当てがあるのですか？　魔王軍が迫る今、あまり時間をかけてもいられないのですが」

「上手うまくいくかは分からないが当てはある。これから会いに行く女性は盗賊団の問題を解決するのに力になってくれるはずだ」

「そんな女性がいるのですか？　だとしたらなぜ今まで盗賊団を放置していたのです」

「まぁ王都内の犯罪は俺達バハムート騎士団ではなく、衛兵隊の管轄だからなぁ」

　俺の言葉を聞いてもアレスはまだ納得できない様子だ。

「それでも、その人を衛兵隊に紹介することはできるでしょう」

「……下はそうでもないんだが、衛兵隊の上層部はハイエルフを信じて無くてな」

「ハイエルフ!?　亜人が信用できるのですか？」

「大丈夫だ。ハイエルフは契約ではなく信頼を重視する。その価値観の違いが上の立場の人間に嫌われる原因だろう。それに……50年変わらず盗賊団の首領を続けられる存在だぞ。根拠は他にも色々あるが、盗賊団の首領はハイエルフの可能性が高い。蛇の道は蛇、ハイエルフの道はハイエルフってね」

　路地を抜ければ、王都の城壁の中に広がる小さな森。

　喧けん騒そうが別世界のように静寂な空間。

「王都にこんなところが」

　アレスは驚いて言った。

　ルーティも興味深そうに周囲を観察している。

　小鳥がさえずるのを聴きながら、俺達は森の中を少し歩いた。

「お兄ちゃん、家がある」

　森の中の日当たりの良い場所に、煙突のあるレンガ造りの家が佇たたずんでいた。

　家の側には、どこか畏敬の念を呼び起こす大きなケヤキの木が鎮座している。

　俺達が家に近づくと、扉が勢い良く開き、中から白い影が飛び出してきた。

「ギデオン！」

　彼女は俺に抱きつくと頰ほおにキスをした。

　ハイエルフ流のスキンシップのつもりなのだろう。

　後ろのルーティからざわりと空気を震わせるような気配がした。

「あー、紹介するよ。俺の友人のヤランドララだ」

　俺は苦笑しながらヤランドララを２人に紹介した。

　ヤランドララは俺の肩越しに、ルーティとアレスを見てニコリと笑う。

「あなた達が勇者ルーティと賢者アレスね。話は私の友人達から聞いているわ」

「あなたの友人達ですか？」

　アレスは不審げに聞き返す。

　ヤランドララは俺から手を離すと両手を広げて言った。

「私は『木の歌い手』のヤランドララ。あまねく大地のすべての草木が私の友人なの！」

　ヤランドララに応えるようにざわざわと森が揺れた。

　ヤランドララは王都にいる間、心強い味方となり盗賊団の問題の解決や、勇者の証あかしの入手に力を貸してくれた。

　そして俺達が王都から旅立つときに別れたが、ロガーヴィア公国の戦で再会し、それからはパーティーへ正式に加わり、俺がパーティーを追い出されるまで肩を並べて共に戦い抜いてきたのだった。







[image: 第一章　指輪を作りに行こう]




　アヴァロン大陸において、王の名を正式に名乗れる権利を持つ国は７つ。これらをアヴァロン七王国と呼ぶ者もいる。

　七王国以外の国は慣例的に王を名乗ってはいるが、ロガーヴィア〝公国〟の名が示すように、正式には王ではない。アヴァロン七王国各国の説明を簡単にすると。

　ルーティやレッドの故国であり、アヴァロン大陸中央に最大の領土を持つ〝アヴァロニア王国〟。西に位置し、魔王軍との戦いで壊滅した文武の国〝フランベルク王国〟。

　巨大都市キラミンで名高いハイエルフ達の住まう北部の〝キラミン王国〟。

　海賊覇者ゲイゼリクによって王位を簒さん奪だつされ、南部沿岸一帯を支配する第２の大国へと伸のし上がった〝ヴェロニア王国〟。北東の高原を支配し、先代勇者の血を受け継ぐと自称する騎士王の〝カタフラクト王国〟。〝世界の果ての壁〟の先を支配する、老雷竜エンシエント・ライトニング・ドラゴンに守護された東方の大国〝ティエンロン王国〟。さらに極東。世界の反対側で海峡を隔て暗黒大陸と接し、長年戦争を続ける〝ヒスイ王国〟。王を名乗れるから強国であるというわけではない。領土の狭いキラミン王国や、都市国家にまで成り下がっていたゲイゼリク戴冠以前のヴェロニア王国などより、軍事大国であったロガーヴィア公国の方がよっぽど強大だった。それでも各国の王冠は諸侯達に強い影響力を持っている。

『将軍』や『ザ・チャンピオン』の加護を持つような者が、その英雄的加護を理由に人心を集めないよう、長く続いた血統による支配の正当性が重視されるのだから皮肉なものである。

　なおレッドやルーティ、それにゾルタン人が〝王都〟や〝中央〟という場合は、一般的にアヴァロニア王国のことを指す。

　魔王軍との戦いは、本来であれば各王国が一致団結して戦うべきなのだろう。

　しかし、ヴェロニア王国は中立を宣言しており、義勇兵が少数アヴァロニア王国に合流するにとどまっている。

　やはり海賊は王にはなれないと、その日和見な態度を諸国から嘲笑されているが、今年で90歳を迎えた老王は黙したままだ。

　前線からは離れていながらキラミン王国は魔王軍との戦いに積極的な参戦を表明している。しかし、人間とは価値観の違うハイエルフとは現在のところ満足の行く連携が取れていない状況だ。

　カタフラクト王国は自領の前線以外にも、遊牧民達によって構成される自慢の重騎兵を大陸中に派兵している。

　だが、そもそもカタフラクト王国の建国からして、かつて中央を支配していたガイアポリス王国をアヴァロニア王国が滅ぼした時に、ガイアポリスの重騎兵カタフラクト達が生き残ったガイアポリスの王族を自分達の故郷へかくまったことに由来する。

　カタフラクト王国の騎兵達は、魔王軍と戦いはするがアヴァロニア王国の指揮下に入るつもりはまったくなく、勝手に戦っていた。

　東方の２王国については、大陸を縦断する大山脈〝世界の果ての壁〟の向こうのことである。戦況すらよく分かっていない。

　一応は交易路である〝夜明けの道〟を踏破する商人などから情報のやり取りはあり、ヒスイ王国の武士達は、強大な魔王軍に対して抵抗を続けているという噂うわさ程度は伝わっている。ともかく、２王国とアヴァロニア王国が〝世界の果ての壁〟を越えて連携することは不可能だろう。

　結局のところ、連合軍はバラバラに魔王軍と戦争している状況だ。そんな有様だから、勇者ルーティが現れるまで重要な局面で敗北を重ね、一時はアヴァロニア王国もかなりの領土を魔王軍に占領されてしまっていた。

　だが勇者ルーティが登場し、各地を転戦して占領地を解放していき、また最大の脅威であった風の四天王ガンドール率いるワイヴァーン騎兵隊を壊滅させたことで、次第に戦況は好転していく。

　さらに勇者はカタフラクト国王とアヴァロニア国王の会談を実現させ、両者は多少の歩み寄りを見せた。

　今は少なくとも同一戦場で肩を並べて戦えるほどには、両国の仲は改善されている。

　反撃の兆しを見せたアヴァロン大陸連合軍ではあるが、それでもなお魔王軍は強大であり、戦線は膠こう着ちやく状態にあった。

　またガンドールの後任である新たな風の四天王ウィドースラが、ワイヴァーン騎兵を再編しているという情報も王都に入っている。

　アヴァロニア王国のバハムート騎士団を中心に反撃を続けているが、戦況はいまだ予断を許さない状況であった。
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「あ、野菜が値上がりしてる」

　俺はゾルタンの市場で野菜を見ていた。

　この間まで１本、５コモーンだった長ネギが10コモーンになっていた。

「ふーむ」

　長ネギで料理するつもりだったが２倍は高い。それもほんの数日での値上がりだ。

「おばちゃん、なんで急に長ネギがこんなに値上がりしたの？」

　寒そうに火鉢にあたっていた店番のおばちゃんは着ぶくれした身体でのそのそとやってきた。

　そして、じっと長ネギを見る。その目には止やむを得ない事情を理解してくれという無言の意志が感じら……。

「あ、間違えてるわね」

「おい」

　ゾルタンは今日も平和であった。
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　俺が市場を歩いていると、顔見知りの蜘蛛くもが俺に向かって前脚を振っていた。

「どうしたうげうげさん？　今日は１人なのか？」

　俺はうげうげさんに近寄ると右手を差し出す。

　うげうげさんは俺の右手にピョンと飛び乗った。

　それからうげうげさんは顔をふるふると横に振った。

「ふむふむ、ちょっと困っているのか」

　何度もコミュニケーションを取るうちに、俺にもなんとなくうげうげさんが伝えたいことが分かるようになっていた。

　俺はうげうげさんの指示に従って通りを少し歩く。

　しかし相変わらずハイスペックな蜘蛛だ。明らかに俺がここにいると分かっていて呼びに来ていた。多分、地面に置いた糸に触れる人間の体重や歩き方から、知り合いである俺のことを見つけたのだろう。

　少し歩くと、フードを被った小さな影が、果物を並べた露天商の前に座ってじぃっと商品を眺めていた。

「お嬢ちゃん、どれも美味おいしいからそんなに悩まないでおくれよ」

　露天商は困った様子でティセに「これはどうだ？」とオレンジを勧めるが、ティセはちらりと一いち瞥べつし、「お構いなく」と答えた。

「おお、レッドじゃないか！　助けてくれ！　このお嬢ちゃんがもうかれこれ１時間もこうして悩み続けてるんだ」

「１時間も」

　うげうげさんも困ったもんだという様子で、前脚を揺らしている。

「ティセ、一体何を悩んでいるんだ？」

「レッドさん、こんにちは。いえ、大したことでもないのですが」

　ティセは真剣な口調で話を続ける。

「異国にはお風呂に柑かん橘きつ類るいをいれる風習があるそうではないですか」

「ああ、俺も詳しくはないがそういう習慣がある国があるそうだな」

「気になって」

「それで市場に」

「ですが、一体どの果物を入れたら良いのかと悩んでまして」

「それで１時間も悩んでいたのか」

　このティセという少女、冷酷そうにみえて中身は良い子で常識人、と思いきや妙なこだわりのある子だ。

「いや、レッドさんもあの個性派揃ぞろいのパーティーの一員だったんですからね」

「おう、心を読まれたか」

　ルーティ、ダナン、テオドラ、アレス、ヤランドララ、ティセ。

　このメンバーに比べたら俺なんてまったくもって人畜無害の無個性常識人だと思うのだが。

「いえ、レッドさんも立派な変人です」

「そうかなぁ」

　うげうげさんは自分は違うというように俺達から目をそらしていた。

「ま、まぁそれは置いておいて、元の風習は分からないけれど……そうだな、多分、柑橘系ならどれもいい香りのするお風呂になると思うぞ」

「うーん、ではどれがいいのかとなると」

「そうだなぁ、みかんか、柚ゆ子ずとかいいんじゃないか？」

「みかんと柚子ですか、うん、試してみたいですね」

「ようやく決めてくれたか！　はぁー良かった」

　露天商は安心して、俺にもみかんを売りつけた。





＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊






　俺とティセは買い物袋を手にして通りを歩く。

「そういえば、なんで急に異国のお風呂の風習なんて思い出したんだ？」

「昨日、冒険者の仕事でトロルに捕まった村人と冒険者の救出の仕事をやっていたんですが、そこで引退した冒険者のお婆ばあさんが手伝ってくれまして」

「へぇ、ティセの手伝いができる魔法使いか」

「入り口が２つあったので、私が侵入し、その方には反対側から逃げられないよう待機してもらいました。逃げようとしたトロルはそのお婆さんが全滅させてくれましたよ」

「大したもんだな」

「ええ、で、戦いが終わった後お風呂に入りたいって、その方が呟つぶやいたのがきっかけでお風呂トークが弾みまして」

「トークが弾んだのか」

　表情の薄いティセと初見でトークを弾ませるとは、本当にできるお婆さんのようだ。

「まぁそういうわけで、異国のお風呂の風習で柑橘類を入れるってのを聞いたのですが、具体的に何を入れるのか忘れちゃっていまして、今に至るというわけです」

「聞いた翌日に早速試してみようって、本当にティセはお風呂が好きなんだな」

「好きです」

「おう」

　即答された。

　なぜか、よく見れば分かるくらいの微ドヤ顔している。

「あ、ええっと、ならそのうち皆で温泉入りに行くか」

「温泉が近くにあるんですか？」

「確か〝世界の果ての壁〟の方にあるって噂を聞いたような」

「天然温泉、興味深いです」

　目を輝かせるティセ。

　もし噂がガセだったらどうしよう。

「あ、そうだ」

　俺は話題を変えた。

「そのお婆さん、村に住んでいるのか？」

「いえ、もっと奥の集落で隠居しているそうですが、友達に会うためにゾルタンに出てきた途中で立ち寄ったそうです。で、温泉はいつ行くんです？」

「し、調べておくよ」

　ティセに話題をガッチリ固定され、俺はそう言うしかなかった。
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　食材を買い揃そろえ、ティセと別れて帰り道を歩いていると、空き地から歓声が聞こえた。

「すげえええ！」

「もうこれで５連勝だよ!!」

「王様だ！　この人ワイヴァーンの王様だよ!!」

　なんの騒ぎだ？

　気になって俺は少し寄り道して、空き地を覗のぞいてみた。

「姉ちゃんすげええええ[image: ]」

「ふふーん♪」

　そこでは、ルーティが子供たちとボードゲームの〝ワイヴァーンズレース〟を遊んでいた。満足そうに笑っている。

　どうやら連戦連勝しているようで、子供たちのワイヴァーン人形を大量に略奪しているようだ。

「も、もう１回だ！」

「いいよ」

　ルーティがボードに置いたのは、ガラスのワイヴァーン人形。下町の子にとって、そのキラキラと輝く竜の姿は注目を浴びていた。

　負けじと子供たちは、白石のワイヴァーン人形、黒鉄のワイヴァーン人形、紅玉眼のワイヴァーン人形をボードに置いた。

　別に人形の質によってゲームが有利になることはないのだが、勝者がすべてを総取りにするゾルタンルールでは、特別なワイヴァーン人形は心理的なプレッシャーとなる。

　木片にワイヴァーンの絵を描いただけのものや、ただの石ころでもゲームは成り立つが、最高の飛竜ワイヴアーンには自分の持つ最高の飛竜ワイヴアーンで迎え撃つべきというのが、騎士道精神であり、まず精神的に相手と対等になる勝利の秘ひ訣けつなのだ。

「盛り上がってるな」

「お兄ちゃん!?」

　俺に気がついたルーティは、まるでいたずらがバレた少年のように慌てふためいている。

　その姿が可愛かわいくて、俺は思わず笑ってしまった。

「すごいな、随分勝ってるじゃないか」

「え、ええっと」

「ずっとやってみたかったんだろ？　いいじゃないか」

　子供の頃から『勇者』であったルーティは、友達付き合いが苦手だった。なにせ子供のコミュニティには完全な異物だったのだ。だから俺の知る限り、ルーティがワイヴァーンズレースを遊んだことはないはずだ。

　だが、ルーティが旅の中でワイヴァーン人形を手に入る範囲でこっそり集めていたのを俺は知っていた。

　子供から人形を取っていることを見られたことでルーティはちょっと気まずい思いをしているようだが、それは違う。

　相手が子供だろうがお互い合意のもとに、ワイヴァーン人形を賭けてサイコロを振るのがワイヴァーンズレースの醍だい醐ご味みだ。ルーティが勝利の結果ワイヴァーン人形を得たとして、何も悪いことではない。

　俺は安心させるようにルーティに向けて笑いかけた。

「俺も騎士団見習いのときにちょっとやったもんだぞ」

「お兄ちゃんが？」

「今度、みんなでやってみるか」

「うん」

　俺の言葉に、ルーティは嬉うれしそうに頷うなずいた。
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　翌日。レッド＆リット薬草店。

　足元に置いた火鉢で暖まりながら、俺はカウンターに座ってノートを前に唸うなっていた。

「宝石かぁ」

　悩んでいるのはリットに贈る指輪の宝石だ。

　リットは俺の選んだものならなんでも嬉しいと言ってくれたが、ならばこそ妥協なくリットに合う最高の宝石を用意したい。

　と、意気込んではいるものの、資金面の問題は置いておいても、そもそも辺境ゾルタンで手に入る宝石が少ない。

　需要のあるところに供給はあるものだ。

〝世界の果ての壁〟により街道の終点でもあるゾルタンには貴族がたしなむ最低限の宝石しか入ってこないのだ。

　そもそもゾルタン貴族は宝石より布地にこだわる方が好きらしい。色とりどりの服を重ね着することを中央っぽくてかっこいいと思っている節があり、アクセサリーについては二の次と考えている。

　下町住民からすると、見ている方が暑苦しくなるファッションだと大不評なのだが。

「……やはり妥協はしたくない。リットの空色の瞳に合うのは淡い色のブルーサファイアだろう」

　俺は妥協案の宝石にすべて横線を引く。

「よし、〝世界の果ての壁〟に行くか」

　ゾルタン周辺で希少な宝石が手に入るとしたら、アヴァロン大陸を縦断する大山脈〝世界の果ての壁〟に向かうしか無い。

〝世界の果ての壁〟に住んでいるジェムジャイアント宝石の巨人なら、たいていの宝石は集めているはずだ。

　だが、ゾルタンへはスローライフをしに来たのであって、〝世界の果ての壁〟方面の地理を詳しく調べたわけじゃない。

　俺はゾルタンの製図職人が作っている地図を広げた。

　これも調査の進まない白地図ばかりの地図だ。

　俺は真っ白な地図に指で大きな円を描く。

「集落はここのどこか……いくらなんでも範囲が広すぎるな」

　人と物資を集めて数ヶ月単位の大掛かりな野外調査をするつもりなら別だが、もちろんそんなつもりはない。あとお金もない。

「まずはズーグの集落へ行こう」

〝世界の果ての壁〟の麓にはズーグというネズミのようなモンスターの集落がある。

　人間並みの知能を持つモンスターで、〝世界の果ての壁〟について色々と知っているはずだ。人間に友好的なモンスターというわけでもないが、以前、傷ついた若いズーグを手当てし集落に送り届けたことがあり、今は食肉を持っていけばもてなしてくれる関係だ。

「レッド、配達終わったよ」

「お疲れ様」

　ニューマンの診療所への配達を終えたリットが戻ってきた。

　手袋を外し、コートを脱ぐと俺の所へと近づいてくる。

　俺は冬の寒さで赤くなったリットの顔に両手で触れる。

「レッドの手温かいー」

　最近はどちらかが外から帰ってきたときは、こうして冷たくなった身体に触れて温め合うのが俺達の間で密ひそかに流行はやっている。

「こっちに火鉢あるから、一緒に暖まろう」

「んー、それなら」

　リットは、頰ほおに当てた俺の手を少しずらし、すでに赤くなって緩んでいる自分の口元を隠すようにしながら隣に座った。

「えへへ」

　それからリットは、冷たくなった自分の足を、俺の脚に絡めた。

「ちょ、ちょっと待てリット」

「火鉢に当たるより火鉢に当たってたレッドのぬくもりをちょーだい」

　リットの太ももが俺の脚を挟んでいる。

　外を歩いてきたリットの足は冷たかったが、俺の顔や身体はどんどん熱くなってきた。

「レッドったら照れてる」

「……リットこそ顔真っ赤だぞ」

「これは寒空を歩いてきたからでーす」

　とリットはしてやったりと得意げに言っているが、リットの口元に触れている俺の手には、リットの頰がゆるゆるになっていることが伝わっている。

　でもなんとなくしてやられた気もするので、リットの頰をムニムニと撫なで回してやった。

　今日も良い日だ。

　しばらくして、十分身体が温まってから離れたリットは、カウンターの上に広げられている地図に目を向けた。

「ん、そういえばなんで地図を広げているの？」

「ああ、その、あれだ」

「なんだか歯切れ悪いわね……まさか！」

　リットは俺の身体をぎゅっと抱きしめた。

「１人で冒険に行こうなんて考えているんじゃないでしょうね！」

「違う違う」

　リットに伝えるのはちょっと照れ臭いのだが……。

「指輪の宝石を手に入れる計画を立ててたんだ」

「あ……」

　リットの顔がみるみるうちにとろけていった。

「そ、そうなんだ、指輪の宝石……」

　リットは赤くなった顔を隠すように俺の胸に額を押し付けながら、ますますぎゅっと俺に抱きついた。

「えへへ、指輪かぁ」

　俺の腕の中でリットの肩が震えている。

　なんだかその仕草がすごく愛いとおしくなって、俺はリットの額にキスをした。
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「それで、宝石はどこで手に入れるつもりなの？」

　しばらく２人で抱き合った後、客の気配がして慌てて離れた。

　入ってきたのはハーフエルフの大工ゴンズで、俺達を見てニヤニヤと笑っていた。

　ゴンズが薬を買って帰った後、リットは、俺がカウンターの下に仕し舞まった地図をもう一度広げて言った。

「いや、〝世界の果ての壁〟にいるはずのジェムジャイアントから譲ってもらうつもり」

「ええっ!?」

　リットは驚いて声を上げた。

　俺はリットにどういう計画かを説明する。

「なるほど……でもそこまでしてくれなくても、レッドが選んでくれた宝石ならありふれていたって私には宝物なのに」

「リットには俺が選んだ指輪をプレゼントするって言ったからね。だったら選ぶのに妥協するわけにはいかないよ。なにせ俺にとって一生に１度の指輪なんだから」

「一生に１度なんだ……うへへ」

　ニヤけたリットの口から変な笑い声が漏れた。

　恥ずかしそうに赤いバンダナで口を隠した後、リットは大きく頷いた。

「うん分かった。レッドがそこまで大切に想おもってくれるなら、私も想いをしっかり受け取って返したい！　レッドが私のために選んでくれた指輪……楽しみにしているね！」

「ああ任せろ。と言いたいところだけど、ジェムジャイアントに本当に会えるかどうか、それに宝石を手に入れられるかどうかは分からないからなぁ……その場合は雑貨商人に取り置いてもらっている、青めのうで指輪を作ることになると思う。そうなったらかっこ悪いけど、ごめんな」

「ううん！　私のために本気で宝石を選んでくれるレッドがかっこ悪いわけない！　私のレッドは世界一かっこいいよ！」

　リットは、一切の冗談を感じさせず、本気でそう想っていることが分かるような言葉で言い切る。

　俺はニヤける口元と真っ赤になった自分の顔を右腕で隠しながら、俺もリットみたいに首にバンダナをまこうかなと、ちょっとだけ考えた。

　照れる俺を見て、リットは何かをこらえるように口をぎゅっと結んでいたが。

「ああもう、世界一かっこいいのに、そんなギャップまで！　私の好きをこれ以上増やして、一体私をどうするつもりなの！」

　リットは表情をとろけさせ、また俺に抱きつくと、今度はリットから俺にキスをしたのだった。
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　また客の気配がしたので、俺達は慌てて離れる。

　入ってきたのはドワーフの鍛冶師であるモグリムで、俺達の様子など気にする素振りも見せず、俺達の座っているカウンターに大股で近づくと、ドンと両腕を乗せた。

「おうレッド！　今日も良い日だな！」

「ああ良い日だなモグリム。で、今日はどうした？　ドワーフであるあんたが二日酔いの薬を探しているとも思えないが」

　モグリムはヒゲで覆われた口を大きく開けて笑った。

「もちろん！　斧おのにかけて、サー・ビアードマウンテンのドワーフは竜ドレイクの髑髏になみなみ注がれた火酒を飲んでも、朝が来ればいつもと同じ時間に起き出し炉に火をくべるのだ」

　大酒飲みはドワーフの誇りらしい。

　ドワーフと飲むときは、しっかりと俺は自分のペースで飲むと宣言することが大事だ。

　酒が飲めることがステータスになるのはドワーフ間だけだということは、ドワーフ達も分かっているので、断れば他種族に無理に勧めたりはしないことがほとんどだ。

　まぁ嫌なヤツはどこにでもいるもので、『〝貧しいヒゲ〟は酒も飲めない子供ばかりだな！』とマウントとってきたりすることもある。

　その点、このモグリムは気持ちの良い性格で、自分のペースを基準に人に酒を勧めない例外的なドワーフだ。

「そうだ、東方からやってきた邪悪なオロチドレイクを儂わしが酔わせて討ち取った話をしてやろう」

　ただ、自称ドレイクスレイヤーのホラ吹き武勇伝を話し出すのだけが玉たまに瑕きずだが。

「はいはい、そのうちな。で、一体どんな薬が欲しいんだ？」

「おっと、そうだった。今夜、儂の大切な友人をもてなすのでな。ちと香辛料をわけてもらえんかと思って」

「香辛料か、分かった。モグリムには懐かい炉ろの原料とかでも世話になっているからな」

「おお、良かった！　礼は必ずするぞ！」

　俺はモグリムが望む香辛料をいくつか袋に小分けして渡してやった。

　モグリムは俺の手を握って振り回しながら、大声でお礼を言うと、ついでにと滋養クッキーをいくつか買って帰っていった。

　また静けさを取り戻した店内。俺とリットは顔を見合わせ笑った。

「それで、いつ行くの？」

「〝世界の果ての壁〟にか？　実は目標としている冬至祭の夜まで時間がなくてね、明後日には行くつもりだった」

「明後日！　分かった、私もすぐ準備するね！」

「え？」

「もちろん、私も一緒でしょ？」

「いや、でも、リットに贈るための宝石を手に入れに行くのに、リットの手を借りるってのは」

「ダメだからね！　重要なのはレッドが選んでくれたって部分で、宝石を手に入れる苦労は私も一緒に分かち合っていいはずでしょ！」

　リットの空色の瞳が俺の目を覗のぞき込みながら言った。

「……そうだな、俺が悪かった。一緒に行こうか」

「うん！」

　だったら保存食もちょっと気合いを入れて工夫しよう。

　リットが一緒だと思うと、〝世界の果ての壁〟の探索でさえ、俺は楽しみに思うのだった。





＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊






　夕方。

　ルーティとティセも夕食を食べに俺の店へやってきた。

　今日のメニューは、ポテトスープと鶏もも肉のバター焼きだ。

「美味おいしい」

　ルーティは今日も美味しそうに俺の料理を食べてくれた。

　食事を終えたあと。

「ルーティ」

「どうしたの？」

「話があるんだ」

〝世界の果ての壁〟にいくなら、俺はしばらくゾルタンの町を離れることになる。

　このことをルーティに伝えないわけにはいかないだろう。

「俺、明後日から〝世界の果ての壁〟に行こうと思ってるんだ」

「〝世界の果ての壁〟に？」

「ジェムジャイアントの集落へ行ってガラスと宝石を取引するつもりなんだ。だからしばらく、ゾルタンを離れることになると思う」

「分かった」

　俺をまっすぐ見つめながら、ルーティは頷うなずいた。

「私も行く」

「え……」

　ルーティの口調は、今までにないほどはっきりとした強いものだった。

「ずっとこういうことを待っていた」

「待っていた？」

「私はこれまで数え切れないほど冒険し、戦ってきた。勇者だから。そんな私のために、お兄ちゃんは冒険してきた。それはとても嬉しいこと」

　じっとルーティは俺を見る。

「でも私は、お兄ちゃんのために一度も冒険をしてこなかった。戦ったこともなかった。私は、私の得意なことでお兄ちゃんの力になりたい」

　ぐっとルーティは俺に顔を近づける。

「お兄ちゃん、私を仲間に入れて」

「そ、そうか、えへへ、ルーティがそんな風に思っていたとは。嬉しいよ、ありがとう……もちろん、ルーティが頼りになる俺の自慢の妹だってことは、俺が一番よく知っている。一緒に来てくれたら心強いよ」

「うん」

　ぐっとルーティは頑張るぞと両手を握りしめた。可愛い。

「ええっと、ティセはどうする？」

「私は留守番して薬草農園の開業準備をやりますね。この３人なら、どんなモンスターでも問題ないでしょう」

　ティセはやる気溢あふれるルーティを見ながら、嬉うれしそうに笑っている。

　本当にルーティは良い友人を持ったものだ。

　そして。

「ところでお兄ちゃん」

「ん？」

「その宝石って何に使う宝石なの？」

　ピシリと空気が凍ったような気がした。

　ティセは動きを止め、俺とリットに視線を向ける。

　ルーティは澄んだ瞳で俺の目を真まっ直すぐに見た。

　俺は１度深呼吸してから、ゆっくりと口を開く。

「婚約指輪を作ろうと思うんだ」

　ティセが息を吞のむ音がした。リットは緊張した様子で、両手の拳をぎゅっと握っている。

「お兄ちゃん」

　ルーティの赤い瞳がじっと俺の目を見つめる。

　そして、

「おめでとう、良かったね」

　そう言って嬉しそうに笑った。
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「いやぁ、緊張した」

　ルーティ達が帰ったあとリットは笑いながらも両腕を脱力させて言った。

「でも意外だったな。ルーティはレッドのこと大好きだし、お兄ちゃんを取られるって不機嫌になるかと思ったんだけど」

「そうだなぁ。でも、ルーティが俺以外の人間に愛情を向けられなかったのは、加護のせいだ。それが無くなったから、もしかすると他にも良いなって思う人ができたのかもしれないな」

　ルーティは『勇者』の加護による精神耐性により、人間的な愛情を他人に抱けない状態だった。精神耐性が充実する前、つまりレベルが上がる前に一緒だった俺に対する愛情の思い出だけが、ルーティが持ち得る愛情だったのだ。

　だがそれもルーティの『シン』によって、自由に耐性をつけたり外したりできるようになった。

　今のルーティは、誰とでも愛情を育むことができるのだ。

「なんか、お兄ちゃん離れするようで、俺ちょっと寂しい」

「レッドもたいがいシスコンだものね」

「むぅ……否定はしない」

「どうする、ほら、あのゴドウィンみたいなやつがルーティの相手だったら」

「闇討ちする」

「ま、真顔で言わないでよ。冗談に聞こえないから」

　冗談のつもりだったのだが……いざその時が来たら、果たして俺は冷静でいられるだろうか？

　相手がアレなら本当に闇討ちしかねない。

「もぅ、レッドったら」

　そんな俺の思考が伝わったのか、リットは苦笑していた。
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（という会話を、レッドさん達がしていることは手に取るように分かるのですが）

　私はティセ・ガーランド。暗殺者にして恋する勇者様の親友だ。

　先程、ルーティ様がレッドさんとリットさんの婚約をお祝いした。

　一見すると、ルーティ様がレッドさんを諦め、２人の未来を祝福したように見えただろう。

　ルーティ様の恋愛問題が解決したと、レッドさん達は思ったかもしれない。

　だが違う。いつも一緒にいる私には分かる。

「ルーティ様。良かったんですか？」

「何が？」

「レッドさんとリットさんです」

「ああ」

　コクリとルーティ様はうなずいた。

「リットは良い人だし、お兄ちゃんのことを大切にしてくれる。お兄ちゃんの奥さんになるならあんな人がいいなって、最近思ってたんだ」

「そうなんですか。それは良かった……けど、レッドさんが結婚してしまうのは寂しくないんですか？」

「寂しい？　どうして？」

「ええっと……」

　ルーティ様は澄んだ顔で笑う。そこに悪意はなにもない。

「私は妹だからお兄ちゃんとは結婚できない。だから奥さんになるのはリットに譲る」

「え、ええっと？」

「結婚しなくても恋人にはなれるから」

　やっぱり全然問題解消されてなかった！

　ルーティ様は表情の乏しい人形のような整った顔を少し赤くしている。

「お兄ちゃんは包容力あるから、２人くらい余裕。１番の奥さんはリットになって、１番の恋人は私になればいい」

「…………」

　レッドさん、あなたは大きな勘違いをしている。

　ルーティ様は確かに新しい恋ができるようになった。だが、恋愛感情とは等速で上がっていくものじゃない。好感度が高い人はより高く、より集中して上がっていくものなのだ。

　新しい恋ができるようになり、ルーティ様は毎日毎日、レッドさんへの好感度を天井知らずに高めていた。

　というか、もはや取り返しのつかない域まで来ているのではないだろうか？

　私と肩のうげうげさんは、どうしたものかと２人して首を傾かしげていた。
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　夜。ゾルタンへの街道沿いに近い村。

　ここはゾルタンへ向かう者によく宿泊地として利用される。

　もし街道を利用する者が多ければ、ここは宿場町となっていたのだろうが、ゾルタンへ向かう商人や旅人の数は少なく、ちょうどあと１日でゾルタンにたどり着くという絶好の位置にありながら、２階建ての宿屋が１軒あるだけだ。

　酒場の外にある汚れたテーブルの周りに、美しいハイエルフの女性と、しょぼくれた男が座っている。

　古びた椅子は脚の高さが合っていないのかガタガタと揺れた。

　しょぼくれた男は、塩漬けニンジンをかじりながら、時折顔をボリボリとかいている。

[image: ]

「なぁ、あいつの居場所教えたんだから、俺はもういいだろう」

「あなたの言葉が本当かどうか分からないでしょう。それに、あなた犯罪者っぽいし、野放しにするのもね」

　男のぼやきに、ハイエルフ……ヤランドララは表情を変えずに言い返す。

　恨めしそうに睨にらむ男の視線など気にする素振りすら見せない。

「知っていること教えたら解放してくれるって、あんた言ったじゃねぇか」

「私は質問に答えてくれる？　って言っただけよ。答えたら何かしてあげるなんて一言も言ってないわ」

「ひでぇ！」

　男はまた顔を指でかいた。

「そんなに引っ搔かくと顔がずれるわよ」

「でもこれ、なんか顔がヒリヒリするんだよ」

「そりゃあ、皮膚に寄生するキノコだもの。少しくらいヒリヒリもするわ」

「本当に大丈夫なんだろうな？　剝はがしたら皮膚も一緒に剝がれるとか嫌だぞ」

「大丈夫よ。ニキビなんかも全部取れてツルツルになるわ。むしろキノコの方が、あなたの不衛生な顔に文句を言ってる。ちゃんと顔を洗いなさい」

「き、キノコに文句言われているのか」

　顔も声も全く別物だが、男はかつてビッグホークの片腕として悪魔の加護を作り、ハーフエルフの少年アルを誘拐した盗賊ギルドの組員。

　そして、ルーティに刑務所から連れ出され、レッド達と一緒に賢者アレスと戦うはめになった錬金術師ゴドウィンだ。

　今、ゴドウィンの顔にはヤランドララによってイエローマスクという名のキノコが張り付けられている。

　イエローマスクは、人間の顔に貼り付き新しい顔や声を作るのだ。

　本来は後頭部から神経にも寄生し、体の動きまで乗っ取ってしまう危険極まりないキノコなのだが、植物を操る力を持つヤランドララによって、顔と声を変えるだけにとどめている。

　もしイエローマスクの性質をゴドウィンが知ったら大騒ぎするだろうが、幸か不幸かゴドウィンは変装するためのキノコだというヤランドララの説明を信じていた。

「大体ね」

　ゴドウィンのふてくされた様子を見て、ヤランドララは声を少し落として言った。

「あなたリットの友人と自称する割りには、すぐにリットの居場所を私に話したじゃない」

「あんたがリットとレッドに危害を加えてきたわけじゃないって言ったからじゃないか」

「それをすぐに信じて話すなんて、友達なら私が本当にリット達にとって味方なのか探るべきじゃないの？」

「あんたの言う通りに話してやったのに、ハイエルフは本当面倒くさいな！」

「人間が信頼を軽く扱い過ぎなのよ」

　ゴドウィンは大きなため息を吐いた。

　これからこのヤランドララと一緒にゾルタンに戻らなければならないのだが、いくら顔を変えているとはいえ、衛兵にバレたらゴドウィンは破滅だ。

（とはいえ逃げ出そうにも、このヤランドララとか言うハイエルフはとんでもない強さだ、とても逃げ出せそうにない……残された道はレッド達が俺のことを解放するように、このハイエルフに言ってくれることを期待するしかない）

　レッド達は１度は逃がしてくれたわけだし、きっとヤランドララを説得してくれるとゴドウィンは信じるしかなかった。
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　翌日、昼過ぎ。

　俺は大きな荷物を背中に担いでゾルタンの市場を歩いていた。

「他に買うものは……」

　明日から久しぶりに数日野営を続ける旅に出る。

　そのために必要な雑貨を買いに来たのだ。

「火打ち石と打ち金、薪まきは基本的には落ちた枝とかを使うけれど念の為に１日分、頑丈な絹のロープが30メートル、新しいテントと中古の毛布、ランタン用の油あぶら壺つぼ、石せつ鹼けん３つ、チョーク10本、ろうそく１ダース、砥と石いし、防水鞄かばん、鉄鍋、お玉、鉄串、まな板、鉄鍋用三脚、この三脚は串をセットして串焼きもできる優れ物だ。それとズーグ達へのお土産として豚肉のブロック、ジェムジャイアントへはガラス玉」

　出費は痛いが、ジェムジャイアントからついでに他の宝石も譲ってもらえれば余裕で黒字になるはずだ。

　宝石を手に入れて売るなんてのは薬草店の仕事ではないが、儲もうけられるなら儲けたい。

「保存食は念ねんの為ため14日分用意しておくか……そうだ、今回はエルフの保存食を作ってみよう」

　俺はかつて仲間だったヤランドララから教えてもらったレシピのことを思い出した。

　砂糖と牛乳を練り込んだやわらかいパンだ。普通なら保存食にはならなそうなのだが、ハイエルフ達は、これに妖精イチゴとブラウンベリーのペーストを表面に塗ることで半年は腐らない保存食にする方法を編み出していた。

　あれはダナン達にも好評だったし……いや、ダナンは何出しても美味うまいって言っていたような気がするが、とにかく疲れた体に糖分多めのパンは悪くないだろう。

「材料はほぼ揃そろっているけれど、妖精イチゴだけ買わないとな」

　俺は、食べたリットがどんな表情をするのか想像しながら、大きな荷物を背負っているにもかかわらず、足取り軽く市場を歩いていった。
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　夜になり、店を閉めた俺とリットは、明日の準備へと取り掛かっていた。

「ほら、これいいでしょ！」

「どれどれ、ほぉイーゴス島のナイフじゃないか」

「軽くて頑丈。しかも魔法がかかっていて、ほら、空中に静止させておくことができるの。荷物やテントを引っ掛けたりできるんだよ」

「ほぉ便利だなぁ」

　準備はお互いのんびりとしたもので、リットは持っている便利な旅のアイテムを楽しそうに披露している。

　まぁこの調子でも準備は間に合うと思うが、何か突発的な問題で作業を中断させられ、明日の準備が終わらなかったとしても、だったら明日の昼でも、それか明後日の朝にでも出発すればいいだけだ。

　今回の冒険はスローライフの一部なのだ、効率よりも俺とリットが楽しい冒険になることが優先だ。

　だが、そんなことを考えているとトラブルは本当にやってくるもので。

「レッド！　すまんが開けてくれ！」

　扉を叩たたく音とモグリムのガラガラ声が響いた。

「どうした？」

　声にただならぬものを感じて、俺とリットは急いで店頭へと向かう。

　扉を開けると、ヒゲで覆われた顔を真っ赤にしたドワーフのモグリムが、靴も履かずに立っていた。

「レッド！　うちのカミさんが倒れたんだ！」

「なんだって!?」

「ニューマン先生に診てもらっているが、薬が足りないって！　診療所にとりに戻るよりこっちの方が近いから、レッドならこのメモを見せれば全部用意してくれるって」

　俺はモグリムからメモを受け取り、中身を読んだ。

「……これは貧血や脱水症状用の薬だな」

「そうなのか？　よく分からんがとにかく早く用意してくれ」

「それに最後の一文、今後のためにと書かれた薬」

　俺はまじまじとモグリムの顔を見つめた。

「モグリム、一体なんと言われてうちに来た」

「なんか色々言ってた気がするが、儂わしはとにかくカミさんが倒れたことで動転してて、薬が必要だと……な、なんだ、深刻な病気なのか？」

「レッド、一体どんな病気なの？」

　リットも心配そうにメモを覗のぞき込む。

「あ、これって」

　すぐにリットも気がついたようだ。

「モグリム、おめでとう」

「なんだ！　カミさんが倒れたのにおめでとうもあるか！」

「最後の薬は妊婦用の風邪薬と頭痛薬だ」

「へ？」

「ミンクさん、子供ができたみたいだぞ」

　モグリムはポカンとした後、両手で口を覆う。

　俺は慌てて自分の両耳を塞いだ。

「うおおお!!!!」

　ドワーフの勝かち鬨どきは、オーク軽騎兵ハサーを落馬させると冗談交じりに言われることがある。

　そのときのモグリムの勝かち鬨どきは、なるほどこんな大声を聞かされた日には驚いて落馬するのも仕方がないと思えるほどのものだった。
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　明日の準備をリットに任せ、俺はモグリムと一緒に薬を届けに向かった。

　モグリムの鍛冶屋には医者のニューマンと、人間のお婆ばあさんがいた。

　そういえば、客人が来るって昨日言ってたっけな、このお婆さんがそうなのだろう。

「おお、レッド君、来てくれたか」

「頼まれていた薬、持ってきたよ」

「はは、そんな急ぐ状況でも無かったんだが、モグリム君にどうしてもミンクさんを診ていて欲しいと頼まれてね」

「ミンクさんは？」

「ただの貧血だ。気を失っていた時間もわずかな間だけで、ここ数日の疲労が重なったんだろう。今後は働いている時間を減らしてもらう必要はあると思うが、母子ともに異常はなさそうだ」

「やはり子供が」

「ああ、３ヶ月くらいかな」

　後ろでモグリムがまた叫びそうになったので、俺は慌ててモグリムの口をふさいだ。

「ミンクさんが驚くだろ！」

　モグリムは目を丸くして頷くと……。

「おおお」

　モグリムは声を押し殺し、両目からボロボロと涙をこぼして泣き始めた。

「儂はもう子供は無理だと」

「きっと愛の守護者キューティ様が、あんた達２人の仲睦むつまじい様子を祝福してくださったんだよ」

　お婆さんはそう言ってモグリムの背中をなでた。

　それから俺の方を見ると、微笑を浮かべて言った。

「はじめまして、で良かったかい？　この歳としになると忘れっぽくなってねえ」

「ええ、はじめましてですよ。レッドです。去年ゾルタンに移住しまして、下町で薬草店をやっています」

「あんたが薬草店のレッドさんかい。噂うわさは色々聞いているよ、会えて嬉しいね」

　お婆さんは俺の顔を見て、頷うなずいた。

「噂通りの男前だね。ああ、別に歳を取っているからってかしこまった言葉遣いはいらないよ。私はただの隠居したお婆さんさ」

「分かりました。にしてもどんな噂を……ええっと」

「おっと、名乗らせておいて、私の方は名乗ってなかったかい」

　俺はお婆さんを観察する。

　歳は70代くらい。杖つえはついているが足腰はしっかりしているようだ。

　顔立ちは美人だった面影が残り、顔にシワの刻まれた今でも彼女の黒い目には活力がある。

　髪は雪のように白く、着ているローブは飾りっ気のないものだが銀ぎん蚕かいこの糸で織られ、高価で、そして何十と旅をしても破れないであろう頑丈なものだ。

「私はミストーム、昔は市長なんてやっていたモンさ。よろしく」

　ミストームと名乗ったお婆さんは、モグリムの背中を擦っていた手を離して俺へと差し出す。

　握り返すと、思ったよりも力強い手だった。

「ミストームさん……まさか先代市長のミストーム師とは」

「師なんて敬称も面と向かってはやめとくれよ」

　師マスターの称号は、魔法を使える者達の組合である〝魔術師ギルド〟に所属した者のうち、特別な功績を挙げた者に贈られるものだ。

　ミストームは、ゾルタンの魔術師ギルドのギルド長を務めた後ゾルタン市長に選ばれ、無事に任期を終えたことで師の称号を贈られたと聞く。

「私はただ目の前の仕事をこなしただけだよ。ギルド長にしろ市長にしろ、特別な功績を挙げたわけじゃない。そんな私がミストーム師なんて呼ばれたら、面おも映はゆくって仕方がないよ」

「そういうことなら、ミストームさんと呼ばせてもらうよ」

「その方が気楽でいいね」

　笑うミストームの顔を観察するが、含んだところは何もないようだ。

　市長をやるような政治家は、気さくに見せかけて相手の敬意を推し量ろうとするようなこともあるが、この人は本心から対等な関係を望んでいる。

「よろしくミストームさん。それで、ミンクさんに挨拶しても大丈夫なのか？」

「ええもちろん。ミンクも喜ぶと思うよ」

　その言葉を聞いて、モグリムが跳ね起きた。

「ミンク!!」

　ドタドタと寝室へと走っていくモグリム。

　荒々しく扉を開ける音の後に、下町中に響くような大声で。
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「ありがとうミンク！　よくやったな！」

　と叫んだ。

「ヤったのはあんただろ！」

　豪快なミンクさんの返事。

　それから２人の涙ぐみながら、お互いを慈しむ話し声が聞こえてきた。

「挨拶するのはあとにするか」

「それがいいだろうね」

　俺とミストームさんは、そう言い交わしたのだった。
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　その後、ミンクさんに挨拶をしてから俺は自分の家へと帰った。

　ミンクさんはまるで病人のように扱われることが不満そうだったが、モグリムはとにかく安静にしていろとミンクさんを押し止とどめ、普段はミンクさんに蹴られてブツブツ文句を言いながらようやく家事をするところを、甲か斐い甲が斐いしく洗濯や掃除を始めていた。

　よっぽど嬉しかったのだろう。

「モグリムは恐妻家だけど愛妻家だもんね」

　リットはモグリムの様子を微笑ほほえましそうに聞いていた。

「そもそもモグリムはドワーフの国からミンクと一緒に駆け落ちしてきたわけだしな。そりゃ愛情も深いし、子供が生まれると分かったら泣くほど喜ぶか」

「いいなぁ、子供」

「俺達も頑張らないと……な」

「えへへ、うん」

　リットが俺にふわりと抱きついた。

　俺は優しく受け止めると、リットの温ぬくもりを感じながら俺達の未来を想像する。

　きっとそれは幸せな未来だ。

「レッド」

「どうした？」

「今のレッドのその笑顔、私すごく好き」

　リットはそう言って、目を細めて嬉うれしそうに笑った。

　俺は顔が熱くなるのを感じたが、隠すことなくリットの額に自分の額をくっつけ照れながら笑い返した。

「そ、それで、明日の準備はどうだ？　まだ終わってないなら出発を明後日に延ばしてもいいけど」

「大丈夫、全部終わってるよ」

「さすがリットだな、ありがとう」

「だって私のための冒険をレッドがしてくれるんだもの、えへへ、本当に嬉しい」

　モグリムとミンクも仲睦まじい夫婦なのだろうが、俺達も負けてはいない。

　そんなことを心の中で考えながら、俺はリットをぎゅっと抱きしめたのだった。
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　翌日。

　窓の外はまだ薄暗く、寝坊好きのゾルタン人達は、まだ大半が眠っているだろう。

　とはいえ、冬の日の出なので時間的にはそれほど早いというわけでもないのだが。

「よーし！　準備万端！」

　リットが両手を上げて言った。

　テントなど大きな荷物はリットのアイテムボックスに収納し、すぐに使用するランタンやアイテムボックスを奪われた場合に備えて数日分の食料と水は俺が持つ。

　薬も倉庫からいくつか持ち出し、俺とリットそれぞれが腰のベルトポーチに入れておく。

「それじゃ、行くか」

　その時、また扉をガンガンと叩たたく音がした。

「レッド、俺だ！　朝早くすまんが開けてくれ！」

「モグリムか、また何かあったのか？」

　またまたドワーフのモグリムがやってきたようだ。

　今日は休みのつもりだったのだが、ミンクさんのための薬が何か必要なのだったら、それを先に渡してから出発してもいいだろう。

　だが扉を開けた向こう側のモグリムは、鎖帷子チエインシヤツを着て、ドワーフの斧おのを腰に下げ、背中には大きな荷物を担いで立っていた。

　薬を買いに来ただけという様子ではない。

「どうしたんだその格好、まるで旅にでもでるようだな」

「それは儂わしも同じ感想だぞ。お前さんもまるで旅にでも出るような格好だからな！　だが今はいい。レッド！　薬をいくつか用立ててくれ！」

「待て、まずは事情を聞かせてくれ」

「いいだろう。儂はこれから〝世界の果ての壁〟へ行こうと思うんだ」

「なんでまた……今はミンクさんの側にいるべきだろう」

　モグリムは真剣な顔で俺を見た。

「カミさんは去年45になった、もう若くない。ドワーフとのハーフヒューマンは身体が小さく安産になりやすいとは言われるが……分かるだろ？」

「そうだな。ニューマン先生もお産は専門外だろうし、助産師のイヴァナさんに定期的に見てもらったほうがいい。あの人は『治療術師ヒーラー』の加護持ちだ。助産師の経験も豊富で頼りになるはずだ」

「もしかしたら腹を割いて赤子を取り出すことになるかもしれん」

「帝王切開。考えすぎだよ、と軽々しく言えることでもないが……もし手術することになっても、少しお金はかかるが十分な治療魔法の使い手を立ち会わせれば失敗率はそう高くないぞ」

「儂もできる限りのことをしたいんだ。だが儂は魔法の才能はないし、加護に嫌われとる。お産に直接役立つようなスキルもない」

　モグリムはゾルタンの下町で一番腕のいい鍛冶師だ。だが、モグリムの加護である『ルーンの鍛冶師』の本領は魔法の付与にある。その魔法がモグリムは苦手で上手うまくいかないのだ。

　モグリムの腕なら魔法さえ上手く使えれば、王都でも名高い鍛冶師となってもおかしくないのだが……モグリムが加護に嫌われていると自嘲するのはそのためだ。

　モグリムは決意で両手を強く握りしめ言葉を続けた。

「儂は鎚つちを打つしか能がない。だから地水晶アースクリスタルのナイフを作りたいんだ。地水晶アースクリスタルの刃は、斬られたことすら忘れるほどの鋭さと名高い。もし切開することになってもカミさんへの負担は最小限で済むはずだ」

「地水晶アースクリスタルか。だがゾルタンじゃまず手に入らない希少な材料だろう」

「だから〝世界の果ての壁〟へ行くのだ。地水晶アースクリスタルはモンスターにとっても特別な宝石。集めているやつが必ずいるはずだ」

「確かに、〝世界の果ての壁〟にはジェムジャイアントがいる。もし〝世界の果ての壁〟で地水晶アースクリスタルが産出されるのならば、いくらか集めているはずだ」

「おお、やはりジェムジャイアントがいるのか！　それは良いことを聞いた」

　モグリムは嬉しそうに笑った。ただジェムジャイアントがいると分かっただけで、どこにいるとも、ジェムジャイアントにとっても希少な宝石をどうやって譲ってもらうかについても、何も分かっていないはずだ。

　大体……。

「ミンクさんには伝えて出てきたのか？」

「……もちろん」

「おい、俺の目を見て話せ」

　ドワーフは、人間やハイエルフと違って噓うそが得意でないというが、モグリムはその典型だろう。明らかに目が泳いでいる。

「ナイフの材料を取りに行くとは言ったわい！」

「どこへ？」

「……山岳都市ズカリアまで」

　ズカリアは、ゾルタンの国境を越え北西へと進んだところにある町で、製鉄で知られている。ズカリアなら良質な鉄鉱石の他に、わずかだが紅くれない鋼はがねなど珍しい鉱石も手に入る。

　だが、地水晶アースクリスタルは手に入らない。

「だー！　儂を誰だと思っている！　この儂が軍国ロガーヴィア公国すらも滅ぼそうとしていたフロストドレイクを討伐した話をしてやろう！」

　リットの方を振り返れば、リットは苦笑して首を横に振っている。

　ロガーヴィア公国のお姫様であるリットも知らない竜を、モグリムは退治したらしい。

　地団駄を踏んで、ふわふわとした武勇伝を語るモグリムを、俺は「まぁまぁ」となだめた。

「提案なんだが、俺とリットはこれから〝世界の果ての壁〟へ行くつもりだったんだ」

「なんだと？　確かに旅装をしていると思っていたが」

「まぁ……実は指輪に使う宝石を手に入れにな」

　モグリムはポカンと口を開けて、俺とリットを交互に見た。

「儂も大概だと思っていたが、お前達の方がよっぽどじゃないか！」

　モグリムは手をたたき、大げさに仰のけ反ぞった。

「全く！　なんという奴やつらだ！　〝世界の果ての壁〟へ婚約指輪を作りに行くとは!!」

「まっ、そういうことで、どうだ？　俺達と一緒に行かないか？　俺はただのＤランクだが、英雄リットと一緒ならば、本当に竜ドレイクが出てきたって平気だ」

「斧にかけて！　渡りに船とはこのことだ！」

　ドワーフらしい大げさな仕草でモグリムは喜び、俺達の手を握った。

「ありがとう！」

「お礼なら地水晶アースクリスタルが手に入ってからでいいよ。だがモグリム、これだけは先に言っておく」

「なんだ？」

「ジェムジャイアントに会えたからといって地水晶アースクリスタルを持っているとは限らないし、持っていたとしてそれを譲ってもらえる可能性は低いだろう。他の鉱石で妥協することも考えておいたほうがいい」

　俺は真剣な口調でモグリムに言った。

　採掘や宝石加工の技術はあっても、火を使う技術を持たないジェムジャイアントにとって、ガラス玉は人間にとっての銀貨より価値がある。運が良ければダイアモンドとだって交換することができるだろう。

　だが、それでも地水晶アースクリスタルは、到底交換できるような宝石ではない。

　そんなことはモグリムだって分かっているようで。

「それでも儂は、カミさんのために儂のできるすべてのことをしたいんだ」

　うつむきながら、そう呟つぶやいた。
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　俺とリット、そしてモグリムは城門に近い広場へと向かった。

「おはようルーティ、ティセ。遅くなって悪かった」

「大丈夫、お兄ちゃんのためならいくらだって待つ。おはようお兄ちゃん、リット……それにモグリム？」

「おはようございます皆さん。モグリムさんは見送りって様子ではありませんよね」

　広場には大きなリュックサックを背負ったルーティと、いつもの服装のティセが俺達を待っていた。

　ティセの肩にはうげうげさんが、まだ眠そうにゆらゆらしながら乗っかっている。

「急だがモグリムも一緒に行くことになった。地水晶アースクリスタルを探しているそうだ」

「そう」

　ルーティが少し戸惑った表情を見せた。モグリムには分からないだろうけど。

　ルーティにも地水晶アースクリスタルを手に入れるのは難しいことが分かっているのだ。

「なるほど、そういう経緯ですか」

　リットから話を聞いたティセが、頷きながら言った。

「おめでとうございますモグリムさん。どうかくれぐれも気をつけてくださいね。ドワーフの勇敢さを疑うことはありませんが、ミンクさんのもとへ帰り、一緒に元気な赤ちゃんを見ることが何よりの誉れであると頭に置いてください」

「お、おう、お前さんとしっかり話したこと無かったけれど、意外と良いやつだったんだな」

「意外と、とは失礼ですよ」

「ティセはとても良い人、自慢の友達」

　無表情で怒るティセと、無表情で胸を張って友達を自慢するルーティ。

　モグリムは困惑しながらも、２人が思ったより親しみやすいことが分かったのか、ドワーフが仲間に向ける笑顔を見せていた。

「ところでルーティ。アイテムボックスは使わないのか？」

　俺はルーティの背中の巨大なリュックサックを見て言った。

「うん、お兄ちゃんと一緒」

　どうやら今の俺がアイテムボックスを持たないので、ルーティもそれに倣ったらしい。

　俺がアイテムボックスを持たないのは、ただ単に昔使っていたのはアレスに渡して、それ以来お金がなくて買ってないだけなのだが。

　まぁ嬉しそうな顔しているルーティが可愛いので何も問題ない。

「というわけで、俺、リット、ルーティ、モグリムの４人で出発しようと思う」

「「「おー」」」

「明日からは保存食になるが、今日のお昼は新鮮なレタスとトマトのサンドイッチだ」

「「おー」」

「お、おお？」

「それじゃあ出発」

　些さ細さいな混乱もあったようだが、俺達は居眠りしていた門番を起こしてから、ゾルタンの城門をくぐった。

「いってらっしゃい」

　留守番のティセと、その肩で腕を振るうげうげさんに見送られ、俺達は冬の草原の中を歩いて行くのだった。
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　地面に土を敷いたゾルタンの街道も、〝世界の果ての壁〟の方へ進めばすぐに整備されていない草原に吞のみ込まれた〝道だった〟ものになる。

　膝下まで生える草の道を歩きながら、俺達は街道を進んでいく。

　今日は風も穏やかで、空気も澄んでいた。

　空を見れば、大きな雲と、それを追いかけるように小さな雲が並んで浮かんでいる。

　まるで親子みたいだなと、俺は小さく笑った。

「ふふん♪」

　ルーティが鼻歌を歌いながら歩いている。

　大きなリュックサックがゆらゆらと揺れ、時折、水たまりを飛び越えているのか、ピョンと跳ねていた。

「ご機嫌だなルーティ」

　俺の言葉に、ルーティは頷く。

「初めて」

「初めてって？」

「私は初めてお兄ちゃんのために冒険する。それが……」

　ルーティはそこで言葉を止め、何を言うべきか探すように少しの間考え込んだ後、諦めて首を横に振った。

「どんな言葉でも伝えきれないくらい嬉しい！」

　ルーティの弾むような言葉に、俺は思わず笑みをこぼしていた。

「ルーティが笑ってくれて、俺も嬉しいよ」

「そう！」

　俺が手を差し出すと、ルーティは少しはにかみながら俺の手を握った。

　俺達兄妹は、しばらくのあいだ手をつないだまま草原を歩いていった。

　３時間ほど歩いただろうか。

「待って」

　先頭を歩くリットが、左手で俺達を制した。右手はショーテルの柄にかけられている。

「む、ゴブリンくさいぞ！」

　モグリムが斧おのを構える。

　ルーティの右手にはすでに穴の空あいたゴブリンブレードが握られており、俺も銅の剣を抜いた。

「右に４、左に１だな」

　草むらの中に這はいつくばってゴブリンが５体隠れているようだ。

　旅人から食料や金品を奪うゴブリン部族の略奪隊だろう。

　ガサリと草むらが揺れた瞬間、投げ槍やりが俺達に向けて次々に投げ込まれる。

　同時にリットが走り、槍を搔かい潜くぐって草むらに飛び込むと、あっという間に２体のゴブリンを斬り捨てた。

　驚いて飛び出したゴブリンをモグリムが自慢の斧で叩き切る。

　左の１体はゴブリンの『妖術師ソーサラー』だったようで、ファイアーアローの魔法を発動しようとしていた。

『妖術師ソーサラー』ゴブリンが印を組んで魔法を発動する寸前に、俺の剣がゴブリンを貫く。魔法は発動寸前のまま、小さな炎の爆発となって消えた。

　最後に残ったゴブリンは、大きなリュックサックを背負ったルーティを動きが鈍いと見たのか、奇声を上げながら槍を振り上げ襲いかかった。

「グギ？」

　ルーティは自然体のまま、軽く払うように剣を振っただけだった。それだけで身につけていた鎧よろいごと、ゴブリンの胴体を真っ二つにしていた。

「うおお、なんという切れ味だ！　一体、どんな魔法の剣なのやら」

　モグリムはルーティの一いつ閃せんに興奮している。

　……ルーティの剣は魔法もかかっていないただのゴブリンブレードだということは、ドワーフの名誉のために黙っておこう。

「他にはいないようだな」

「うん、今ので全部。離れて監視しているのもいないみたい」

　気まぐれに街道で待ち伏せしていたのだろう。

　反対側の街道なら、頻繁に人が通るのでとっくに冒険者などが退治していたのだろうが、〝世界の果ての壁〟側の街道はあまり人が通らない。

　それで見逃されてきたようだ。

「ん、どうしたモグリム」

　ふと見ると、モグリムはゴブリンの持っていた槍を、神妙そうに見ている。

　簡素な槍で、長いこと手入れをされていない様子だ。

「随分前のことだが、これは儂わしの打った槍だな」

「……そうか」

　モグリムは槍を地面に置くと、短く祈りの言葉を囁いた。

　この槍の本来の持ち主は、ゴブリンの犠牲になったのだ。

「よし、もう少し歩いたら飯にしよう。儂の腹時計が昼だと告げている」

「ははっ、そうだな。そうしようか」

　モグリムは白い歯を見せて笑い、拾った槍を背中に結ぶと、先頭に立って歩き出した。

　この世界は戦いに満ちている。

　しかし、だからといって辛い表情や悲しい表情のまま生きていくのは悲しいことだ。

　戦いの後であっても、俺達は草原に座り、色とりどりのサンドイッチを食べて笑い合う。

　どんな世界であっても、信頼できる仲間と笑って過ごす時間だけは同じようにあるはずだから。
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「ここにギデオンが」

　レッド＆リット薬草店の看板を眺めながらヤランドララが呟いた。

　その横顔は期待と不安が入り混じり、憂いを帯びていてハッとするほど美しい。

　だが、触れることをためらうような、そんな印象を受ける美しさだった。

「いや、留守だけどな」

　そんなヤランドララの顔など見飽きたとでも言うように、ゴドウィンはやる気のない声で扉にかかった臨時休業の札を指差し言った。

「店の中にも気配がない。サボってデートでもしてるんじゃないのか？」

　ヤランドララはゴドウィンをちらりと睨んだ後、扉にそっと指で触れる。

　ヤランドララの能力なら、こんな扉簡単にこじ開けられるのだが、ヤランドララは名残惜しそうに扉から指を離した。

「それで、２人が行きそうな場所は？」

「そんなの俺が知るかよ」

「そ、じゃあ衛兵の屯所はどこ？」

「ま、待ってくれ、今考えるから」

　とは言うものの、実際のところゴドウィンは、レッド達と親しくしていたわけではない。

　だが解放してもらえるよう友達だと言ってしまった手前、今更実は……とは言えない。

（そんなことをしたら、本当に衛兵に突き出される）

　ひとまず、このヤランドララはレッドの友人であるらしい。

　だからレッドの友人であると自称するゴドウィンが犯罪者だと察しつつも、ヤランドララはゴドウィンを衛兵に引き渡さないのだろう。

　ゴドウィンが無事にゾルタンを脱出するには、ヤランドララとレッドを引き合わせるしかない。

「とりあえず、この店に来る前にリットのやつが住んでいた屋敷に行ってみるか？」

「そうね、案内して」

　ゴドウィンは、中央区にあるリットが住んでいた屋敷へと向かう。

（まぁリットの屋敷に２人がいるとも思えないけどな。とりあえず時間を稼いでいれば、レッド達も店に戻ってくるだろう）

　ゴドウィンは心の中で、そう算段をつけ、微妙に遠回りをしながら進んでいた。

　……それがゴドウィンの不運だった。

　中央区の石畳の道を歩いていた時だった。

「ヤランドララさん！」

　通りの向こうからヤランドララを呼ぶ声がする。

「げ」

　ゴドウィンは背中に冷たい汗が流れるのを感じた。

　走ってきたのはヤランドララと一緒にゾルタンへやってきた商人だ。

「ヤランドララさん！　そいつ、顔と声は変わっていますが、やはりゴドウィンです！　先程、衛兵に確認しましたが、ゴドウィンは脱獄して行方不明になっていました」

「ひ、人違いじゃないですか？」

　ゴドウィンはへつらいの笑みを浮かべて、自分は無害な一般人ですとアピールするが、商人は丸い顔を真っ赤にしてゴドウィンを指差した。

「そのクソッタレな笑い方、間違いなくゴドウィンだ！　こいつは昔、俺の店に見習いとして入り込み、店の金を盗み出したんだ！　おかげで俺は一度店を畳むしかなかった！　あの時もこいつはそんな笑い方をしていた！」

　糾弾され、ゴドウィンはますます焦る。

　当時ゴドウィンは盗賊ギルドの下っ端で、そういうケチな仕事もやっていたのだ。

　因果応報などというらしくない言葉がゴドウィンの頭をよぎった。

　引きつった顔で、なんとか言い訳を考えているゴドウィンの隣で、ヤランドララは軽蔑したようにゴドウィンを睨にらむが、それでもため息を吐くと商人に向き直った。

「彼は英雄リットとレッドの友達らしいの。だから人違いじゃないかしら」

　ヤランドララの言葉に、商人は「とんでもない」と叫んだ。

「こいつは英雄リットの命を狙ってデーモンに襲わせたり、英雄リットが保護していたアル君という男の子に近づき、信頼を裏切って誘拐した極悪人ですぞ！　こいつのような卑劣な男が英雄リットの友達であるはずがないでしょう！」

　その時、空気が変わった。

　ゾルタンで暮らす人々が感じたこともないほどの殺気。

　ヤランドララの嚙かみ締しめた歯がガリガリと音を立て、クオータースタッフを握る右手は蒼そう白はくになるほど握りしめられていた。

（や、やべえ！　今の会話で何かこいつの触れちゃいけない部分に触れちまったようだ！）

　英雄リットと同等以上の大英雄が放つ本気の怒りと殺意。

　ゴドウィンの顔に張り付いていたイエローマスクがぽとりと落ち、ゴドウィンの素顔があらわになった。

「あなたもあの人を裏切ったの？」

「い、いや、誤解だ！　た、確かに俺はあの時レッド達と敵対していたが、そのあと和解して……！」

　石畳が歪ゆがみ、盛り上がり、砕ける。

　何百年もかけて起こる植物による侵食が、一瞬で起こったような破壊。

　ヤランドララの足元から、巨大な緑の怪物が現れた。

　無数のうごめくツタに覆われた中心には、巨大で炎のように赤い花が咲いていた。

「古代花の大精霊!?」

　ゴドウィンは悲鳴に近い声で、その怪物の名前を叫んだ。

　それなりにレベルの高い『錬金術師』であるゴドウィンも見たことがない特殊な精霊獣。

「あの人は私が連れて行く。もう誰にもあの人を裏切らせたりはしない」

　無数の凶悪なトゲに覆われたツタがゴドウィンを打ちのめそうと持ち上がった。

　あんなものに叩かれたら、ゴドウィンの身体はズタズタに引き裂かれてしまうだろう。

　ヤランドララが一体なんでこんなに怒っているのか分からないが、とりあえず自分が絶体絶命の危機にあることはゴドウィンにも理解できた。

　ゴドウィンは助けを求めるように周りを見るが、彼を糾弾した商人はもちろん、中央区の人々はゴドウィンのことなど気にかける様子もなく逃げていく。

（そりゃそうだよな）

　ゴドウィンは悪党であり、利害関係のあった悪党仲間もビッグホークの失脚とともにいなくなってしまった。

　そんな彼を、恐ろしい花の化け物に立ち向かって助けようなんて人がいるわけがない。

（悪党の末路なんてそんなもんだと分かっちゃいるが、こうして最期の時になると、やっぱり独りってのは寂しいもんだな）

　麻ま痺ひしつつある思考の中で、ゴドウィンはそんなことを考え、それでも身体は生き延びようと振り上げられたツタから逃れようとよろめいていた。

　馬のいななきが聞こえた。

　ゴドウィンの身体が見えない何かに引っ張られる。

　倒れそうになったゴドウィンの隣を、鞍くらをつけた栗くり毛げの馬が駆け抜けた。

　反射的にゴドウィンは馬にしがみつく。

　ゴドウィンが摑まると、馬は暴れたりせずに緑の怪物の脇を駆け抜けた。

　ツタがゴドウィン達を襲うが、まるで熟練の騎手でもいるかのように馬は右へ左へと攻撃をかわして逃げていく。

「一体何が」

　馬には誰も乗っていない。

「あ！」

　そこでゴドウィンは馬の頭にいる小さな影に気がついた。

「お前、あの時の蜘蛛くも!!」

　馬の頭の上で８つの脚を忙せわしなく動かし、うげうげさんがステップを踏んでいる。

　この馬に指示を出していたのはうげうげさんだった。

　うげうげさんはちらりとゴドウィンの方を振り返ると、挨拶するように右の前脚を上げた。

「な、なんで俺を」

　ゴドウィンは混乱する頭で状況を整理しようとする。

　だがいくら考えても事実は１つ。

（この小さな蜘蛛は、俺を助けてくれた）

　飼い主のティセの指示かとも考えたが、それならばティセ自ら助けに来たほうが確実であるし、それにティセにもゴドウィンを助ける義理はないはずだ。

「なぁ蜘蛛、どうして俺を助けたんだ？」

　返事をするわけもないのに、ゴドウィンはそううげうげさんへ問いかけた。

　うげうげさんはゴドウィンに背を向けたまま、ゴドウィンが何を疑問に思っているか分からないとでも言うように首を傾げ、勢い良く前脚を振り上げる。

　言葉は通じなくとも、ゴドウィンはうげうげさんが何を考えているのか理解できた。

（一緒に戦った俺は友達で、友達が困っているなら助けるのは当然だと？）

　ゴドウィンは盗賊ギルドで働いていた悪党である。

　だが、複雑に物事を考えないうげうげさんにとってはそんなことは関係ない。

「お前……」

　たかがちっぽけな蜘蛛の気まぐれ。

　そうは思いつつも、ゴドウィンはこの小さな蜘蛛の背中を見ていると、熱いものがこみあげてくる気がした。

「すまねぇ、ありがとう」

　もちろん蜘蛛に表情などないのだが。

　だがゴドウィンには、ちらりとこちらを見たうげうげさんの顔が笑っているように見えたのだ。

（随分と久しぶりだな。こんな素直な気持ちで礼を言うのは）

　ゴドウィンの口にはいつしか、穏やかな笑みが浮かんでいた。

　と、小さな蜘蛛と悪党錬金術師に友情が芽生えようとしていた時、緑の怪物がツタを地面に突き刺した。

　ヤランドララが緑の怪物の花に触れ、目を閉じると呪文を紡ぐ。

「大地に眠るマナの子よ。我が呼び声に応え目を覚ませ、ソーンバインド！」

　歌うようなヤランドララの呪文の後、魔力が大地を走る。

　ゴドウィン達の前の道が砕け、何本もの茨いばらがゴドウィン達を捕らえようと襲いかかる。

「少し糸をくれ！」

　ゴドウィンが叫ぶ。

　ゴドウィンはうげうげさんの糸を受け取ると、馬のたてがみ数本と、一握りの土、自分の血数滴を手のひらの上で混ぜる。

「スキル：即行錬金術！　上級錬金：収縮ネット！」

　パッとゴドウィンはでき上がったペースト状の物体を投げつけた。

　物体は空中で大きなネットとなって立ちふさがる茨達に覆いかぶさった。

　次の瞬間、ネットは勢い良く収縮し、茨を一ひと塊かたまりにまとめてしまう。

「今だ！」

　うげうげさんが脚をパタパタと動かすと、馬は心得たとばかりに凶悪な茨のトゲの隙間を駆け抜けた。

「ヒュー！　すげえな、この馬も友達なのか？」

　ゴドウィンの問いかけにうげうげさんは身体を振って応える。

　馬も「ブルン」と鳴いて、肯定しているようだった。

　ゴドウィンは自分の脳裏をよぎった考えに馬鹿な事をと自嘲するが……それでも、ゴドウィンは、自分もこの２匹と友達になりたいと、そう思ってしまうのを自覚する。

（いよいよ俺もヤキが回ったなぁ）

　ゴドウィンは苦笑したが、すぐに苦笑は彼には似合わない爽やかな笑顔へと変わっていた。このまま逃げ切れると、ゴドウィンは思っていた。

　ヤランドララとは十分な距離があり、植物の精霊には足が遅いという欠点がある。

　それに、うげうげさんの友達であるこの馬は、こんな名馬が一体ゾルタンのどこにいたのかと思うほど力強く脚も速い。

　このまま中央区の広場を抜ければ人通りも多くなるし、派手な戦闘はできなくなる。

　そう思っていた。

　ゴドウィンが背後を振り向くと、そこにはツタを摑つかみ、なにやら構えているヤランドララの姿が見えた。

　ヤランドララが何かを呟く。

「放て」

　ヤランドララが飛んだ。

「あ、あの野郎！　投石機みたいに古代花の大精霊を使って飛んできたぞ！」

　放物線を描きながら、ヤランドララはあっという間にゴドウィン達を追い越した。

　そして地面に叩きつけられる前に印を組んで魔法を発動する。

「偉大なる太古の森の王！　万物の根源マナの支配者！」

　ゾルタンの貴族など上流階級がのんびり過ごす広場に亀裂が走った。

　広場にいた10人くらいのゾルタン人達は、広場の下から現れる影に驚き慌てて逃げ出していく。

「ば、馬鹿野郎！　こんなところでそんな大物を召喚するなんて……！」

　ゴドウィンが悲鳴を上げた。

　だがヤランドララは止まらない。

　広場を破壊しながら、巨木の大精霊がゆっくりと立ち上がった。

　よく見れば、逃げ遅れた人は触手で摑んで安全なところまで運んでいるようで、怪け我が人にんが出ないようにはしているようだが、ヤランドララほどの実力者なら公共の場を破壊しなくてもいい戦い方があったはずだ。

　英雄的なふるまいとは思えないと、ゴドウィンは困惑するが、ヤランドララの表情を見て気がつく。

「あいつ、我を忘れるほど怒ってるのか」

　ゴドウィンは寒気を感じた。

　あれほどの英雄が、自分のようなちんけな悪党に、我を忘れるほどの怒りを向けてくるなんて、一体なんでこんなことになったんだ、と。

　広場に召喚されたのは巨木の大精霊。

　ゴドウィンも見たことはもちろん無い、かろうじて名前だけ知っている程度だ。

　だが、その気になればゾルタンの町を破壊し尽くすこともできる存在だということは理解できた。

「逃げるぞ！」

　戦うなんてありえない。ゴドウィン達は迷わず逃げようとする。

　だが、巨大な触手が振り下ろされた。道幅と同じくらいの太さの触手だ。

「うおおお!?」

　さしもの名もなき名馬も、かわしきることはできず弾はじき飛ばされた。

　ゴドウィンとうげうげさんも地面に投げ出される。

「いてて、大丈夫か？」

「ブルル……」

　よろよろと立ち上がったゴドウィンが見たのは、足を怪我けがした馬の姿だった。

　これではもう走れない。

　あとは自分の足で逃げるしか無い、ゴドウィンはうげうげさんを探す。

「な、なにやってんだ」

　そこには、天を衝つくほどの巨大な大精霊相手に、ちっぽけな蜘蛛が両腕を振り上げ立ちはだかっていた。

　理由？

　そんなことはゴドウィンにだってすぐわかった。

　ここに逃げられない友達がいるからだ。

　うげうげさんはゴドウィンへと振り返る。

「お、俺は……」

　ゴドウィンは思わず後ずさった、震える脚に情けなさがこみあげてくる。

　うげうげさんは前脚を揺らした。

　それを見て、倒れている馬も優しく鳴いた。

「に、逃げろっていうのか？」

　１匹と１頭はうなずいたように見えた。

　ゴドウィンの中で何かが吹っ切れる。

　震える脚を拳で叩き、ゴドウィンは地面に落ちている物をいくつか拾った。

「ガラス片、泥、虫の羽……足りない水は俺の血と土で生成、即行錬金術発動！　中級錬金術、硬化結晶！」

　手のひらに生成された液体を、ゴドウィンはピシッと払う。

　液体は空中で硬化し、ギザギザの細い剣のような結晶となった。即席の錬金武器だ。

　ゴドウィンは出来上がった剣を右手に持ち、うげうげさんの隣に立つ。

「待ってろよ馬。俺は錬金術の達人だ。そんな怪我すぐに治る薬を作ってやるからな」

　馬や蜘蛛を助けて何の得がある？

　美人な女でも、金持ちでもない。偉いやつから命令されたからでもない。

「なんだか清すが々すがしいな」

　ゴドウィンは歯を見せて笑うと、剣を構えた。

　うげうげさんも嬉うれしそうに飛び跳ねると、ゴドウィンの肩へと飛び乗る。

「さあ、こい大精霊ばけもの！　俺はゾルタン最強の錬金術師ゴドウィン様だ！」

　巨木の大精霊は何本もの触手を振り上げ、そしてゴドウィンとうげうげさんへと振り下ろした。

「うおおおおおお[image: ][image: ]」

　ゴドウィンは絶叫しながら剣を振りかざし……。

「いや、どう考えても勝てないんだから逃げてくださいよ」

　振り下ろされた触手の前に、小さな人影が躍り出た。

「でも、見直しました」

　振り下ろされた触手がバラバラ斬り裂かれる。

「ティセ!!」

　大木のような触手数本を片手持ちのショートソード一振りで斬り裂いた少女……ティセはゴドウィンとその肩にのるうげうげさんの姿を見て、少しだけ優しい目をしていた。

　ティセは左手で袋を１つ投げる。

　受け取ったゴドウィンは、その感触からすぐに中身が分かった。

「こいつは錬金術セット！　ありがてぇ！」

「それを使って、馬と一緒に逃げてください」

「だけどあんたはどうするんだ!?」

　答える代わりにティセは左手を上げる。

　うげうげさんがゴドウィンの肩から跳躍すると、ティセの左手に乗った。

「一体何がどうなっているのかわかりませんが、ゾルタンで暴れるというのなら、この町の冒険者として止めないわけにはいかないでしょう」

「そうだ！　ルールさんはどうした！　リットやレッドも！」

「皆さんは今ゾルタンを離れています、残っているのは私だけです」

　横よこ薙なぎの触手をかわし、ティセが跳んだ。

　空中にいるティセに無数の触手が殺到するが、ティセが左手を伸ばすと、引っ張られるように軌道が曲がる。

「いいですねぇ、周囲には背の高い障害物がたくさん、隠れる場所も豊富。こういう場所でこそ私は本領発揮できるんですよ」
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　ティセの左手でうげうげさんが糸を操っている。その糸を広場の周囲の建物に貼り付け、ティセは空中を自由に飛び回っているのだ。

　ティセとうげうげさんは、巨木の大精霊の攻撃をかわしつづけ、次々に触手を斬り落とし、ヤランドララへと近づいていく。

　ゴドウィンは怪我した馬に錬金術で作った薬を飲ませつつ、戦うティセとヤランドララの様子を見守っていた。

「畜生、どうすれば」

　少しでもヤランドララを冷静にさせれば、ティセとレッドが親しい友人同士であると説明できるはずだ。

　だがどうすれば冷静になってもらえるのかゴドウィンには分からない。

「待ってくれ、ヤランドララ！　話を聞いてくれ！　今戦っているティセはレッドの友人だ!!」

　ゴドウィンは叫ぶが、巨木の大精霊を操り戦うヤランドララには届かない。

　あらゆる方向から襲いかかる巨木の大精霊の攻撃を際どいところでかわし続けるティセとうげうげさんにヒヤヒヤしながら、ゴドウィンは何か手はないかと必死に考える。

　だが、あの戦いに自分が影響を与えられるとは思えない。

　ゴドウィンは心が折れそうになり、芽生えた勇気もしぼんでいく気がした。

「こりゃとんでもないことになってるねえ」

　声がした。

　振り返れば、杖つえをついた老女がため息を吐きながらティセとヤランドララの戦いを見上げている。

「み、ミストーム師!?」

「おやゴドウィン坊や。相変わらずやんちゃしてるのかい？　良い子だからお止めっていつも言ってるだろう」

「そんなこと言ってる場合じゃねぇですよ！　なんとかして止めてください！」

　ミストーム師は顎に手を当てて唸うなった。

「まずは知ってること全部話しておくれ」





＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊






（人間！　人間!!）

　ハイエルフは意味もなく怒ったりはしないが、怒るときは烈火の如く怒る激情家だ。

　そしてハイエルフは信頼関係を重視し、その信頼を裏切ることを何よりも悪あしきことだと考える。

　ヤランドララにとって、ギデオンがいなくなったこと、そしていなくなったギデオンを仲間達が探すことなく諦めたことが理解できなかった、許せなかった。

　だから彼女は世界を救う旅を降りた。彼女にとって、ギデオンへの裏切りは、世界を救うことよりも重かったのだ。

　それから彼女はロガーヴィア公国へと向かった。

　もし傷ついたギデオンが向かう場所があるというのなら、きっとリットのところだと思ったからだ。

　だがそこにギデオンはいなかった。

　それどころかリットもいなかった。

　故国のために戦い、傷つき、それでも戦い抜き、ギデオンと別れてまで故国の復興に尽力したリットは、皇太子の王位継承の邪魔になるからという理由で故国から離れたのだ。

　ヤランドララは深く傷ついた。絶望に打ちひしがれた。

　自分の愛した２人が、自分が守ってきた者に裏切られ、報われず、孤独になったのだ。

　それからヤランドララはリットの足跡を追って旅を続けた。

　孤独な旅を続けるリットの話を聞く度に、ヤランドララの心は張り裂けそうになる。

　それでもゴドウィンから、リットの隣にギデオンらしき人物がいると聞いたときは嬉しかった。

　ようやく２人に会えると、ヤランドララは傷ついた心に最後の希望を灯ともした。

　だが２人はいなかった。そして２人と友達だと自称していた人間の男は、２人の信頼を裏切り命を狙った敵だった。

　どうしてあの２人がそんな目に遭わなければならないのだろうか。

　どうして人間は寄ってたかって彼らを傷つけるのか。

　必死に言い訳する男の言葉など、もうヤランドララの耳には入ってこない。

　愛する友人達の敵を潰し、もうあの２人が誰かに裏切られることのないように、ハイエルフの国キラミンへと連れて行く。

　ヤランドララは凶暴な怒りと愛情に動かされるまま戦いを続けていた。

「叩たたき落とせ！」

　無数の触手が空を舞うティセを襲うが、うげうげさんの糸とショートソードの妙技で次々に回避する。

　ティセは何度かヤランドララの直すぐ側までたどり着いたこともあったが、クオータースタッフを使った戦闘術にも長たけるヤランドララはティセの攻撃を寄せ付けなかった。

　戦いはまだ続くと思われたその時。

「極地の風よ、命奪う冷気よ！　ブリザード！」

　猛烈な冷気が巨木の大精霊を襲い、その体を氷で縛る。

「誰？」

　ヤランドララは、怒りに満ちた冷たい瞳を魔力の流れの元に向ける。

　そこには魔法の杖を構えた老女がいた。

「まったく、私達の町で好き勝手やってくれたね」

「この間のお婆ばあさん！」

　ティセが叫んだ。

「ティセちゃん、あんたがここまで凄すご腕うでだとは思わなかったよ」

「私もミストームさんがここまで強力な魔法を使えるとは思いませんでした」

「あっはっはっ、お互い理解ができていいこった。さてハイエルフのお嬢ちゃんや、少しは頭が冷えたかい？」

　ミストームがそうヤランドララに声を掛けた。

「私の半分も生きていないような人間にお嬢ちゃん呼ばわりされたくはないわね」

　巨木の大精霊が震え身体を縛る氷に無数のヒビが走った。

「私はいくつになってもお嬢ちゃんと呼んで欲しいがねえ……私の魔法くらいじゃ止まらないかい！」

「ですが、私とミストームさんの２人がかりはあなたでも厳しいのではないですか？」

　ティセの言葉に、それでもヤランドララは怯ひるむ様子もなく、戦いを続けようとしていた。

「ヤランドララ！　話を聞きな！　私達はレッドとリットの友達だ！」

「人間の軽薄な言葉なんて信じられない！」

　ヤランドララはそう叫ぶ。ミストームの言葉を聞いても心動いた様子はない。

　だがヤランドララという名前を聞いて、ティセは動きを止めるほどに驚いていた。

（ヤランドララ!?　ルーティ様の仲間だったヤランドララさんですか！）

　なるほど、それならこれだけの強さも頷ける。

「だったらレッドとリットに直接聞きな！」

「直接？　２人はどこにいるの！」

「あ、それなら私が知っています」

「あなたが？」

「あ、ええっと……私は２人の友達なんです」

　ティセは自分が勇者のパーティーの一員だということは伏せた。

　ティセはルーティと同じように表情が薄いのだが、他人の感情を想像するのは苦手ではない。

　ティセはレッドことギデオンの代わりに勇者のパーティーに入ったわけで、もしそのことをヤランドララに話したら、また戦いになるのではと危惧したのだ。

　ティセは空気の読める暗殺者である。

「それで、２人はどこに？」

　ヤランドララは鋭い視線をティセに向けて言った。

「今朝、〝世界の果ての壁〟に向かいました」

「〝世界の果ての壁〟に？　ここからじゃ山脈を越えて東方に出ることはできないでしょう」

「いえ……レッドさん、多分ヤランドララさんが思い描いているその人が、リットさんに贈る指輪の宝石を取りに行ってるんです」

　ティセはヤランドララの表情を見ながら、言葉を選んで言った。

　果たしてヤランドララは……。

「ギデオンが、リットに指輪を？」

　ティセはヤランドララがレッドの本名を出したことに慌てるが、幸いヤランドララのつぶやきは小さなもので、聴覚の鋭いティセくらいにしか聞こえなかっただろう。

「本当なのね？」

「はい」

　巨木の大精霊を縛る氷のヒビが一気に大きくなった。

　氷を砕いた巨木の大精霊は咆ほう哮こうを上げると、白いマナの花びらとなって消えていった。

　花びらの渦に包まれながら、ヤランドララはゆっくりと地面に降りる。

　巨木の大精霊が消えたのを見て、ティセもようやく地面に着地した。

　ヤランドララはまだ騙だまされている可能性を警戒しているようだが……我を忘れるほどの怒りは静まったように見えた。

「ふぅ」

　ティセは額の汗を拭うと、剣を納めた。

　うげうげさんも流石さすがに疲れた様子で、ティセのポケットへ移動すると、脚を折りたたんで休んでいる。

「「「おおおおお!!!!」」」

　周囲から歓声が沸き起こった。

　驚くティセの周りに、広場の外に隠れていたゾルタンの人々が集まってくる。

「ありがとうございます！　なんと素晴らしい戦いだったことでしょう！」

「英雄リットが引退して、アルベール殿やビュウイ殿もいなくなり、一体どうなることかと思いましたが、ティセ殿のような大英雄がいるのなら安心ですね！」

「ぜひ、今後我が家の食事に招待したい！」

「うちで今度、ティセ饅まん頭じゆうってのを売り出してもいいかな？」

「おねえちゃん、天使様みたいだった！」

　まだ暴れていた張本人であるヤランドララは健在だというのに、ゾルタン人の吞のん気きな気質は眼めの前で繰り広げられた英雄ティセの戦いぶりを賞賛しなくてはならなかったようだ。

　ティセは表情を変えずに、暗殺者には送られることのないはずだった民衆からの賞賛の嵐に困惑し、顔には出さないがものすごい勢いで照れていた。

「しかし派手にやってくれたもんだねぇ」

　呆ぼう然ぜんとたたずむヤランドララにミストームが呆あきれた様子で声を掛ける。

　巨木の大精霊は消えたが、広場は滅め茶ちや苦く茶ちやに破壊されたままだ。

　地面も破壊され、広場の周囲の建物も基礎から傾いてしまっている。

　大規模な工事が必要だろう。

「……悪かったわ」

　ヤランドララは今も人間に対する不信はあるようだが、それでも今の自分がやりすぎたことは理解しているようだ。

「まっ、やっちまったもんは仕方ない。幸い怪け我が人にんはいないようだし、あんたも無関係の人を巻き込まないように気をつけてたんだろう？」

　とミストームは笑う。

　だが、さすがにこの惨状を見てゾルタンの人々が全員笑えるわけはないだろうと、ティセは心配していた。

　案の定、口ひげを生やした身なりの良い初老の男がヤランドララへと近寄る。

「そこのハイエルフ。事情は知らないが、一体どのような権利があって我らの町を破壊したのか、説明を要求する」

　ヤランドララはチラリとゴドウィンの方を見る。

　ゴドウィンは、集まってきた人達から顔を隠して逃げようとコソコソしていた。

　そしてそんなゴドウィンを隠すように、馬が寄り添って歩いているのを見て、ヤランドララは少しだけ笑う。それから話しかけてきた男の方を向くと、答えた。

「人を探していたの。でもその人のところへ私を案内した人が私を騙していたのかと勘違いして、つい暴れてしまったわ」

「は？　たったそれだけの理由で？」

「ええ、それだけ」

「馬鹿な！　そんな理由でこれほどの大暴れを……」

　男は戦闘によって破壊された周囲を見回し、まるでモンスターを見るような目でヤランドララを見た。

　ヤランドララは小袋を取り出し、それを男に渡す。

「私の事情はあなた達には関係ないのに、こうして迷惑をかけたことは謝るわ。謝罪すれば許されることでもないのだけれど、せめて償いはさせて」

「ふん、こんな小袋で償いなど、金貨だとしても10枚も入っていな……これはっ!?」

　驚きのあまり、男の渋く気品のある言葉の最後は、甲高く裏返ってしまった。

　男の様子に何事かと集まってきたゾルタン人達は、袋の隙間から見える輝きを見て首をかしげる。

「男爵様が何を驚いているのかと思えば、銀貨がちょっと入っているだけじゃないですか」

「でもペリル銀貨とは大きさが違うし、色もちょっと違うな」

「ば、馬鹿者！　これはエルヴン硬貨だ！　１枚で１万ペリルの価値がある！」

「い、１万ペリル!?　ええっと、１万ペリルっていったらペリル銀貨で何枚分の価値が……」

「１万枚に決まっているだろ！　それが７枚！　７万ペリルといえば、ゾルタン議会を建て直してもお釣りがくるぞ！」

「ひぇぇ！」

「すげえ！　あんた、これ全部くれるのか!?」

　ヤランドララが頷くと、ゾルタン人達は破壊された広場で「このお金で盛大なお祭りをやろう」と騒ぎ出した。

　もうヤランドララに対して怒りを向けている人はいないようだ。

　最悪逮捕しようとする相手から逃げなければならないと思っていたヤランドララは、あっさりとした対応に困惑していた。

「まったく困った子達だね」

　ミストームは、ティセと初老の男爵が、ワッショイワッショイと胴上げされる様子を見て笑う。

「まっ、ここはああいう奴やつらが住んでいるところだから、終わったことでいつまでも悩んだりしない」

「でも今も広場は破壊されたままよ」

「そんなの慣れたもんさ！　このゾルタンは嵐の通り道で、毎年建物は壊れるわ、農作物はダメになるわ、散々なことになる。だけどまぁ嵐を恨んでも、嵐は地上にいる者のことなんて気にもとめないだろう？　だから壊れちまったもんは仕方ない、また建て直せばいい。悲しむよりも吞気に笑おう、でなけりゃ損だ。ゾルタン人はそう考えるのさ」

「私は嵐？」

「似たようなもんだろう、あんたが本気で暴れれば、私達じゃどうやっても止められない。あんたを恨むのは嵐を恨むのと同じさ」

「…………」

　ヤランドララは何も言わずに騒いでいる人々を見つめる。

　ミストームは、ヤランドララから怒気が完全に消えたのを察して「ふぅ」と安あん堵どの息を漏らした。そうした２人へ、胴上げ中のティセが声を掛ける。

「そこで問答をしているのはいいんですが。そろそろ私のことも助けてくれませんか」

「おや」

　照れはすっかりおさまり、エンドレスで続く胴上げに、さすがに困り果てた様子のティセの言葉を聞いてミストームは笑いながら住民達の方へと歩いていった。
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「さて」

　広場から移動し、ティセ、うげうげさん、ヤランドララ、ミストーム、ゴドウィンは、小さなレストランへと移動した。

「とりあえず食べようじゃないか。ここは私のお気に入りなんだ」

　ミストームはそう言ってテーブルにおかれた大盛りのミートパスタを食べ始める。

「それよりも私は早くギデ……」

「レッドさんの居場所ですね？」

　ヤランドララの言葉をティセが慌てて遮る。

　ヤランドララにじろりと睨まれるが、ティセの方も空気を読めと睨にらみ返した、無表情だけど。

「レッドとリットの居場所は〝世界の果ての壁〟と言ったわよね」

「はい」

「レッドがリットに指輪を贈るために」

「はい」

「へぇー、あのヘタレっぽいレッドがやるじゃねぇか」

　口を挟んだゴドウィンは、ヤランドララに睨まれ慌てて目を伏せた。

「……良かった」

　ヤランドララが小声でそう呟つぶやいたのをティセは聞き逃さなかった。

　ティセとヤランドララは面識がない。

　ティセがルーティ達と合流したときにはすでに、ヤランドララはパーティーを出ていったあとだった。

　色々話は聞いていたが、こうして出会うとまた印象の違う女性だとティセは思った。

「それで」

　あっという間に大盛りのミートパスタを半分ほど平らげたミストームが食の進んでいない他の３人を……うげうげさんだけは、ミートパスタの匂いにつられた羽虫を捕まえて美味しそうに食べているが……[image: ]責するようにミストームは言う。

「私達はこれからリット達を追いかけるんだろう？　日帰りってわけにはいかないんだから、今のうちにしっかり食べておきな」

「私達？」

　ヤランドララは訝いぶかしげに聞き返した。

「あんたはリットとレッドに会いたい、ティセはヤランドララを案内しないといけない、私はリット達と一緒にいるモグリムに用がある、ゴドウィン坊やは」

「えっ？　俺も？」

「……おまけでついてきな」

「おまけって」

「良い子だからつべこべ言わない。ちゃんと私には考えがあるんだから黙ってついてきな」

「良い子だからって、俺ぁ盗賊ギルドでも結構上の方だったんだがなぁ、全くミストーム師には昔からかなわねえよ」

　ゴドウィンは意外にも素直にミストームの指示に従っている。

　ティセはそんなゴドウィンの様子に少々驚きながら、ミストームへ質問した。

「私がヤランドララさんを案内するのは良いのですが、ミストームさんは一体なぜモグリムさんのところへ？」

「ミンク……モグリムの奥さんから頼まれたんだよ、多分あの人は〝世界の果ての壁〟へ行こうとしているから手伝ってやって欲しいとね」

「あー、モグリムさんなら地水晶アースクリスタルを手に入れに、リットさん達と一緒です」

「予想外だったねぇ、てっきり冒険者を集めていくのかと思っていたけど、まさかリットとレッドと一緒に行ったとは。冒険者ギルドで捕まえるつもりが、私がミンクの話を聞いたときにはもうとっくにゾルタンを出ていった後で、大慌てで準備していたところだったんだよ。広場の騒動でさらに遅れちまったけどね」

「悪かったわよ」

「そのおかげでこうして旅の仲間が揃そろったわけだから、いいってことさ」

　ミストームはそう言って、またパスタを食べる。

「旅の仲間とは少し大げさでは？　リットさん達が出発したのは今日の早朝。今はお昼ですから、馬か走竜ライデイングドレイクを使って追いかければ明日の夕方か夜には合流できるでしょう」

　ティセの言葉にミストームは笑って答える。

「短くとも旅は旅さ」

「そうね、旅は旅ね」

　ヤランドララは頷き、上品な仕草でパスタを食べ始めた。

「まっ、俺は処刑台に登ることにならなきゃなんでもいいや。それに最悪死ぬにしても、美味うまいパスタを食ってからの方がいい」

　ゴドウィンもガツガツと食べ始めた。

「で、あんたは食べないのかい？」

「食べます」

　ルーティのこと、レッドの正体のこと、その他いろんなことに頭を悩ませていたティセだったが、きっとレッドならなんとかしてくれるだろうと諦め、目の前のミートパスタに集中することにした。

「美味おいしい」

「だろう？」

　どうやら集中する価値のある味のようだ。

　ティセはそっと店の名前を記憶したのだった。







[image: 第三章　キノコの森のズーグ族]




　翌日、日が傾き始めた頃。

　ジェムジャイアントの居場所を尋ねるために訪れたズーグの村で、俺達は歓待を受けていた。

　ズーグの村は森の中、木々に覆われ太陽の光が遮られた場所にある。

　俺達は苔こけに覆われた倒木の上、絨じゆう毯たん代わりの大きなキノコに座り、ズーグの長老と向かい合っている。

「久しぶりでシュ」

　ズーグの長老は口の周りの触手をくねらせ、俺の手を取って親しげに言った。

　ズーグは猫ほどもある大型のネズミのような身体で、口の周りにヒゲのような触手が生えた少々グロテスクなモンスターだ。

　両手両足はネズミより猿に近い形で、道具を扱えるほどに器用だ。

　長老のすぐ後ろに立つズーグの戦士達は、石の穂先を備えた槍やりを携え、その体には木の皮を重ねて編んだ鎧よろいをまとっていた。

　その器用な指先は、武器を扱うことも、石器を作り鎧を編むこともできる。

「ゾルタンから遠いのは分かっていまシュが、前のようにたまには遊びに来て欲しいでシュ」

「ずっと来られなくて悪かった。恋人ができると、なかなかゾルタンを離れがたくてなぁ」

「恋人ができたんでシュか、それはめでたいことでシュ。人間は番つがうのが難しいシュ族だと聞きまシュからね」

　長老は俺の指に顔を近づけると、触手を軽く巻き付けた。

　モグリムの顔が強こわ張ばったのが見えたが、俺は安心させるように笑う。

「ありがとう長老、我らの友情に祝福を」

「シュく福を」

　ズーグにとって、口の周りの触手は、非常に重要な器官であるらしく、触手が傷つくと体調がひどく悪くなって寝込むそうだ。

　そんな重要な器官を相手に預けるというのが、ズーグ流の最上級の信頼の証あかしというわけだ。

　触手の触感は、もちっとしていて慣れると気持ち良い。

「随分長いこと遊びに来られなかった詫わびと、ちょっと助けてもらいたいことがあって」

　俺はそう言って、ズーグ達へのお土産として持ってきた豚肉のブロックを並べる。

　丸々１頭分はあろうかという量だ。

「おお、これはありがたいでシュ」

　後ろに立つズーグの戦士達も、大きな肉の塊をみて「シュシュ」と嬉しそうな笑い声を漏らした。

「肉はいつも不足してるでシュ。我々にも、商売というのが理解できればいいのでシュが」

　長老は毛の生えた首筋をコリコリと搔かいた。

「できないことを望んでもシュかたないでシュ。こうシュて肉をわけてくれる友達がいるだけで満足するでシュ。さっ、誰かこの肉を調ちよう理り木ぎに持っていくでシュ」

「俺達の分は一口くらいでいいぞ。それよりも、キノコや果物が食べたいんだ」

「シュシュ！　そういうことなら言う通りにするでシュ」

　それを聞いて、ここにいるズーグ達は顔を見合わせ、嬉うれしそうに笑った。
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「レッドって本当に不思議な縁を持っているよね」

　ズーグの集落を歩きながら、リットは面白そうに周囲の様子を眺めていた。

　ズーグはモンスターだが文明を持っている。

　左を見れば、並べた枝に大量のキノコが生えている。ズーグはキノコ農業を行っているのだ。

　右を見れば、土をこねているズーグがいた。

「あれで土器を作ってるんだ。窯かまは無いから、火で焼くだけなんだが、手作業で描かれる紋様に個性があって、結構楽しいぞ」

　土器作りをしていた若いズーグは、滅めつ多たにこない客人である俺達に気がつくと、作業の手を止め、そわそわした様子で俺達のことを見つめている。

　リットが軽く手を振ると、若いズーグは土で真っ黒になった両手をぶんぶんと振った。

「あはは。私、これまでズーグと出会ったことなかったけど、あんなに人懐っこいモンスターだとは思わなかったよ」

「人懐っこいわけじゃないんだ」

「そうなの？」

「ズーグはとても好奇心が旺盛な種族なんだ。今回は友好的な見たこともない人間がいたから、ああして何かしら交流しようとして来たけれど、森の中で見知らぬ人間と遭遇したりすると捕らえたり殺したりして好奇心を満足させようとすることもある」

「そこらへんはやっぱりモンスターなんだ」

　リットは面白そうだ。

　しかしモグリムは、顔をしかめて斧おのを握りたそうに右手をワキワキさせている。

「人食いモンスターの巣窟で一晩明かすことになるとは」

「仲の良い相手を襲うことはないし、ズーグは強い相手じゃない。勇猛なドレイクスレイヤーが小さなズーグに怯おびえるのか？」

「なんだと!?　そういうことではないわい！」

　モグリムは大げさに怒って、俺を睨にらむ。

　その剣けん幕まくに、遠巻きに様子をうかがっていたズーグ達が慌てて隠れた。

「ほら、脅かすから」

「むむ……大丈夫だよな？　今ので儂わしのこと敵だと思って、寝ている間に襲われるとか」

「ないない。俺は贈り物を渡し、ズーグはそれを受け取った。あれで約束を重視する種族なんだ」

「なんと」

「その点では、ドワーフと気が合うんじゃないか？」

「ふむ、確かに約束を守るというのは美点だな」

　ドワーフにとって約束は重要だ。

　お互い合意した約束は、たとえ嫌いな相手でも、状況が変わって自分が不利益になると分かっていても可能な限り守らなければならないというのがドワーフの価値観だ。

「モンスターなのに中々見上げたやつらじゃないか」

　それを聞いてモグリムはズーグに対する警戒心が少し和らいだ様子だ。

　モグリムもリットと並んでズーグ達の生活を楽しそうに見物していた。

「よく見れば、この太陽の届かぬ薄暗さと湿っぽさは、ドワーフの窖あなぐらを思い出すわい」

「モグリムは、サー・ビアードマウンテンからゾルタンに移住してきたんだっけ」

「うむ。行商にやってきたカミさんに一ひと目め惚ぼれしてな。いつか案内してやりたいところだが、そういう身の上だからもう帰れないのだ」

「ドワーフって約束を重視する文化なのに結構情熱的だよな」

「ふむ、普段ルールに従って生きているから、価値観を超えるほどの何かに出会うと理性を一気に踏み越えて行動してしまうのかもしれんなぁ」

　なるほどなぁ。

　確かにルールに厳しいドワーフが、どうしてこんなに駆け落ちするのかと不思議に思っていたのだが、ルールに厳しいからこそか。

　ドワーフの間で人間の書いた恋愛小説が、密ひそかに人気なのもそういう事情なのかもしれない。

「あ！」

　上を見上げていたモグリムが声を上げた。

　視線の先には枝の上に乗るズーグの子供が２匹。

　それを見て、俺とルーティは同時に走り出した。

　バキッと音を立てて、ズーグの子供が乗っている枝が折れた。

　ズーグの悲鳴が森に響き渡る。

「ルーティ！」

「うん！」

　ルーティが俺の前に回り込み、両手を組んだ。

　俺がルーティの手の上に飛び乗ると。

「やっ！」

　ルーティは両腕に力を込め、俺を上空へと飛ばす。

　ルーティの狙いは正確だ。

　俺は空中に投げ出されたズーグの子供２匹をキャッチした。

「リット！」

「任せて！　レヴィテート！」

　俺の身体がふわりと浮いた。それからゆっくりと地上へ降りていく。

　リットの浮遊の魔法は１人を対象にする。

　ズーグが２匹同時に落下していた状況では、片方は救えても片方は間に合わない。

　そこで俺が２匹をキャッチし、俺に浮遊の魔法をかけてもらって安全に着地したのだ。

「大丈夫だったか？」

　地面に降り、俺はしがみついている２匹のズーグに優しく声をかけた。

　子猫ほどの小さなズーグは、黒い真珠のような目をクルクルと動かし、何が起こったのか理解しようとしているようだ。

　やがて思考が動き出したのか、黒い目に涙が溢れ、俺の身体にぎゅっとしがみつくと声を上げて泣き出してしまった。

「え、ええっと」

　弱った。

　さすがにズーグの子供のあやし方なんて分からない。

　助けを求めるようにリット達を見ても、温かい目でこちらを見ているだけだ。

　どうやら微笑ほほえましいシーンだと思っているようだ。いや微笑ましいシーンなんだろうけど、泣きつかれているのにどうすればいいのか分からない俺の身にもなって欲しい。

　俺も父親になれば分かるのだろうか？

　そうだ、それなら今度父親になるモグリムになんとかしてもらうべきだ！

　そう思った時。

「クック！　ナーコ！　無事で良かった！」

　稲妻のような速さで、ズーグが１匹木を駆け下りてきた。

「「お母さん！」」

　俺にしがみついていた２匹のズーグは母親の胸に飛び込んでいった。

「ふぅ」

　俺は良かったと安心しながら、服に残る涙とよだれを拭いたのだった。
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　宴は盛大に行われた。

「シュシュ！　さぁたくさん食べて、たくさん飲んでください」

　キノコの宴会場で、ズーグ達は樹液から作ったお酒を飲み、上機嫌に歌ったり踊ったりしている。辺りを照らす穏やかな光は、森の木々を覆う苔こけから放たれているようだ。ヒカリゴケの一種だろうか？

「私達の子供達を助けてくれてありがとうございまシュ」

「なんとお礼を言えばいいか」

　俺達が助けたズーグの子供は、ズーグ達の中でも指導者に近く身分の高い者だったらしい。

　ズーグ達は合議制かつ個人で何かを所有するという概念が薄いため、人間の地位とは大きく異なるのだが……それでも、わかりやすく言えば彼らは貴族のようなものだ。

　ズーグは木の根、木の幹、木の枝、葉の上と、高いところに住んでいるほど身分が高いズーグになるそうだ。

　落下事故が多くなりそうだが、ズーグ達が家を作る木は頑丈で、予兆なしに枝が折れることはないはずだそうだが……。

　とにかく身分のある子供を助けたことで、俺達はこうして宴で最上級の扱いを受けていた。

「あなたシュごいでシュ、あれは魔法なのでシュか？」

「魔法じゃない……私とお兄ちゃんの絆きずな、つまり兄妹のパワー」

「そうなのでシュか！　わたしもお兄ちゃんのことはだいシュきでシュ！　いつかはルーティさんのようになれるでシュか！」

「あなたも妹なのね。うんいつも一緒にいて仲良くすればきっとなれる」

「わーい！」

　ルーティは助けた子供のズーグと仲良くなったようだ。

　そういえば勇者としてさまざまな冒険をしたが、こうしてルーティが戦いとは関係のない楽しげな交流をしているのを久しぶりに見た気がする。

　旅を始めた頃、まだ『勇者』の加護が弱かった間は、ああいうこともあったはずだが……王都を離れる頃にはもうどのような出会いもルーティの心を動かすことはできなくなっていた。

　だから、ここがゾルタンから歩いてたった２日の距離にある村だとしても、ルーティが旅先での交流を楽しんでいることが俺にはとても嬉しかった。

「良かったね」

　俺の前にキノコのスープが置かれた。

　振り向くと、リットが優しく笑っている。

「ルーティはこれまでもレッドとの旅は楽しんでいたと思うけど、旅そのものを楽しんではいなかった」

「ああ、それが今ではああして楽しそうに笑ってる……本当に良かった」

　リットが肩を寄せる。

　少し辛い味付けだが美味おいしい料理、そして辛い料理に合うズーグの酒。

　ポコポコと叩かれる太鼓と、中空の木の枝を使った原始的なフルートの音に合わせて、ズーグの２匹１組で踊る奇妙なダンスは、「シュシュ」という独特の笑い声に溢れていた。

「おチビさんども、なかなかやるじゃないか！」

　酔って顔を赤くしたモグリムが、ズーグ達に負けじと踊り出す。

　ずんぐりとしたドワーフが小さなズーグの手を取ってステップを踏んだ。

　突然の乱入に最初はズーグ達も驚いていたようだが、すぐにドワーフと一緒に踊るという未知の体験に好奇心を刺激され、休む間もなくモグリムへダンスが申し込まれた。

　タフなドワーフもついには、「もう勘弁してくれ」と愉快そうに笑いながら倒れてしまった。

　そんなモグリムを見て、ズーグ達も手を叩いて笑う。

「レッド」

　リットが俺の腕を取った。

　お酒で頰ほおを赤くしたリットの顔はとても綺き麗れいだ。

「こんな楽しい人達を紹介してくれないなんてひどいじゃない」

「そうだな、今度はただ遊ぶために来ようか」

「うん！　あ、これ美味しかったよ。はい、あーん」

「お、おい、こんな人前で……分かった、分かった……あーん」

　リットが食べさせてくれたキノコを焼いた料理は、塩だけで味付けしたシンプルなものだったが、とても新鮮で美味しかった。
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　ズーグの集落で一夜を明かし、俺達は教えてもらった洞窟を目指して山道を登っていた。

「おお、雪が積もっとる」

　モグリムは木陰にうっすら積もった雪をサクサクと踏みつけてはしゃいでいた。

　空気は澄んでいて、遠くに見えるゾルタンの町並みがはっきりと見える。

「いい景色ね」

　リットが言った。

　耳が赤くなっていたので、俺が両手でリットの耳を覆うと、リットはくすぐったそうに笑った。

「ジェムジャイアントの集落が山頂の方じゃなくて良かったね」

「ああ、俺やリット、ルーティは極寒でも耐えられるし、ドワーフのモグリムも山の気候には強いだろうが……寒いもんは寒いからな」

「私も暖かいところがいいからゾルタンに来たようなものだもん……そのおかげでこうしてレッドと一緒になれたんだから、私、暑い夏の方が好き」

「夏の間は暑さに文句言ってなかったっけ？」

「あはは、もう忘れちゃった」

　木々の間から顔をのぞかせたキツネが、見慣れない人間とドワーフを興味深そうに見つめている。

　そんなキツネの顔に雪の塊が落ちた。風が吹いて木の枝が揺れたせいだろう。

「キャン！」

　キツネはまるで俺達のせいだとばかりに非難の声を上げると、どこかへ走り去ってしまった。

「むぅ」

　ルーティは不満げだ。

　どうやらキツネが可愛かわいくて、もっと眺めていたかったらしい。

　ルーティは雪を落とした木を軽く睨にらむと、ドンと足を踏み鳴らした。

　地面が揺れて周りの木々から雪が一気に落下した。

　雪煙が立ち、隠れていた小動物達が慌てて逃げていく。

　あたりはすっかり静かになり、ルーティは困った顔をして俺を見つめている。

「私は一度雪を全部落として、もう雪が落ちてこないようにしようと」

「大丈夫、俺達がいなくなったらすぐに戻ってくるよ」

　俺はルーティの肩をポンポンと軽く叩いて慰める。

　ルーティは誰もいなくなった森の景色を名残惜しそうに眺めていた。

　俺達はさらに山を登る。時刻は１時前くらいだろう。

　山の上から見る空は青く、太陽の光を受けて輝く白い雪は美しい。

「そろそろお昼にしようか」

「やった！」

　俺の言葉にリットが手を叩いた。

「お腹なかが空すいてきたところだったんだ」

「雪の中を歩くのは体力を消耗するな」

　夕食は野営の準備をしてから作るので、しっかりとしたものができるが昼食は準備の少ないものでなければならない。

「火の精霊よ、我が手を舞台に、踊れ踊れ……ヒートハンズ」

　リットが魔法を使うと、鉄鍋の中の水がポコポコと沸騰を始めた。

　火が通りやすいよう細かく切った野菜とズーグ達からわけてもらった新鮮なキノコ、それにベーコン。

「ひと煮立ちしたら最後に保存食のクラッカーを砕いて入れる」

　事前に香辛料やオリーブオイルを塗ってあるクラッカーは、入れるだけで味をつける調味料にもなる。

　サクサクのまま食べるか、とろみがつくまで加熱するかは好みだが、今回はサクサクの状態で器によそった。

「「「「いただきます」」」」

　簡単に作れる料理ではあったが、広がる青空の下、見晴らしの良い場所で食べるととても美味しかった。

「美味しいし、景色もいい、冷たい山の風も温かいスープの味をより美味しいものにしているよう……レッド、来てよかったね」

　リットが言った。

　それは命を賭ける冒険にはふさわしくない言葉かもしれない。

「ああ、来てよかった」

　だけど俺たちの旅にはなにより相応ふさわしい言葉だった。
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　私はティセ。暗殺者ギルド所属の暗殺者。今はゾルタンでのんびり暮らす一般人だ。

　いやまぁ、いつまで暗殺者を名乗っているべきか悩んでいるところなのだが。

　手のひらに乗っている蜘蛛くもはパートナーのうげうげさん。さん、までが名前だ。
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「さて、どうしたもんかねぇ」

　ミストームさんがつぶやいた。

　私もうげうげさんと戯れて現実逃避をするのを止めて前を向こう。

「侵入者でシュ！」

　木の上から槍やりを持ったネズミのような怪物が私達を狙っている。

「あー、我々はレッドの友達だ」

　ゴドウィンが必死に説明しているが、ズーグ達に警戒を解く素振りはない。

「畜生、馬が途中で動かなくなったりしなけりゃなぁ」

　ゴドウィンがぼやいた。

　本来の予定ならば馬に乗って追いかけている私達は、昨日の夜、おそらくはこのズーグの集落でルーティ様と合流できるはずだった。

　だが、〝世界の果ての壁〟に近づくにつれて馬達は落ち着かなくなり、昨日の昼頃にはついには一歩も動かなくなってしまった。

　どうにかして動かそうとしたのだが、馬はなにかに怯おびえるように頑として動かず、仕方ないので私が比較的近い村まで頑張って馬を連れていき、そこで銀貨を払って預かってもらうつもりだった。

　そしたら村ではゴブリンが野菜と家畜を盗んで大騒ぎになっていたものだから、私は頑張ってゴブリンを追いかけて倒し、盗まれたものを取り戻して、それからやっと馬を預け、そしてまた頑張って走って戻ってきたのだ。

　本当に頑張った。偉いぞ私。

　うげうげさんが私の頭を小さな脚でポンポンと撫なでてくれた。

「ズーグ族との知り合いはレッドのやつだけ。俺達だけじゃ信用してもらえねぇよ」

　いくら言っても反応の変わらないズーグ達に、ゴドウィンは肩をすくめた。

「ミストーム師がなんとかなるって言うからここまで来たんですがね」

「いやはや、30年前に１度来たことがあったからなんとかなるかと思ったけれど、ズーグの寿命も30年くらいだとは誤算だったよ」

　ズーグの集落でジェムジャイアントの集落の場所を聞くということまでは私も聞いているのだが、その後のルーティ様達がどこへ向かうかが分からない。

　足跡を追いかけることは私やヤランドララさんならできるだろうけれど、足跡を追いかけながら先行するルーティ様達に追いつくとなるとちょっと難しい。

　これから追いかけるためにはズーグ達からルーティ様達がどこへ向かったのか聞き出さなければならない……のだが、見ての通りの状況だ。

「シュシュ！　立ち去るならよし、これ以上シュシュむなら容赦しないでシュ！」

　ここにいるメンバーなら、ゴドウィンでもズーグ達を全滅させることはできるだろう。

　捕らえたズーグに自白剤を飲ませて情報を得るということも可能だ。

　だがズーグ達はレッドさんの友人だ。

　手を出すことは、まず私が許さない。

「分かってるって」

　私の視線に気がついたのか、ゴドウィンが苦笑いしながら言った。

「大体、俺にとっちゃそこまでしてレッド達を追いかける理由もないからな。だめならだめで……」

「ふーん」

「あ、いや、ベストは尽くすよ」

　今度はヤランドララさんに睨まれて、ゴドウィンは冷や汗をかいている。

　ゴドウィンはゾルタンでもトップクラスの実力を持つ悪党だと思うのだが、どうも三枚目の小悪党っぽさがある。

「でだ、そろそろ攻撃されそうだが、何か手は思いついたのか。俺の軽快なトークで時間を稼ぐのもそろそろ限界みたいだぜ」

「トーク？」

「あー、まぁ冗談だからそんな冷たい目はやめて」

　ゴドウィンは私達との旅にも随分慣れた様子で、今のような軽口も飛び出すようになっていた。

　ルーティ様に古代エルフの遺跡に連れて行かれてから、ずっと振り回されていてちょっと不ふ憫びんだと思っていたのだが、思ったよりたくましいやつだ。

　しかし、どうしたものか。

　その時、あたりの様子を確認していたヤランドララが口を開いた。

「最近、木が倒れたり、折れないはずの枝が折れたことはなかった？」

「シュシュ！」

　ズーグ達に動揺が走ったのが分かった。

「なんで分かったでシュ!?」

「私は植物の専門家なの。この森には病がはびこっている」

「なんでシュと」

「でまかせでシュ！」

「でも、枝が折れたのは本当でシュ」

　ズーグ達の戦意が明らかに削がれた。

「それで病気だとしたらどうなのでシュか？」

「森がなくなるってことはないとは思うけど、数え切れないほどの木の根が腐れて死んでしまうわ」

「し、死ぬでシュか!?」

　ズーグ達の動揺は非常に大きなものだった。

　ざわざわと騒ぎながら、お互いに早口で言葉を交わし合っている。

「まぁ落ち着くでシュ」

　威厳のある声がして、ズーグ達は慌てて道をあけた。

「木の葉の耳を持つ御お方かたよ、我らがハイエルフと相まみえるのは曾そう祖そ父ふ様の代以来でシュ」

「私も菌きん糸し守もりと会ったのは初めてね」

　現れたのは老いたズーグ。おそらくは長老だろう。

「菌糸守りとは古い呼び名を知っているでシュね、ハイエルフは長生きだそうで大変そうでシュ。私は今年で34歳になりまシュたが、もうそろそろデミス神の御み下もとに還かえり、次の旅へと進みたいと思っているでシュ」

　長老はそう言うと、両手を摺すり合あわせて笑った。

「それで木の葉の耳よ、この森が病んでいるとはどういうことでシュか？」

「ここ数ヶ月で土の状況が急激に変化しているわ。それで草木が瘦せ細っているの。まだ症状は深刻ではないけれど、そのうちもっと多くの枝が折れ、木々も倒れるわ」

「シュシュ……土が変わるとは奇妙でシュ」

「土壌の変化は〝世界の果ての壁〟に近づくに連れて大きくなっていった。上の方で何かが起こっているのかもしれないわね」

「分かったでシュ。我々はキノコのことは分かっても木々のことを知るには与えられた時間が短いでシュから、ここはハイエルフの言う通りにするでシュ」

「長老！」

「彼らはこれより客人でシュ。槍を今すぐ下ろすでシュ」

　ズーグ達は一斉に構えていた槍の切っ先を私達から外し、ひれ伏した。

　良かった、なんとかなりそうだ。
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　ヤランドララさんが木々の様子を診て、ミストームさんが魔法で手伝い、ゴドウィンは薬を調合している。

　その間に私は、ズーグ達から教えてもらった情報をもとに、レッドさん達に追いつくための旅程を組んでいた。

「安全策を取るなら明日、強行軍なら今日の夜に合流できそうだけど」

　うげうげさんがフルフルと頭を振った。

「確かにうげうげさんの言う通り、野営の準備をせずに強行軍で追いかけるのは、合流できなかった時に危険だね。私とヤランドララさんは平気だろうけど、ゴドウィンや老齢のミストームさんに冬山の夜を歩かせるのはまずいかもしれない」

　安全策を取るべきだろう。

「やっぱり今日中に合流するのは難しそう？」

　後ろから声がした。ヤランドララさんだ。

「はい。無理をして夜の冬山を歩くのなら今日中に合流するのも可能だと思いますが、もし合流できなかった場合深夜に野営の準備をしなくてはならないのと、夜の暗さでリットさん達を見つけられずすれ違ってしまう可能性もあります」

「ええ、私も明日合流する計画でいいと思う」

　ヤランドララさんは頷くと、私の隣に腰を下ろした。

「木を診るのはいいんですか？」

「必要な処理は全部終わった。ミストームが手伝ってくれたおかげで早かったわ。あとはゴドウィンが薬を用意したら先に進むつもり」

「そうですか」

　私が予想していたよりも20分は早く出発できそうだ。

「ねぇ」

「何でしょう」

「私はレッドとリットと再会するのが目的、ミストームはドワーフのモグリムと合流してその手助けをするのが目的、ゴドウィンは、どうやらミストームがゴドウィンの罪を帳消しにする方法を考えているようね」

「そうですか」

「それであなたは？」

「案内です」

「ズーグの集落に行ったということを教えてくれれば、案内までする必要はなかったでしょう？　そしてここからは私もあなたもレッド達がどこにいるのか分からず、ズーグから教えてもらったルートを追いかけることになる。だから、もうあなたが案内してくれる理由はないんじゃないかなと思って」

「私の同行は邪魔ですか？」

「それは違うわ！」

　思いがけないほど大きな声で否定され、私は少し驚いた。

　叫んだヤランドララさんは真剣な顔をしている。

「あなたの協力には感謝しているし助けられてもいる、邪魔だなんて思っていないわ。そう聞こえてしまったのだとしたら私の言い方が悪かったのね、ごめんなさい。ただ、なぜここまでしてくれるのか気になっただけなの」

「謝る必要はないですよ、別に気にしてはいません」

　私とヤランドララさんが戦ったのは、つい一昨日のことだ。

　まだ信用されていないとは思うのだが、今の反応を見る限りそう悪い印象を持たれているわけでもなさそうだ。

　とはいえ……私がヤランドララさんに誠実であるかというとそうでもない。

　ルーティ様のことを伏せているのだ……はぁ、お腹なか痛い。

　ルーティ様は勇者を辞めた。

　神様から押し付けられたとはいえ、世界を救う旅を辞めたという事実を、勇者の仲間であったヤランドララさんがどう思うか。

　私が同行しているのは、ヤランドララさんが、もしテオドラ様のようにルーティ様の選択を許さないという対応をしたのなら、ルーティ様の側に立って戦うためだ。

　その意味では、ヤランドララさんと私との間には信頼関係と呼べるほどのものはないのだろう。

「ヤランドララさんは」

「うん？」

　暗殺の仕事ならば相手に付け入る隙を探すところだが、今はそうじゃない。

　私は、私のできることをして友達であるルーティ様の力になりたい。

「なぜ勇者の仲間となったのですか？」

　必要なのはヤランドララさんを理解することだ。

　ヤランドララさんは私をじっと見つめた。

「私のことを知っているのね」

「私は、レッドさんとリットさんと、そしてもう１人の友達ですから」

「ということはレッドの正体は間違いないのね」

「はい」

　ヤランドララさんは目をつぶり、ほぅっと息を吐いた。

「……確信はしていたけど、確証が得られるのはやっぱり嬉しいわね。良かった、生きてたんだ」

　ヤランドララさんは、賢者アレス様がレッドさんを殺した可能性を疑っていたと聞く。

　死んだかもしれない友人の消息をたどるのは心細かったことだろう。

「ごめんなさい、なんで勇者の仲間になったのか、だったわよね？」

「はい」

「簡単よ。私の大切な友人であるギデオン……いえ、レッドがいたからよ」

「それだけですか？」

「ええそれだけ。もちろん世界を救えるなら救いたいと思うし、苦しんでいる人達がいるなら助けたいとは思うわ。でもそのために軍に志願するのならともかく、たった６人で魔王の首を取りに行くなんて、馬鹿げた選択はしない」

「馬鹿げたって！」

「馬鹿げてるわよ。なんでわざわざ少数で戦わなければならないの？」

「それは『勇者』のパーティーという最大戦力を中心に、機動力を以もつて強襲と転戦を行い、大陸中に広がる戦線全体で成果をあげるためです。実際に勇者様が魔王軍と戦うようになって、アヴァロン大陸連合軍は反撃に成功しています」

「でもそれは『勇者』が勝ち続けていたからでしょう。『勇者』に全人類の負担と責任を背負わせて、もし倒れたら何もかもご破算。そんな馬鹿げた賭けが『勇者』よ」

　これは……。

　私がレッドさんやアレス様から聞いていたヤランドララさんの印象は、優しいお姉さんであり、また気まぐれな激情家でもある。そんな印象だ。

　だけど、今話しているヤランドララさんは、勇者という存在に対して冷静だ。

「たしかに『勇者』は最強の加護で世界の希望ね。そして『勇者』は衝動によって、世界のために最善の行動をとっているように見える。でもその最善には『勇者』がすべてを背負い、『勇者』への負担を考慮しないという前提がつく。本当に最善を考えるなら、『勇者』を中心とした軍を組織するべきよ。それも急ごしらえの軍ではなくしっかりと『勇者』を指揮官として訓練した軍が良いわ。『勇者』は前に出て戦う必要はない。『勇者』が後ろにいることで兵達に安心と勇気を与えるべきなのよ」

「ヤランドララさんがそんなことを考えていたなんて話はレッドさんから一言も」

「無駄に彼を苦しめるだけだもの。それに、こんなことは彼もよく分かっているわ。でも『勇者』の衝動がそれを許さない。『勇者』は自分の命を考慮しないから。だからこそ、『勇者』を守る『導き手』を神様は用意したんでしょうね」

「では、ヤランドララさんは……『勇者』が世界のために戦い続ける必要はないと思っているのですか？」

「ふうん……なるほど」

　ヤランドララさんが私の目を見つめている。

「それについては心配することはないわ。私もレッドと同じ側だから……それにしても、驚いた」

　ヤランドララさんは声を上げて笑った。

「ルーティもいるのね！」

　このハイエルフの女性は私が思っていたよりずっと、激情家で、冷静で、鋭く、そして優しいようだ。
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　朝の森で大きな影と小さな影が戦っている。

　大きな影はロックトロルという名のモンスターで、岩のような硬い皮膚を持つ２メートルほどの人型生物だ。

　ロックトロルは黒い鉛の金棒を右手に持ち、牙をむき出しにして威嚇している……鉄ではなく鉛の金棒とは珍しいな。

　そんなモンスターと戦うのはドワーフのモグリム。斧おのを構えてじりじりと間合いを詰める。

「どりゃあああ!!」

　怒声とともにモグリムが岩の肌を持つロックトロルに飛びかかり、斧を叩たたき込んだ。

　モグリム自身の手によって鍛えられたその斧は、ロックトロルの岩の肌を容易たやすく砕き、モンスターは悲鳴を上げて倒れた。

「はっはー！　見たか儂わしの一撃を！」

　モグリムは斧を力強く振り上げ叫んだ。

　確かにロックトロルを倒せる冒険者となると、ゾルタンでは滅めつ多たにいないレベルだろう。

「武器職人の加護『ルーンの鍛冶師』だから、戦闘はもうちょっと苦手なのかと思ったら、思ったよりずっと強いな」

「わはは！　儂は魔法系の才能がからっきしだからな！　そっちは諦めて鍛冶と戦闘にスキルをつぎ込んでいるんだ！　ほれいくぞ！　投とう擲てきスキルマスタリー：跳ちよう弾だん投とう擲てき！」

　モグリムが岩に向かって斧を投げると、岩にあたって斧が跳ね返る。

「グアッ!!」

　ロックトロルの断末魔の叫びが聞こえた。

　跳ね返った斧が軌道を変えて別の岩の裏からこちらを狙っていたロックトロルに命中したのだ。

「わははっ!!　ドレイクスレイヤーの名は伊達だてじゃないだろう？」

「うーむ、こりゃ本当にドレイクを倒したのかも」

「ようやく信じたか！」

　モグリムは倒れたロックトロルに刺さった斧を引き抜くと機嫌よく笑った。

　このままではいつもの武勇伝が始まりそうだったので、俺は慌てて手を叩たたく。

「今ので最後だな。じゃあさっさと仕事を終わらせよう」

「うん、ドレイクスレイヤーたる儂は……これから何をするんだったか？」

「ドレイクスレイヤーの仕事は……薪たきぎ拾いだろ」

　俺は背中に担いだ薪を見せながら言った。
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「お帰りー」

　集合場所に戻ると、リットとルーティはすでに戻ってきていた。

「そっちも十分集まったようだな」

「うん、大体３日分。１時間で集めたにしては上出来でしょ？」

「頑張った」

　それに比べて俺達はロックトロルの集団と遭遇したのもあって、２日分ちょいくらいしか集まっていない。

「ほら、モグリムがロックトロル退治に夢中になるから」

「だ、だって周りにいるのを倒しておかないといかんだろう。大体、またいつ襲われるかわからないって最初に言ったのレッドだろうに」

　責任を押し付け合いながら、俺達も取ってきた薪を置いた。

「これで５日分くらいだね。ジェムジャイアントの集落は明日にはたどり着く予定だけど」

「ここらへんが森が育つ限界の高さみたいだからな。これから先では薪を拾えない」

　俺は薪を縛ると背負い袋に入れた。

　１日分が７キロくらい。５日分で35キロ。

　アイテムボックスを使えれば良いのだが、アイテムボックスは薪の一本一本を個別に収納する。

　取り出すときにも一本ずつイメージしながら取り出さなくてはならない。

　大量にある薪を記憶するのは中々大変な作業で取り出せなくなることもある、この手の消耗品は背負ったほうが確実だ。

「よし、じゃあ行こうか」

「うん！　今日もいい天気だし！　楽しい旅になりそうね！」

　リットが空を見上げて言った。

　確かに、眩まぶしいくらいの快晴で風も穏やか。

　危惧していた雪も降らず、気温も思っていたより高い。

　気持ちの良い旅になりそうだ。
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　森林限界を越えた先では景色も変わる。

　木が無くなったことで、視界を遮るものがなくなり遠くまで見渡せるようになる。

　特に違うのは空だろう。

　視界に入る高い木がなにもないため、空に近くなったような気がする。

　見上げれば視界のすべてが青空だけになった。

「よし」

　俺は意を決した。

「ん？　どうしたの」

　俺の様子に気がついたリットが聞いた。

　俺はバタンと地面に倒れると、大の字になって空を見上げる。

「え、いや、本当にどうしたの!?」

「空が綺き麗れいだ」

「あはは、なるほど」

　リットも俺の隣に腰掛けた。

「確かに気持ちいいね」

「だろう？」

「いや、何をやっとるんだお前たちは。ここは旅人なら誰もが恐れる大山脈〝世界の果ての壁〟だぞ」

　モグリムは呆あきれて笑った。

「せっかく滅多にこない世界最大の大山脈にいるんだから、この景色を楽しまないと損だろう？」

「まぁそれも一理あるが」

「そうそう、モグリムとルーティもこうして寝転がってみろよ。草の感じも悪く……ん？」

　地面が震えている？

「どうしたのレッド？」

「いや、なんだか地面が微かすかに震えているような」

「地震？」

「地震とは感じが違う」

　俺の言葉を聞いて、まずモグリムが真っ青な顔をして地面に耳を押し当てた。

　次にルーティが、険しい表情で山の上を睨にらむ。

「まさか雪崩!?」

「違う、雪崩が起きるほど雪は積もってない……これは」

　俺達は飛び起きる。

　山の上が、まるで火に炙あぶられた蠟ろう細ざい工くのように、どろりと溶けていく……ように見えた。

「土砂崩れ!!」

　土煙を巻き起こしながら、獲物を狙う竜のような速度で土砂が迫る。

「ど、どうするんだ!?」

　モグリムが叫んだ。

「リット！」

「だめ、私の浮遊の魔法は、数分しか持続しないし飛行速度は歩くより遅い、土砂の範囲の外まで逃げられない」

　俺の言葉にリットが首を横に振る。

「ええい、儂のことはいい！　お前達なら自分自身は助けられるだろ！」

　モグリムの叫びに、リットは表情を歪ゆがめる。

「大丈夫」

　だが、ルーティが落ち着いた声で言った。

　ルーティはモグリムとリットを摑むと。

「数分あれば十分」

「え、あ、あああぁぁぁ[image: ][image: ]」

　ルーティはリットとモグリムを１００メートルほど投げ飛ばした。

「そして私は」

　ピョンとルーティが俺に飛びついた。

「お兄ちゃんの〝雷光の如き脚〟で脱出する」

　お姫様抱っこでルーティを抱えたまま、俺は全速力で走り出した。

「３人の中で私が一番軽い。これは合理的判断。むふー」

　俺の首に抱きつき満足げなルーティと一緒に、俺は全速力で土砂の範囲外へ脱出した。

　土砂は草原を踏み潰しながら通り過ぎる。

　だがその暴力も、恐ろしい音も、土煙も、10分も経たった頃には何事もなかったかのように静かになっていた。

「ふぅ」

　俺はルーティを地面に下ろした。

「もう終わった」

　なぜかルーティは残念そうだ。

　周囲を見回すと、リットとモグリムは少し離れた高台に避難していたようだ。

「リットとモグリムはあっちか、大丈夫そうだな」

　俺は「はぁ」と息を吐いた。

「お兄ちゃん、大丈夫？」

「いや、ちょっと疲れただけだ」

「疲れた？　でもお兄ちゃんは疲れないはずじゃ」

「普通はな。でも高山は普通じゃない状況だ」

　本来、〝雷光の如き脚〟を使うのは体力をすさまじく消耗させる。

　それを持久力スキルマスタリーの疲労完全耐性で補っているのだが、山の上の薄い大気は、疲労完全耐性だけでは対応できない。

「まっ、深刻ではないよ。久しぶりに疲れたので、ちょっと戸惑っていただけだ」

「分かった、次は私がお兄ちゃんを抱っこする」

「あ、ああ、その時が来たらよろしく頼むよ」

「うん頼って」

　上機嫌なルーティと一緒に、リット達のところへ向かう。

　リットもモグリムも怪我けがはなさそうだ。

「大丈夫だったか？」

「うん。ちょっと驚いたけど」

「儂わしは滅め茶ちや苦く茶ちや驚いとるわ……どんな腕力があれば儂達の身体をあんな冗談みたいな距離投げ飛ばせるんだ」

「ちゃんと飛びすぎないよう手加減した」

「あれで全力じゃないのか！」

「うちのルーティはすごいだろ」

「なんでレッドが自慢げなんだ」

「そりゃ俺の妹だからな」

「うん私はお兄ちゃんの妹」

　モグリムは困った様子でリットを見たが、リットは笑って肩をすくめていた。

「さて、全員無事だな。上に進みたいが……」

　土砂崩れの跡は、ぬかるんだ土と大小さまざまな岩で覆われている。

　あれを歩くのは苦労するだろう。

「迂う回かいした方がいいな」
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　私達は野営の跡を見つけた。

　見つけた時刻はまだ朝と言っていい時間だった。

　黒くなった焚たき火の跡に触れれば、まだ熱が残っていた。

「ここまで来るのは10年以上ぶりだけど、何年経ってもいい景色だねぇ。綺麗だとは思わないかいヤランドララ？」

　ミストームが後ろを振り向き、登ってきた景色を眺めながら言った。

　私は振り返らずに言葉を返す。

「景色は、レッド達と合流してから楽しむわ」

「そうかい」

　私は前を向いたまま歩き続けた。

　口調にトゲがあるのは自覚している。

　それがパーティーの雰囲気を悪くしているのも分かっている。

　だけど、〝世界の果ての壁〟に入ってから、私は不安に駆られていた。

　草木が怯おびえているのだ。

　何かがこの山で起こっている、一体草木が何に怯えているのか分からないが……レッド達の身が心配だ。

「しかしタフだな、あんたら」

　最後尾を歩いているゴドウィンの声がした。

「朝からもう５回もロックトロルに襲われてるのに。俺は疲れちまったよ」

「薄暗いうちから動き出したから仕方ないわよ」

　一般的に夜の方がモンスターは活発になる。

　暗視能力を持つロックトロルが本領を発揮するのは夜や明け方だ。

「それにしても、ロックトロルが鉛の金棒を使っているのは初めて見たねぇ」

　ミストームがぼそりと呟つぶやいた。

　ロックトロルは原始的なものではあるが、小さな炉を作り鉄を精錬することができる。

　岩のような肌を自慢しているためか、防具を作るということはしないが、金棒や投げ槍やりなど腕力を活いかせる武器を作ることは一般的だ。

　だがロックトロルが鉛で武器を作るという話は、ヤランドララも聞いたことがなかった。

　鉄鉱石の鉱脈を別のモンスターに占領されているだけなのかもしれないけれど。

「レッド、リット、ルーティ……」

　３人の強さは分かっている。

　こんなところで不覚を取る人達ではないけれど。

「ちょっとだけスピードあげるわよ」

「まじかよ」

　ゴドウィンは不平を言ったが素直に歩きだした。

　ティセは黙ったまま速度を上げた。彼女は歩いている間はほとんど喋しやべらない。

　ミストームは「やれやれ」と言いながらついてくる。杖つえをつくほどの老女だというのに大したものだ。

　ミストームが履はいているブーツは、ドワーフの手によるものだ。きっと体力の消耗を軽減するようなマジックアイテムなのだろう。

　彼女達はよく付いてきてくれている……レッド達と合流できたら、一度ちゃんと謝ろうと思う。

　だから今だけは、ワガママで傲慢なハイエルフとして振る舞うことを許して欲しい。

　しばらく歩くと上の方から地響きが聞こえた。

「土砂崩れです。直撃ではありませんが、ここにも岩や土砂が広がる可能性があります」

「おう、土砂崩れを直に見たのは初めてだぜ」

　ティセの言葉に従って、私達は少し引き返す。

　土砂が大きな音を立てて通り過ぎていった。

　私達が最初にいた位置にも少し土砂や岩が転がっており、あの場に留とどまっていたら危ない目にあっていたかもしれない。

「滅茶苦茶になっちまったねぇ」

　ミストームの言う通り、進もうとした山の斜面は大量の土砂と岩で覆われていた。

「おいおい、これじゃあ先に進んでたレッド達はどうなったんだよ」

　ゴドウィンは青い顔をしている。

「大丈夫です」

　ティセが地面に触れながら表情を変えずに言った。

「誰かが埋まっている気配はありません」

「分かるのかよ？」

「はい、分かります。人の気配を察知するのは得意ですから」

「私も魔法で調べたけど、地面の下に知り合いはいないね」

「植物を使って確認したけど、人間もドワーフも埋まっていないわ」

「……お前ら便利だな」

　レッド達は魔王軍と戦ってきた英雄だ。

　ミストームは私を嵐にたとえたが、彼らは本気になれば嵐すら退ける力を持っている。

「ですが困ったことになったわね」

「困ったことってなんだよ？」

「レッド達がどう土砂を避けて、どこへ迂回したのか分からないでしょ？」

　私は土砂の中へ１歩踏み出した。

「お、おい、そこを歩くのか？　絶対迂回したほうがいいって」

「私達まで迂回したら、それこそレッド達が辿たどった道が分からなくなるわ。進みましょう」

「だけどよぅ」

　ゴドウィンは不安そうだ。

　確かに土砂崩れの跡を進むのは危険だ。

「あんた、植物と意思を通わせる能力があるんだろう？」

　じっと考え込んでいたミストームが私に言った。

「ええ、これまで見てきた通りよ」

「植物ってのはどうやってものを見てるんだい？」

「言葉にするのは難しいわね。大気とマナの流れを見ていると表現するのが近いかしら」

「ふむ、それなら私が精霊鴉スピリツトレイヴンを召喚して、それにあんたの植物を運ばせて空から探すってのもできそうかね。私の召喚持続時間は10分くらいだけど、迂回した足跡なんかを見つけられるかもしれない」

「ありがとう、いい考えね！」

　レッド達は大丈夫だと信じてはいるが、もしかしたらという不安はどうしても残る。

　ミストームの提案に、私は心から賞賛を送った。

「黒き翼の友よ、我が声に馳はせ参さんじよ、召喚、精霊鴉スピリツトレイヴン」

　ミストームが印を組むと、黒いカラスがミストームの肩の上に現れた。

　召喚されたカラスは私に「カァ！」と鳴くと、左足を差し出す。

　私はその足に小さなベリーのツタを絡ませた。

「お願いね」

「カァ!!」

　カラスは大空へ飛んだ。

　羽ばたきながら高度を上げ、風に乗って大きく旋回する。

　それから山の上の方へとゆっくり飛んでいった。

　私は目を閉じ、耳をふさぐ。感覚をベリーのツタに集中するためだ。

　植物の見ている世界は、生命力の世界だ。

　土砂崩れの跡に見える世界は、たくさんの生命が失われ、消えようとしていく世界。私は胸が苦しくなるのを感じながら、それでもその滅びゆく世界に目を凝らす。

　そして私はハッと目を見開いた。

「いた！」

　私は走り出した。

「お、おい！」

　ゴドウィンが私への非難をこめて呼び止めるが、私は止まらない。

　靴や服が汚れるのも構わず土砂の道を走り、岩で指を切るのも構わず摑んで登る。

　やがて私は土砂を斜めに横断し、小さな白い花が咲いている斜面を登った。

　土砂から離れた場所に高台がある。

　ふかふかとした草で覆われ、太陽が心地よく当たる場所だ。

　私は最後の１００メートルを必死に走った。

　高台にたどり着くと、そこに彼はいた。

　気持ちよさそうに寝転んだまま、私の方を見て目を丸くしている。

　生きていた。やっと会えた。

「ギデオン[image: ][image: ]」

　レッドと呼ぶべきなのに、私はどうしても堪えられず、慣れ親しんだ彼の名前を呼んでいた。
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　夜。

　思いがけない再会にとても驚いたが、一緒に付いてきてくれたティセが取り成してくれた。旅程もあるので、まずは夕方まで旅を続け、野営のときにじっくり話をすればいいということになった。

　ティセとゴドウィンは今日の野営まで同行し、明日の朝下山するようだ。

[image: ]

　俺がパーティーを追い出されてからお互い何があったのかも、ミストームさん達の前で詳しく話すわけにもいかない。

　ヤランドララもそれは分かってくれているようで、詮索することなく一緒に歩いてくれた。そして今、俺とヤランドララは焚たき火を挟んで向かい合っている。

「私、あなたとの再会はもっと劇的なものになるんじゃないかって思っていた」

　ヤランドララは、ぽつりとそう言った。

　焚き火には三脚と、水の入った小鍋が火にかけられている。

「劇的って？　俺は十分驚いたけどな」

「たとえば、無数のドラゴンと戦っているところにあなたが現れたり。あ、ここで魔王軍が現れてお互い背中を合わせて戦うみたいなのとか！」

「あはは、勘弁してくれ」

「ふふっ……あなたは、ずっとそういう存在だったから。ロガーヴィアで再会したときだって、私が魔王軍と戦っていたところだったじゃない」

「ロガーヴィアでヤランドララがいるって聞いた時も本当に驚いたよ。戦っているって聞いて、慌てて助けに行ったっけな。結局、俺達だけ行っても村人達を避難させる方法もないから、ヤランドララに任せたまま戻ることになってしまったけど」

「それは私のことを信頼してくれたってことでしょう？　それに、王都から離れた遠いロガーヴィアでも、あなたが助けに来てくれるだなんて……嬉しかったな」

「運が良かった、とヤランドララの友達がいる村が襲われていた状況をそう言っていいか分からないけれど、たしかに劇的ではあったな」

　ロガーヴィアで、ヤランドララはその力で突破不可能だと思われていた惑わしの森を突破して包囲網を抜け、他国から援軍を呼びロガーヴィア反撃の決定的な勝因となった。

　あの時、ヤランドララがいなかったらどうなっていたことか。

「それが今回は、あなたが見晴らしのいいところで昼寝しているところに再会だなんて」

「俺達は良い景色に立ち止まり、ヤランドララ達は見晴らしが良いところだったから俺達のことをすぐに見つけられた、当然といえば当然の結果だ」

　ヤランドララは焚き火にかざしていた小鍋を取り上げ、茶葉を入れたポットに注いだ。

　白い湯気に良い香りが広がる。

「ヤランドララが淹れてくれたお茶を飲むのも久しぶりだな」

「ふふっ、王都にいた頃はよく飲みに来てくれたよね」

　ポットで蒸らして、ヤランドララはコップにお茶を注いだ。

　俺は香りを楽しみながら、お茶を飲む。

「やはり美味おいしいな」

　ヤランドララが夜に出すお茶は、ほんのりとした苦味と、すぅっとした清涼感があり、心が落ち着く気がする味だ。

　茶葉は複数の種類のハーブをブレンドしているようだ。ヤランドララはいつもたくさんの種類の小分けしたハーブを持ち歩いている。

「どうにかこの味を再現したかったんだが」

「私の生きてきた歳月が作ったブレンドだからね、いくら愛まな弟で子しとはいえ80年は修業しないと身に付けられないわよ」

「80年か、長いな」

「あっという間よ、過ぎ去ってみればね」

　ヤランドララもお茶を飲んだ。

　ほぅと吐き出した白い息は、ふわりと漂ったあと夜の中に消えた。

「さっきの話の続きだけれど」

「ん」

「私、あなたとこうして穏やかな再会ができて嬉しいわ」

「ああ……そうだな。こうして穏やかにお茶を飲みながら再会を祝うのも良いもんだ」

「あなたは昔から戦ってきて、英雄で、いずれは世界を救う旅に出ると決めていた。こんな平穏な再会なんて、あの頃のあなたじゃ考えられなかったでしょう？」

「あの頃は、少しでも強くなるために戦いに明け暮れていたからな。再会するのなら戦いの中で劇的に……そうかもしれない」

「それが今日はこんなにも穏やか。私はあなたやリットに、自分のために生きて欲しかった、愛する人と幸せに暮らすようなそんな人生を」

「ヤランドララ……」

　炎に照らされたヤランドララの顔は美しい。

　ハイエルフはみんな整った顔立ちをしているが、ヤランドララは奔放な表情の中に時折憂いや寂しさのような表情も見せる。

　それが非の打ち所がないハイエルフの美しさとは違った、ヤランドララとしての美しさとなっていると俺は思うのだ。

　ヤランドララはハイエルフとしても高齢だと聞く。具体的な年齢は聞いたことがないが、１００歳は超えているはずだ。

　ヤランドララは若い頃にハイエルフの国キラミンを飛び出し、冒険者として数十年過ごしていたらしい。

　かつての仲間達がみな戦いや寿命によっていなくなり、ヤランドララは冒険者を引退したあと、時折キラミンに戻ることはあっても、人間社会の中で生きていくことを選択した。

　ハイエルフの別名であるアーヴァンエルフ都市エルフの名の通り、ハイエルフは１つの町や集団、組織などに留とどまる傾向がある。

　ヤランドララは、ハイエルフの中でも変わり者なのかもしれない。

　だけどそれが、今俺が見ているヤランドララの美しさを作ったのではないだろうか。

　もし、別の人生があるとしたら……王都にいた頃の俺にもう少し周りに気をかける余裕があったのなら、もしかすると。

「もし別な出会い方をしていたら、私とあなたが恋人になった可能性、あったと思う？」

　ヤランドララに不意にそう言われて、俺は言葉に詰まった。

　だが。俺は首を横に振って考えを打ち消す。

　結局、俺が俺である限り、何度人生を繰り返しても、俺はルーティを守ることを最優先で考えただろう。

　そしてロガーヴィアでリットと出会い別れ、アレスからパーティーを追い出され、リットとゾルタンで再会し、そこでようやく俺は平穏なスローライフを目指すことができる。

　多分、俺はそういう生き方しかできなかったと思う。

「無かった、と思うよ」

「だよね」

　気がつけば空になっていた俺のコップに、ヤランドララは２杯目のお茶を注いだ。

「それで良かったんだと思う。愛する人と死に別れるなんて、２度も経験するのはちょっとしんどいもの。私は、あなた達の幸せを願って、そしてあなた達と幸せの中で別れるような……そういう関係でありたい」

「ははっ、俺はこれからリットにプロポーズしようというところなのに、ハイエルフはもう別れの心配をするのか」

「人間は生き急ぎすぎなのよ、ちょっと余所よそ見みをしていたらすぐにいなくなってしまう」

「育ち盛りの子供みたいだな」

「ええ、子供よ子供。なのに時々、ずっと長く生きている私よりも大人びた顔を見せるときもある。ドワーフやオークにはない表情。私達ハイエルフが人間を愛するようになる理由なのかもね」

　ヤランドララはそう言って俺の顔を覗のぞき込む。

　俺はちょっとだけ照れてしまって、思わず目をそらした。

　ヤランドララの楽しそうな笑い声が直すぐ側で聞こえた。

「さて、レッドも絶賛の私のお茶、あなた達２人も飲みたくはないかしら？」

　ヤランドララがそう言うと、ガサリと音がして茂みの陰からリットとルーティが顔をのぞかせた。

「えへへ、バレてたか」

「草木の目はごまかせなかった」

「ええ、私の目はごまかせていても、私の友達の目はごまかせないの。さっ、そんな寒いところにいないで、こっちで温かいお茶はいかが？」

　リットとルーティが俺の隣に座る。

　ヤランドララは新しいコップを２つ並べ、お茶を注いだ。

　そして空になったポットから茶葉を取り出し、新しい茶葉を入れまたお湯を注ぐ。

「きっとあなた達も２杯目が欲しくなるわよ」

　２人はコップを受け取る。

「美味しい……これ、お兄ちゃんのお茶にちょっと似てる」

「うん、レッドが淹いれてくれるお茶も、こんな味がするよね」

「ふふん、それはそうよ。だってレッドにお茶の淹れ方を教えたの私だもの」

　リットはもう一度飲んで、「なるほどー」と頷うなずいている。

　ルーティも美味しそうに、コクコクと喉を鳴らして飲んでいた。

　ヤランドララはそんなルーティの様子を見て、とても優しい笑みを浮かべた。

「ルーティ、私のお茶は美味しい？」

「うん、さっきも言った。お兄ちゃんの淹れてくれたお茶みたいで美味しい」

「以前一緒に旅をしていたときも私がお茶を用意することってあったんだよ」

「うん、分かってる。でもあのときは……」

　ルーティは困った顔をしている。

『勇者』の加護の様々な耐性スキルにより、ルーティの味覚は知覚能力としてはわずかな毒を察知するほど鋭いのに、味を楽しむという点ではひどく鈍感だった。

　常に完全なコンディションを保つ身体には食事が必要ないのだ。

　お茶の味は理解できても、お茶が美味しいということは理解できない。

　そんな状態だった。

　ルーティが困っているのを見て、俺が横から説明しようとするが、ヤランドララはやんわりと俺を制した。

「ルーティ、あなたがこうして私のお茶を美味しいと言ってくれるようになって本当に嬉しく思うわ。やっと私はあなたと友達になれた気がする」

「友達？」

「私と『勇者』は信頼し合っている友達とは言えなかった。けど、今は違う。そうでしょう？」

「うん」

「だから嬉しい、私は今のルーティが好きよ」

　ハイエルフは中々心を開かないのだが、一度仲良くなると触れ合うようなスキンシップを好むようになる。

　ヤランドララはルーティをそっと抱きしめると、歌うような笑い声を上げた。

「ねぇ、レッド、リット、ルーティ。提案があるのだけれど」

「何だ？」

「私と一緒に、キラミン王国に移住しない？」

　ヤランドララはルーティを抱きしめたままそう言った。

　驚く俺とリット。

「美味しい」

　その中でヤランドララに抱きしめられたルーティは、動じること無く美味しそうにお茶を飲んだのだった。
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　ハイエルフの国、キラミン王国。

　アヴァロン大陸において、人間以外の種族が統治する国の中で、正式に王国を名乗れる唯一の国だ。

「キラミンの気候はリットのいたロガーヴィア公国に近いわね。冷たい北の大地に築かれた都市国家よ。でも魔法で都市の内部はどこも春の陽気のまま。アヴァロン大陸最大の都市で、数えきれないハイエルフとその友人達が住む麗しの都。水晶をちりばめた大神殿の伽が藍らんはラストウォール大聖砦に勝るとも劣らない。町を守る永久岩の三重城壁はフロストジャイアントの侵攻を全く寄せ付けなかった絶対の守り」

　ヤランドララは俺とリットの手を取った。

「ハイエルフも完璧ではない。悪いところもたくさんあるし、キラミンは決して楽園ではないのかもしれない。でも……私達は裏切らない」

「ま、待ってくれ、もう少し説明を。俺達のことだってまだ詳しく話していないのに」

「あなたはアレスから裏切られ追い出された。そして誰もあなたを追いかけようとしなかった」

「それは……」

「リットはロガーヴィアを救った。あなたは故国のために何度も戦い、師匠や仲間と死に別れても、それでも戦い抜いた。なのに、あなたはロガーヴィアを独り離れることになった」

　俺の手を握るヤランドララの手に力が込められた。

　おそらくリットの方も同じだろう。

「ちょ、ちょっと待ってよ。確かに私はロガーヴィアを離れたけれど、それは私から言い出したことで、誰が悪いって話じゃないわ」

　リットはロガーヴィアを救った英雄だ。

　戦後の復興でも、王族としての権力と、市し井せいの人をよく知る冒険者の視点を併せ持ちロガーヴィア公国のために尽力していた。

　リットの活躍はロガーヴィアのあらゆる階級の人々にとって希望だったことだろう。

　もちろんそれは悪いことではないのだが、英雄リットの名は英雄でありすぎた。

　リットの方が次代の王に相応ふさわしいという人達があらわれたのだ。

　一切の打算なく、純粋な気持ちで、それも貴族から庶民まであらゆる階級からだ。

「次の王は弟だと決まっていて、私はそれを邪魔するつもりはなかった。それだけの話なのよ」

「私なら、あなたを独り旅立たせはしない。あらゆるルールを曲げてでも、あなたが国に残れるようにする。あなたが国を救ったように、国はあなたを救うべきだと、私ハイエルフなら考える」

「ヤランドララ……」

　ヤランドララの目には涙が浮かんでいた。

　とても悲しそうな目だった。

「レッドはずっとパーティーのために尽くしてきた。なのに誰もあなたを追いかけなかった」

「あの時点で俺は戦いについていけなくなっていた。アレスの企たくらみがあったのは確かだが……あの時、俺を追い出すという判断には妥当性があった。だからダナンやテオドラが俺をすぐには追いかけなかったのも仕方のないことだよ」

「仕方のないこと!?　あなたまでそんなこと言うの!!」

　ヤランドララは俺に顔を近づけた。

　顔が触れ合いそうなほど近い。

「お、俺はただ、ダナンやテオドラの判断を責めないと言っただけで……」

「たとえあなたが本当に足手まといだったとしても、私はあなたと一緒に旅をしたかった！　あなたが苦しんでいるなら寄り添っていたかった！　これまでずっと助けてくれた人が役に立たなくなったから捨てるなんて判断、私には理解できない！　理解したくない！　だって仲間でしょ!!」

　ヤランドララの言葉は真まっ直すぐ過ぎて、俺は言葉に詰まってしまった。

「私は絶対にあなたを裏切らない」

　その言葉は本心からなのだろう。

　俺はどう応えていいか分からなかった。

「でもヤランドララ」

　俺の代わりにリットが言った。

「リットもレッドが追い出されたのは仕方がなかったって言うの？」

「ううん、そこについては私もヤランドララと同意見。こればっかりはいくらレッドの意見でも受け入れられないわ。レッドを追い出すなんて絶対に間違っている」

　あれ？

「リットもそう思うよね！」

「もちろん！」

「あの、リットさん？」

　リットがまさかのヤランドララ側に立ち、俺はリットとヤランドララに詰め寄られ後ろに倒れそうになる。

　俺の背中にルーティがピタリとひっついた。

「お兄ちゃんは私が支える」

「え、ええっと」

　前からはリットとヤランドララがギュウギュウと詰め寄ってきて、後ろからはルーティが抱きついてギュウギュウと支えてくる。

「い、いや、その、みなさん距離感が」

　３人の美少女に囲まれ……いやまぁヤランドララは見た目だけ美少女で中身は相当お歳としを召していると伺っているが……俺はしどろもどろになっていた。

「まっ、レッドがどれくらいパーティーに貢献していて、それを追い出したアレスがどれだけ間違っていたかはゾルタンに戻ってからじっくり語ってあげるわ」

「あ、うん」

「でもねヤランドララ」

　リットはすぐ隣のヤランドララへ顔を向けて言った。

「確かにレッドを追い出したことは間違いで、ロガーヴィア公国は私がいても良いように努力すべきだったのかもしれない。でも私達はキラミンには行けない」

「なぜ？」

「だって私達は今このゾルタンで幸せに暮らしているから」

　リットははっきりとそう言いきった。

「もし追い出された直後のレッド、ロガーヴィアを出た直後の私、そしてレッドと再会する前のルーティなら、あなたの申し出を受けたかもしれないわ。でも、私達はもう幸せな生活を手に入れたの。そうでしょレッド？」

　リットは俺を見て笑った。

　リットの笑顔はいつも可愛かわいい。

「リットの言う通り。俺はこのゾルタンで幸せに暮らしている。俺は初めて自分のために生きている。自分のためにリットとルーティ、それにティセ、モグリムやミストームさんもそうだ、他にもゴンズにタンタにナオにミド、冒険者になったアル、医者のニューマン先生に家具職人のストームサンダー、ミンクさんに、オパララにモーエン、まぁゴドウィンもそうだな。ゾルタンに住むたくさんの人達と仲良く、そして楽しくやれている。俺がゾルタンを選んだのは、ここでなら俺の正体がバレることなく静かに暮らせるという理由だったけど、今はゾルタンで幸せに暮らしたいと思っているんだ」

「……でも、また裏切られるかも」

　ヤランドララはそれでもまだ不安そうだ。

「確かに、裏切られないとは限らない。ゾルタンの友人達は英雄なんかではない、ただの一般人だ。どんな犠牲を払ってでも友情を守るなんてことはないだろう」

「だったら私達のところへ……！」

「でも、今の友情と幸せは本物だ」

　今度はヤランドララが言葉に詰まった。

「夕方に呼び止められて、一緒に飲みに行こうと誘われて、俺がリット達と一緒じゃなきゃ行かないと言えば、俺のことをからかいながら、即席で家族同伴の食事会を開いてくれる。こういう関係で俺は十分幸せだ」

「私は……あなたがまた傷つくんじゃないかって」

「まぁすぐには納得してもらえないよな」

「うん」

「だからさ、ヤランドララもしばらくゾルタンに滞在してみないか？」

「え？」

「別に急いでキラミンに行かなくちゃいけないなんてことじゃないんだろ？　だったらすぐに結論を出さず、俺とリット、ルーティとティセがこのゾルタンでどういう日常を送っているか、一緒に過ごしてから決めてもいいんじゃないかって」

「……ふふっ」

　ヤランドララは穏やかに笑った。

「昔のあなたは即断即決で、先送りは害悪みたいなこと言ってたのに」

「状況次第だよ。まぁでも、ここに来て俺も随分のんびりとした考えを受け入れられるようになったな」

「人間はどんどん成長していく。私はいつだって置いていかれてしまうわね」

　ヤランドララは俺の両りよう頰ほおに手を添えた。

「分かった。この話はやめましょう。その代わり私もしばらくゾルタンに滞在する。それでいい？」

「決まりだな」

　俺とヤランドララは白い歯を見せて笑いあった。

　そういえば王都にいたころは俺とヤランドララは、喧けん嘩かもたまにしてたっけ。

「話は終わった」

　俺の身体をぐいっとルーティが後ろに引っ張った。

　俺の頰に添えられていたヤランドララの指がすっと遠ざかる。

　ルーティは俺の身体をぎゅっと抱きかかえ、ちょっとだけむすっとしていた。

「最初から結論は決まっている」

　ルーティはぼそりと言った。

　まぁそうだな。

　俺とリットだけならともかく、ルーティも一緒なのだ。

　辺境のゾルタンと違って、キラミン王国は連合軍の一角だ。

　そこに『勇者』が属するとなれば、連合軍内のパワーバランスに大きな影響がある。

　スローライフなんて到底できるはずがない。

「そうだな」

　俺はルーティの頭を撫なでた。

　ルーティは目を細めて俺に身体を寄せる。

　確かに最初から結論は決まっていた。ルーティがキラミンに行けないのなら、俺がゾルタンを離れるわけがないのだから。

「話は終わりましたか」

「わっ!?」

　暗がりからぬぅっと小さな人影が現れた。

　俺やリットはもちろん、周囲の草木によって不可視の存在にすら気がつくヤランドララも驚いている。

　表情を変えていないのはルーティだけだ。

「ティ、ティセ、脅かすなよ」

「これは失礼しました」

　ティセは表情を変えずに謝った。

　いや、あれは「早く話し終わらないかなぁ」と微妙に思っていた顔だ。

　ヤランドララに対する、お茶ちや目めな仕返しのつもりだったのかもしれない。

「では次は私の方の要件ですね」

「私の方？」

　ティセの言葉に俺はヤランドララの方を見た。

　だがここまで一緒に同行してきたヤランドララも、何も聞いてなかったようで首を傾かしげている。

　ティセは俺達の前にバン！　と手製の地図を置いた。

「これは？」

「ズーグ達から聞いた情報をまとめた地図です」

「ほぉ、確かにジェムジャイアントの集落まで、しっかりと描かれているな。で、この花丸が描いてあるポイントはなんだ？」

「温泉があります」

「あ」

　そういえば〝世界の果ての壁〟に温泉があるって噂うわさがあったな。

　ティセはどうやらズーグから温泉の場所を聞き出していたようだ。

「ここから歩いて10分か15分です」

　ティセは無表情だが目がキラキラと輝いている。

　俺達と合流してすぐに別れず野営まで一緒に来てくれたのは、温泉が目的だったのか。

　いや、ちゃんと俺達とヤランドララのことも心配してくれていたんだろうけど。

「ぜひ行きましょう」

　ヤランドララが叫んだ。ヤランドララの目もキラキラと輝いている。

「もぅ！　そんな貴重な情報を知っていたならなんで前もって言ってくれなかったのよ！」

「おや、ヤランドララさんもお風呂好きですか？」

「もちろん！」

　そういえばヤランドララは綺き麗れい好ずきで、旅の間でも毎日欠かさず体を洗っていたし、川があればよく水浴びしていたな。

　より気持ちよく綺麗になれる温泉が嫌いなわけ無いか。

「で、私とヤランドララさんは温泉に行きますが」

「私も行く」

「お兄ちゃんが行くなら私も」

　それから４人は俺を見た。

「温泉かぁ、そりゃ俺も入りたいけど……天然の温泉だろ？　もしかしたらモンスターが手入れしているのかもしれないけど」

　温泉が気持ちいいというのは人間やエルフだけでなくモンスターにとっても同じなようで、モンスターが温泉を整備していたという話はいくつも事例がある。

　だが。

「男湯と女湯で分かれてるってことはないだろう」

　いくらモンスターが整備している可能性があるとはいえ、モンスターは雄雌で裸を見せ合うことに羞恥心を持ったりはしない。

「だから先に女性組が行って、その後で男性組が行くってのはどうだ」

「えー、私レッドといっしょに入りたい」

　リットが不満そうに言った。

　いやでもティセもいるし。

「私のことはお構いなく。私は温泉を堪能して自分の世界に籠もりますので」

「いやいや。それに俺だけじゃなくてゴドウィンとモグリムもいるんだぞ」

「うーん、確かにそれはちょっと」

「だろう？」

「あ、でも、私達が温泉入っている間見張りが必要だよ。だからレッドだけ一緒に付いてきてよ」

　確かにそれは心配だ。

　いや裸でもルーティに勝てるモンスターなんて存在するとは思えないが……温泉に入っている間はここが危険なモンスターの徘はい徊かいする山の中だということは忘れてのんびりしてもらいたい。

「そういうことなら……分かった、一緒に行くよ」

「やった」

「じゃあ、みんなは準備しておいてくれ。俺はミストームさんに声をかけてくる」

　楽しそうに洗面用具を取り出しているティセ達を微笑ほほえましく思いながら、俺はミストームさんのいる場所へと向かった。

　ミストームさん達は、俺達が過去の話をすると察し、気を利かせて声が届かない程度に離れた場所で野営をしている。

　焚たき火の明かりへと向かうと、そこではマットの上に座禅を組んでいるミストームさんがいた。

「レッドかい？」

　目を閉じたままミストームさんは俺の名を呼んだ。

　モグリムは武器の手入れをしていて、ゴドウィンは砂糖を炙あぶって作ったベッコウ飴あめを食べているようだ。

「この近くに温泉があるみたいなんだ。これからリット達が温泉に入りに行くから、ミストームさんもどうかなってお誘いに」

「温泉かい。いいねぇ……だけど見ての通り魔力の回復中でね。この歳としになるとどうしても使った魔力がなかなか戻ってこないんだよ。これが終わったらすぐに寝るつもりだから、悪いけど遠慮しておくよ」

「了解」

　モグリムとゴドウィンの方を見ると。

「もう俺はクタクタだ、一歩も歩きたくないね」

　と断るゴドウィン。

「サウナは好きだが風呂はあんまり」

　と歯切れの悪いモグリム。

　そういえばモグリムは泳げなかったな。

「でもお風呂で溺れることはないだろ」

「人間もドワーフも水の中では息ができんだろうが。それはつまり我々は水の中に入るべきではないということだ」

「そうですか」

　まぁ身体はしっかりと洗っていて、清潔にしているから別にいいんだけど。

「昔は儂わしも体を洗うのなんて週に２回くらいでいいと思っていたんだがな」

「それはキツイな」

「それをカミさんに毎日のようにゴシゴシ洗われて」

「ペットの犬みたいだな」

「ははは、ペットの犬か、確かにそうだな。まぁカミさんのおかげで清潔な状態にすっかり慣れちまって、今じゃ自分でも身体を洗わないと落ち着かなくなってしまったんだよ」

　モグリムは歯を見せて愉快そうに笑った。

　俺やゴドウィンも笑い、ミストームさんからは精神集中の邪魔をするなと苦笑交じりに怒られてしまった。

「レッドのせいで、怒られたじゃないか」

「俺のせいか？　いい奥さんだな」

「もちろん、うちのカミさんは世界一だ……まったく、儂にはもったいないくらいできすぎている」

「〝世界の果ての壁〟に素材を探しに行ったってバレてたな」

　ミンクさんがミストームさんにモグリムを手伝って欲しいと頼んだことを、俺もミストームさんから聞いていた。

　心配をかけまいと出てきたはずが、逆にこうしてミンクさんに気遣われていたことを知って、モグリムは小さいががっしりとした身体をさらに小さくしていた。

「いいじゃないか」

　俺はモグリムの隣に座って、小さなドワーフの背中を叩いた。

「モグリムはミンクさんのためにできることをしようとして、ミンクさんはモグリムのためにミストームさんを頼った。良い関係だ」

「うーむ」

「そりゃ最初から話し合っていればミストームさんが追いかけることにならなくて済んだだろうけど、こうして何事もなく合流できたわけだし。こういう遠回りでお互いの気持ちを確認しあうのもいいものだと俺は思うよ」

「……うむ！　確かにな！　まったくうちのカミさんは最高だな！」

「結婚して長いのに、モグリムとミンクさんはいつまでもバカップルだな」

「レッドも儂らを見習っていいぞ」

「はいはい……もちろん俺達も何年たってもバカップルでいるさ」

　ガジリとベッコウ飴を嚙かみ砕くだく音がした。

「がー！　なんだその会話は！　隣で聞いてる俺の身にもなれ！　自重しろ！」

「ゴドウィン、何怒っているんだ？」

「怒っているかだと？　怒るに決まってるだろ！」

　ゴドウィンは俺に向かって地面の砂を投げつけた。

　まったく、困ったやつだ。

「で、ゴドウィンはこれからどうするんだ？」

「これからって、俺は明日、ティセの嬢ちゃんと一緒に山を下りるよ」

「その後だよ」

　脱獄囚であるゴドウィンはお尋ね者だ。

　今回はミストームさんによって助けられたようだが、次また捕まったら今度こそ縛り首だろう。

「くくく、もう心配はねぇのさ」

　ゴドウィンはニヤニヤと笑っている。

「俺はミストーム師を手伝って危険な〝世界の果ての壁〟を調査し、その記録を持ち帰る。その功績によって悪魔の加護事件のことは不問とする、って話になってんだよ」

「いやいや、相手はゾルタンの司法だけではなく教会だろう？　いくらなんでも……」

　俺がちらりとミストームさんの方を見ると、ミストームさんは片目を開けてニヤリと笑った。

「ゾルタンの教会のトップは私の仲間だからね」

　そういえば、ミストームさんが冒険者だったころのパーティーに、今ゾルタン教会のトップであるシエン司教がいたな。

　コネでもみ消すつもりらしい。

「私はそんくらいの我わが儘まま通せるほど偉いのさ」

「あはは……」

　まぁゾルタンでは、これくらい緩いのがちょうどいいのかもしれない。





＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊






　私はティセ・ガーランド。今は孤高の温泉ハンター。

　時は夕暮れ、場所は前人未到の大山脈〝世界の果ての壁〟。

　私は乳白色のお風呂に身体を浸し、温泉を堪能していた。

「温度は熱め。子供にはちょっと熱そうだけど、こんなところまで子供連れで来ることは難しい」

　ここは火山ではないから、おそらく火竜レツド・ドラゴンの骨が地下に埋まっているのではないだろうか？

　火竜レツド・ドラゴンは、今はもういない始祖竜オリジン・ドラゴンの一種だ。かつては最強のモンスターとして世界中に帝国を築いていたそうだ。

　だがその善でも悪でもない存在は、デミス神とデーモン上帝オーバーロードが戦争したとき、どちらの味方もしようとしなかった為ためにその身体を半分に裂さかれ、光の輝竜ラデイアント・ドラゴンと闇の灰竜アツシユ・ドラゴンが生まれたと伝説では伝えられる。

　それが本当かどうか私には分からないが、地中に眠る火竜レツド・ドラゴンの骨によって温泉や特殊な植物などが生まれることは明らかになっていた。

「ここでどのような戦いがあったのかは分かりませんが。そのおかげでこうして温泉を楽しめているのだとしたら、ドラゴンの魂に祝福を」

　この温泉は気持ち良いとはいえ、やはりちょっと熱い。

　だがここの温泉には背の小さな私にもちょうどいいくらいの石が温泉の縁に置いてある。

　そこに腰掛けることで、上半身は冷たい外気に晒さらし、下半身は温かい温泉に浸すという完全無欠の体勢になれるのだ。

　私は山の風を浴びながら心地よさに目を細める。

「素晴らしい。これは高得点ですね、しかもこのパノラマ」

　山の上から眺める広大な夕焼け。

　真っ赤に染まる大地と海。

　夜がだんだんと広がっていくのが、はっきりと分かる。

　まるで自分が天上の存在になったかのようで、私は「ほぅ」とため息を吐いた。

「95点。唯一の問題点はゾルタンからあまりに遠すぎる」

　ここまで４日。ゾルタン周辺とは比べ物にならない強力なモンスターの徘徊する山道を進む旅。

　さすがにこれは秘湯過ぎる。

　私でも来るのは半年に１回くらいでいいかなぁ、とか思ってしまう。

「本当に惜しいことです」

　だが今この瞬間は１００点満点の温泉だ。

　私は幸せを全身に感じながら、温泉を満喫していた。

「やっぱり５ヶ月に１回くらい……」

「ティセ」

　ルーティ様が呼んでいる。

　風景から温泉側へ視線を向けると、ルーティ様とヤランドララさんがこちらへお湯をかき分けてやってきた。

　リットさんはレッドさんにこっちに来るように呼びかけているようだが、レッドさんはあれだけいつも堂々とイチャイチャしているのに、変なところで貞操観念が強いから多分こないだろう。

「ティセ」

「あ、すみません。なんでしょうか」

「ヤランドララから聞いた。ティセがヤランドララと戦ったって」

「ああ……ええっと、状況的に仕方がなかったんです。すみません、ルーティ様の仲間に剣を向けて」

　知らなかったとはいえ、あの時の私は腕の１本くらいは斬り落としてでも止めるつもりだった。ミストームさんが加勢してくれなかったら、どうなっていたことか。

「違う」

　謝った私にルーティ様は首を横に振った。

　それからヤランドララさんの腕を引っ張る。

　ヤランドララさんは真面目な顔で私の正面に立った。

「ええっと？」

「ルーティからあなたのことちゃんと話を聞いたわ……だから、あらためて言わせて」

　それから、勇者の仲間として多くの人々を救ってきた英雄は、私に深く頭を下げた。

「あなたがルーティにとって、どれだけ大切な存在だったか聞いた。そのあなたを傷つけようとした私の行動は間違っていた。本当にごめんなさい」

「だ、大丈夫ですよ。私もヤランドララさんも怪我けがせずに済みましたし」

「ゾルタンをレッド達が大切に思っているのも聞いた。それを破壊しようとしていた私は、彼らを傷つけようとしていたのも同じだわ」

　ヤランドララさんは頭を下げたまま言葉を続けた。

「あなたが止めてくれなければ取り返しのつかないことになるところだった。私を止めてくれて本当に感謝しているわ。ありがとうティセ」

「ゾルタンの人達も納得していましたし、大丈夫ですよ」

　ヤランドララさんは本気で謝罪し、お礼を言っている。

　それは分かるのだけど……今、私達は温泉に入っているわけで、ヤランドララさんは裸なのだ。

　その大きな胸やくびれた腰、お尻の曲線、すらりとした太もも。

　ハイエルフの美術品のような整った身体が私の前にあって、肌色を惜しげもなく見せながら謝っている。

　暗殺者という仕事は、憎まれることはあっても人に謝られたり感謝されたりはしないものだ。

　だから……いや、普段から謝られることはあっても、こういう状況ではやはり困っていただろう。

　でもまぁ。

「分かりました。ヤランドララさんの謝罪とお礼を受け入れます。頭を上げてください」

「ありがとう」

　頭を上げ、ホッとしたように笑うその表情は、レッドさん達が信頼している通りの良い人なんだろうなと、私も思えるものだった。

　それから私達は温泉を堪能し、ヤランドララさんと別れた後、私とルーティ様がどのような冒険をしてきたかなど、話に花を咲かせた。
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　翌日。朝。

　ティセ、ゴドウィンと別れ、俺達は山を進んでいた。

　もう獣道ほどの道もなく、下生えと岩肌の中を進んでいく。

　ジェムジャイアントの集落まであと少し。

　ゾルタンを出てからもう５日の時間が過ぎていた。

　山の上を見上げれば白い雪の積もった頂が見えた。頂は太陽の光を浴びてキラキラと輝いていて綺き麗れいだ。

　無性に、あの頂まで行ってみたいという気持ちが湧いてくるが、もちろんそんな予定も準備もしていない。

「いきなりやってきて仲間に入れろとは、これだからエルフは無法者だと嫌われるんだわい」

「あら、私はあなたがレッド達と知り合うずっと前からレッドの仲間だったの。後から仲間になったのはあなたの方じゃない？」

「そういうことを言っとるんじゃない！　儂わしらは４人での旅として計画を立てとるんだ！　ちゃんと登山の準備をしてきたミストームと違って、お前は登山用の防寒着すら持っていなかっただろう！」

「急いでいたんだから仕方ないじゃない。それにちゃんとレッドが防寒着の予備を持っていたから問題ないわ」

「そういういい加減さエルフ流儀が、儂は我慢ならんのだ！」

「計画はしっかり立てる。だけど計画に縛られない。それがエルフ流儀なの」

　ヤランドララとモグリムは、ずっとあの調子だ。

　ドワーフとハイエルフは仲が悪いとは聞いていたが、こうも絵に描いたように仲が悪いとは思わなかった。

「聞いたぞ、貴様レッド達をキラミン王国へ連れて行こうとしているそうだな」

「今は保留中だけど、ゾルタンでの暮らしぶり次第ね」

「その傲慢さがハイエルフの悪癖だな。ハイエルフがうじゃうじゃいるところより、このゾルタンの方が良いに決まっている」

「そういう偏見に満ちたドワーフがいるのは減点ね」

　昨日合流したばかりの頃は、緊張感があってお互い距離をとっていたのだが、深刻な敵対はないと分かると、ああやって軽口を叩たたき合い始めたのだ。
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「私、ヤランドララのイメージ変わったなぁ」

　リットが苦笑している。

「あれでなかなか楽しい性格をしてるんだ」

　ヤランドララという人物の性格を一言で表すのは難しい。

　沈んだ気持ちを盛り上げるムードメーカーでもあり、膝を突きそうな仲間を引っ張る年長者としての側面もある。

　だが、自由奔放で我わが儘ままでもあり、その気まぐれさは猫のようにも思える。

　自分が罵倒されることに対しては冷静かつ冷淡に対処できるのに、仲間のことになると激しく怒る激情家でもある。

　そして、ああして子供のような言い争いをすることもある。

「でもヤランドララは、良いヤツで信頼できるのは間違いない。大切な友達だよ」

「うん、私も信頼してる」

「そういえばリットも、魔王軍との戦いの後は随分仲良くなっていたな。ヤランドララはああいう性格だから、中々友達になってくれないんだが」

「ふふっ、私とヤランドララは共通の話題があったもの」

「へぇ、リットとヤランドララに共通の話題ねぇ。なんだろうな」

　悩んでいる俺をリットはじっと見つめている。

「ヤランドララとはその話題についてあとでじーっくり話そうと思ってるんだよ」

「そ、そうか」

　リットの弾んだ声を聞いて、俺は首を傾げたのだった。
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　ジェムジャイアントの集落は、彼らの作った宝石鉱山の入り口付近にある。

　巨人の代名詞といえるジャイアント種は、その巨体を維持するのに食事だけでなく環境からエネルギーを得るという性質がある。

　上位種のジャイアント達はドラゴンにも匹敵するような力を持ち、さらにドラゴンより高度な社会性を持っているにもかかわらず、その勢力圏が限定されているのは、生まれた環境以外だとだんだんと衰弱していくからだ。

　ジェムジャイアントの場合は、宝石をカットして加工する時にエネルギーを得られるらしい。

　ジェムジャイアントにとって宝石を採掘し、カットすることは生きるために必要な行為なのだ。

「戦いに来たわけじゃない。取引の話だ」

　俺は武器を持っていない両手を見せ、敵意が無いことを示しながら言った。

　ジェムジャイアントの宝石鉱山の入り口に近づいた俺達を、３体のジェムジャイアントが取り囲んでいる。

　ジェムジャイアントは、身長は３・５メートル程。岩のような筋肉質の身体に縞しま模も様ようの紋が浮かび、太く長い眉毛とヒゲのない丸い顎をした巨人だ。

　人間に似た姿をしているが、異形なのは両腕と両目、そして両肩から飛び出た結晶だろう。

　素手で岩盤をくり貫き、宝石を加工するその両手には、分厚く長い、まるでモグラのような爪が生え揃そろっている。

　両目は黒目と白目の概念のない、まるで宝石のような単色の目をしていた。

　また両肩から短い翼のように宝石の結晶が生えている。ジェムジャイアントはあそこにエネルギーを蓄えるらしい。実際に、あの部位は宝石として加工できるそうで、ジェムジャイアントを狙う冒険者も多い。

　もっとも、ジャイアントとしては中堅に位置するジェムジャイアントの怒りに触れて、町ごと滅ぼされる冒険者の話も数多いが。

「下がれ、我らは用などない」

　ジェムジャイアントは、右手の爪を俺達に向けて言った。

　警戒されているようだ。

「この通り、ガラスを用意している。客人として扱ってもらえないだろうか？」

　ガラス玉を見せると、ジェムジャイアント達は「おおっ」と声を漏らした。

　明らかに動揺している。

　ガラス玉はジェムジャイアントにとって確かに珍しく価値があるものだが、これだけ反応が良いのは初めてだ。

　ここが〝世界の果ての壁〟で、人間の作った品物は滅めつ多たに手に入らないからなのかもしれないが。

「……来い」

　ジェムジャイアントの１体が言った。

「ねぇ、なんだか様子がおかしくない？」

「うむ、何かやつら切羽詰まった様子があるな」

　ヤランドララとモグリムがヒソヒソと話している。

　確かに２人の言う通り、ジェムジャイアントが俺達を見る目にはただならないものがある。

　俺達はジェムジャイアントがその両手で掘り抜いた宝石鉱山へと入る。

　俺はライトの呪文を頼もうとミストームさんの方を振り向いた。

　その時、背中で威圧感が膨れ上がった。

　俺は反射的に身体を翻す。

　次の瞬間、俺のいた場所にジェムジャイアントの足が振り下ろされていた。

　俺はジェムジャイアントの懐に潜り込み、巨人の両足を払った。

　バランスを崩し、倒れるジェムジャイアント。

　残り２体のジェムジャイアントが俺に向けて両手の爪を振り上げる。

「ぐあっ!?」

　小さな炎がジェムジャイアントの身体を焼いた。

　驚き、慌てて火を消すジェムジャイアント達。

「ま、魔法だと!?　印を組んでいなかったぞ!?」

　ジェムジャイアントは理解の出来ない現象に混乱しているようだ。

　ジェムジャイアントが我に返った時には、リットとルーティの剣がジェムジャイアントの首にピタリとつけられていた。

「今のはリザーブマジックか」

　魔法を使ったのはミストームさんだ。

　あれは、上級魔法クラスの強力な魔法を発動寸前の状態で維持することで、その余剰エネルギーを単純な攻撃魔法にして飛ばす技術だったはずだ。

　印もなしに魔法を使える代わりに、火や冷気などエネルギーを矢にして飛ばすくらいしかできず、維持している上級魔法を使わない限り他の魔法を発動できないという欠点はあるが、今みたいな状況の目くらましとしては十分だろう。

「こういう小技を使わないと魔力が持たなくてねぇ」

　ミストームさんはそう言って笑っているが、リザーブマジックはスキルではなく技術。

　習得には才能と長年の研けん鑽さんが必要だ。

　俺も実際に見たのはこれが初めて。ゾルタンという辺境であっても、何十年も町を守り続けてきたこの老魔法使いは英雄と呼ぶに相応ふさわしい実力者のようだ。

「やめんか！　愚か者どもが！」

　怒声が、坑道にビリビリと響き渡る。

　薄暗い坑道から出てきたのは他のジェムジャイアントより一回り大きい、屈強なジェムジャイアントだ。

　最初は俺達に向かって怒鳴ったのかと思い俺は剣の柄に手をかけるが、ジェムジャイアントの宝石の目は仲間の巨人達に向けられていた。

　俺達に襲いかかった３体の巨人は恥じ入るように、両腕を下げ地面にひれ伏した。

「戦う意志は無いってことでいいんだな？」

　俺の言葉に、屈強なジェムジャイアントは地面にあぐらをかくと、両の拳をつき、地面に額が触れるほど深々と頭を下げた。

「人間、ハイエルフ、ドワーフよ。申し訳ないことをした」

　立てば俺達の３倍はある巨大なジェムジャイアントの戦士が、俺達より頭を低く下げ謝罪している。

　初めて見る光景に、俺はリットと顔を見合わせ戸惑っていた。
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　巨人の地位は、実力主義と年功主義の中間のような考え方で決まる。

　それは、どれだけの戦いに参加し生き残ってきたかという数だ。

　真っ先に逃げて生き延びたなどの不名誉な巨人は処罰され、奴隷のような身分に落とされることになるが、仲間と最後まで肩を並べて戦いさえすれば敵をどれだけ倒したかにかかわらずただ戦いの数が重視される。

　この方式なら腕っぷしが強く血気盛んな若者よりも、戦いに慣れた思慮深い者が指導者に就くことになるし、力が衰え戦いから逃げるようになれば、いずれ別の者が指導者として取って代わるのだ。

「客人になんらもてなす物がなく心苦しいが、どうかくつろいでくれ」

　俺達に謝罪した屈強なジェムジャイアントは、戦いを何度も生き抜いてきた猛者で、この部族の指導者のようだ。

　俺達は岩盤の上に敷かれたアウルベアの毛皮の上に座り、そのジェムジャイアントの部族長と相対していた。

　俺達の前には透明な水の入った石のコップが置かれている。

「心遣い、ありがたくいただこう」

　俺はコップの水を飲み干した。

　地下水なのか、水は良く冷えていた。

「レッド」

　リットが小声で心配そうに俺に声を掛ける。

　いきなり襲ってきた相手が差し出してきた飲み物なのだから警戒しているのだろう。

「大丈夫だよ」

　襲ってきたジェムジャイアントも、俺を殺すつもりはなく手加減していた。

　もし本気で攻撃するのなら、足で踏みつけようとせず、あの爪で突き刺してくるはずだ。

　それにこの集落の様子。

　どのジェムジャイアント達も、疲れ切っている様子であまり動かずじっとしている。

　地面には動物の骨が散乱し、大量の食事が行われた跡があった。

　だがジャイアント種はその膨大なパワーを維持するのに、食事だけでは足りないはずなのだ。

　だからジャイアント種にとって食事は娯楽の意味合いが強く、ヒルジャイアント丘の巨人のような怠惰でいい加減なジャイアント以外がこんなに食事の跡を残すことは本来ない。

「俺達はあなた方の宝石と、このガラスとを交換に来たんだ」

「悪いが……」

「まずはガラスは先に渡しておく。もし宝石が手に入らなくても返さなくていい」

　これまで無気力気味に俺達のことを見ていた周りのジェムジャイアント達が色めき立った。

「ま、待ってくれ」

　だがジェムジャイアントの部族長は仲間達を声で制する。

「宝石は手に入らない。対価を支払えないものを受け取るわけにはいかない」

　この部族長はかなり義理堅いタイプだな。

「だが、このままでは部族は餓が死ししてしまうぞ。宝石が採れなくなったんだろう？」

「知っていたのか」

「いや、あなた方の様子を見て察しただけだ。どういう状況なのかは分かっていない」

　俺はガラス玉の入った袋をすべて取り出し、部族長の前に並べた。

「対価が支払えないというのなら、これは贈り物だと思って欲しい」

「しかし」

「眼めの前に飢えている者がいるんだ。余裕があるなら分け与えるのが冒険者の道義というものだ」

「……分かった。我らの非礼を許す寛大さと、我らが窮地に天恵のごとき贈り物を賜り感謝する。人間とハイエルフとドワーフの友よ、我ら部族が滅ぶ時まで変わらぬ友ゆう誼ぎを誓おう」

　そこまで重い誓いをしなくてもいいんだけれど。

　この状況のジェムジャイアントにとって、ガラスが砂漠の水くらいに大切なのは分かるんだが、１袋２クオーターペリル。安価なオブシディアンのアクセサリー１個買うお金で10袋も買えてしまう。

　そのガラス玉で部族の子々孫々にいたるまでの友情を誓ってくれるという。

　だが、こうでもしないと誇り高い彼らはガラスを受け取ってはくれなかっただろう。

　だから俺は、ジェムジャイアントの誓いが当然のものであるかのように対応する。

「ああ、よろしく頼む」

　俺の差し出した手に、部族長は両膝を突き、恭しく両手で触れたのだった。
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　この集落で暮らすジェムジャイアントの数は30体くらいのようだ。

　ガラスは十分に数があり、今はどの巨人も鋭い爪を器用に扱い、ガラスを宝石のようにカットしている。

「なぜ」

　ルーティがぼそりと呟つぶやいた。

「どうした？」

「なぜデミス神は、彼らにこのような性質を与えたの？」

「宝石をカットすることでエネルギーを得る性質か？」

「うん。他の巨人だってそう。鉄の巨人や青銅の巨人は良質な金属を精錬する。炎の巨人は文明を炎で破壊することでエネルギーを得る。それなのに霜の巨人や海の巨人のように、ただ自分に合った環境にいるだけでエネルギーを得る巨人もいる」

　ジェムジャイアント達は、嬉うれしそうに……多分空腹の人間が分厚いステーキ肉を食べる時のような感情でガラスを美しく加工している。

　人間の価値観からすると、それは異様で不合理な光景に見えるかもしれない。

「この世界は神が作った。加護と同じように、あらゆる生き物には目的があって作られた。巨人だってそう。この宝石を作ることでエネルギーを得る性質は、神が目的をもって作ったはずでしょ？」

「そうだな」

「お兄ちゃんは……なんでだと思う？」

「多分ルーティが考えているのと同じだよ。ジェムジャイアントを倒す理由を他の種族に与えるためだ」

　人間を襲うモンスターを、なぜ神は作ったのか？

　それは人間が加護を成長させるための敵として作られたから、というのが聖方教会の教えだ。

　それが正しいのだとすれば、ジェムジャイアントの性質も同じ意図だろう。

　この強力な巨人を倒すことができれば、大量の宝石を戦利品として得られる。

「母ちゃん見てくれよこのカット！」

　若い巨人が叫んだ。

　近くにいた女性の巨人は若い巨人の手元を覗のぞき込むと、その頭をぐしゃぐしゃと撫で、大声で笑った。

　その様子を見て、ルーティは微笑ほほえむ。

「モンスターと人間とは価値観が違う。今回は上手うまく交渉できたけれど、上手くいかないことの方が多い。私達は戦いを避けられない。でも、モンスターは加護の餌として存在しているんじゃない。私はそう思いたい」

　教会の異端審問官に聞かれたら、問題になる発言かもしれない。

　だけど。

「俺もそう思うよ」

　教会程度でルーティが止められるのならば魔王軍は苦労しなかっただろう。

　ルーティを縛ることができるモノは『勇者』だけで、今や『勇者』もルーティの自由を縛れない。

　俺はルーティの言葉に頷きながら、彼女が手に入れた自由を嬉しく思っていた。
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　２時間ほど後。

　ジェムジャイアントの部族長は俺達のところへと戻ってきた。

「待たせてしまって申し訳ない」

　戻ってきた部族長は、先程よりも一回り大きくなったかのような威圧感があった。

　肌のツヤや張りが目に見えて良くなり、全身から気力が満みち溢あふれている。

「久しぶりに腹いっぱいに宝石をカットすることができた。心から礼を言う」

「お口にあったようで良かったよ」

「うむ、ガラスは少々雑味が強く量をカットすると飽きがくるが、空腹はガラスであってもダイアモンドのような美味へと変えるものなのだな」

「あ、あぁ、そうなんだ」

　困った。

　宝石のエネルギーの味とかさっぱり分からない。

　俺が返答に困っているのを見て、ヤランドララがくすくすと笑っていた。

「冗談を言うくらいに回復できたのね」

　俺の代わりにヤランドララが前に出た。

　なに？　冗談？

「ははは」

　部族長はヤランドララの言葉に笑った。

「いや、すまん。今ほど気分が軽くなったのは久しぶりだったのだ」

「すっかり元気になったようね」

「うむ、見ての通りだ」

　本来はなかなかユーモアのある性格なのだろう。

　戦いの古傷だらけの顔を歪ゆがめて、部族長はずっと笑顔のままだ。

「それで、ジェムジャイアントの集落から宝石が枯渇するなんて、何が起こっているんだ？　ここら一帯の宝石を採り尽くしてしまったのか？」

「そうではない。宝石を食う魔物が鉱山に住み着いたのだ」

　宝石を食う魔物？

　魔物という表現は特殊な表現だ。

　怪物モンスターでも悪魔デーモンでもなく魔物。

　正体のわからない何か危険で、恐ろしいものという表現である。

「宝石を食うって、ジェムジャイアントであるあなた達が１つも取れなくなるほどか？　一体何体のモンスターが巣食ってるんだ？」

「１体だけだ」

「しかし、１体で山中の鉱石を喰くらい尽くすなんて」

「その上、我々ジェムジャイアントや、他のモンスター達が束になっても全く歯が立たず一方的に殺さつ戮りくされるほどの強さだ」

「〝世界の果ての壁〟のモンスター達が一方的に」

「俺はここで生まれ育ったから、他の土地と比べてレベルがどう違うのかまでは分からんが……一方的だ。我々の部族の戦士達もみな死んだ」

　ふーむ、スローライフな冒険のつもりだったのだが……魔物と呼ぶに相応ふさわしいモンスターがここにはいるようだ。
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　俺とリットが先頭に立ち、ヤランドララ、モグリム、ミストームが中衛、最後尾をルーティが守る陣形で、俺達はジェムジャイアントの鉱山の坑道を進んでいた。

「存在するだけで周囲の宝石や鉱石を鉛に変えるモンスターねぇ」

　リットが首を傾げながら言った。

　俺達はジェムジャイアント達から分かっている情報を聞き出し、その魔物のところへ向かっていた。

「聞いたことがないわ」

「未知のモンスターか」

　もちろん、未知のモンスターはまだ数多くいる。

〝世界の果ての壁〟のような秘境となればなおさらだ。

「だが放置はできないよ」

　そう言ったのはミストームさん。

「放置すればゾルタンの毒になる」

　ヤランドララによれば、この魔物の存在がズーグの森の木々を弱らせていたという。

　この魔物が山の鉱物を鉛に変えていったことで、鉛が地下水を汚染し森の木々を弱らせていたのだ。

「俺達を襲った土砂崩れも、地面の中の鉱物を作り変えられたことで地盤が弱くなっていたからだったんだ」

「ロックトロルが鉛の金棒を使っていたのも、鉄鉱石が手に入らなくなったからだったのね」

「私達がレッド達を追いかけるために乗ってきた馬が、山を嫌がったのも影響があるのかも知れないねえ」

　今回の旅の問題は大体こいつのせいだ。

「鉛の被害がゾルタン東側の集落や、ゾルタンの川へと広がる前に倒さないと」

「でもいいのかい？」

　先へと進む俺達にミストームさんがたずねる。

「私はゾルタンの先代市長だ。引退した今でもゾルタンを守る責任があると思っている。多少の我わが儘ままも私が責任を持つから言えるってもんさ。だけど、あんた達は違うだろう？

　もう宝石は手に入らないんだ。それに相手はどんな化け物なのか見当もつかない未知のモンスター。あんた達が命を張る理由なんてないんじゃないかい？」

「だからってミストームさんを１人で行かせるべきだとは思わないな」

　俺は首を横に振った。

「魔法使いはパーティーを組んでこそ実力を発揮できる。冒険者の基本だろう」

「しかしねえ、今回ばかりは得体のしれない相手だ。命の保証はできないよ」

　リットが笑った。

「この戦いに満ちた世界で、命の保証なんて元々どこにもないものじゃない。英雄リットは冒険者を引退したけれど、それはゾルタンを守るために戦ってはいけない理由にはならないわ」

　ルーティも頷く。

「私は今のゾルタンのＢランク冒険者。それに私は誰かのために戦うのは慣れているから……最近はそれを許せるようになってきた」

　ヤランドララは植物生成の媒体として使う種の状態を確かめながら言う。

「私はゾルタンが本当にレッド達に相応しい町なのか知らなくてはならない。だから、モンスターに平和を乱されては公平な判断ができなくなるわ」

　モグリムが顔をしかめてヤランドララを睨にらむ。

「これだからハイエルフは。ここまで一緒に旅をしてきた仲間が困っている。だったら助ける以上の理由があるか！」

　ヤランドララもムッとした表情になり言い返す。

「ドワーフと違ってハイエルフはそんな分かりきったことをいちいち恩着せがましく言わないのよ」

「言わんと伝わらんわい！　これだからハイエルフは信用ならんとか言われるのだ」

　伝統的な喧けん嘩かを続ける２人を、俺は「まぁまぁ」となだめた。

「そういうわけだから、ミストームさんは気にしなくていい。俺達は望んで戦いに臨むんだ」

「……まったく、命知らずだねえ。ありがとう、ゾルタンを代表して礼を言うよ」

　なにせゾルタンは俺達が住む町なのだ。
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　鉱山の中には生きているものは何もいなかった。

　コウモリはおろか、虫や苔こけなども一切いない。

「レッド、ここでは精霊の声が聞こえない……私は魔法を使えないわ」

　リットが深刻な声で言った。

　リットの『スピリットスカウト』は、精霊の力で魔法を使う加護。精霊の存在しない場所では魔法を使えなくなる。

　ヤランドララも壁に手を触れて首を横に振る。

「ここでは植物の声も聞こえない」

「ヤランドララも魔法が使えないのか？」

「植物を作り出すことはできる。でも他の魔法はだめね」

「大精霊召喚なんてのは無理か」

　となると。

「治癒はルーティ頼みになるな」

「任せて。私は剣も魔法も問題ない」

「エルフの魔法などより、最後に物を言うのはやはり鋼の刃よ」

　ルーティとモグリムは得意げだ。

「ミストームさんは……」

「私は問題なく魔法は使えるね。ただ鉱山の中だとあまり派手な魔法は使えないよ」

「接近戦で仕留めることになりそうだな」

　とはいえ接近戦が得意な巨人のジェムジャイアントが勝てなかった相手だ。

　かなり防御力の高い相手なのだろう。

「でも、私達の攻撃力はジェムジャイアント以上でしょ？」

「まぁそうだな」

　ルーティは人類最強だ。

　俺とリットも人類最高峰の剣士だろう。

　ヤランドララも精霊魔法が使え無かったとしてもドラゴンと戦えるくらい強い。

　ミストームさんは『アークメイジ』で歴戦の冒険者だ。

　モグリムは英雄というほど強くはないが、ジェムジャイアントと互角くらいには戦えるだろう。

　これほどのパーティーとはそうそう巡り合えるものではない。

「大丈夫、どんな敵が相手でもお兄ちゃんと一緒なら負けない」

　ルーティは俺を見てそう言った。

「ああ、その通りだ」

　そう言いつつも、俺は漠然とした不安が胸の中を渦巻いていた。

　まるでこれから魔王軍四天王のような強敵と戦うような、そんな不安だった。

　俺達はさらに坑道を進む。

　その間、モンスターはおろか、虫一匹出会うこと無く俺の掲げるランタンの明かりに照らされた道を歩き続けた。

　そしてその魔物は姿を見せた。
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　巨人の掘った坑道は、人間が歩くのに十分な広さがある。

　だがその空洞の広さは常軌を逸していた。

　ロガーヴィアの城がそのまま入りそうなほどの空間だ。

　掲げたランタンの明かりは天井まで届かず、月のない夜のような暗闇がどこまでも広がっている。

「なんて大きさだ……」

　俺は思わずつぶやいた。

　この城ほどもある空間ですら窮屈そうに、巨大な影がうごめいている。

　ギラリと闇に輝く緑の目だけですら、俺の身体ほどもあり、その目玉がおさまる頭は巨人を丸まる吞のみにできそうだ。

　まるでドラゴン……だがその背中には翼はない。

「亀」

　ルーティが首を傾げた。

　その魔物は途方もなく巨大で、甲羅には無数の宝石がちりばめられていたが、その姿は亀だった。

「このモンスターは初めて見た」

「私も。ロガーヴィアで色々なモンスターと戦ったけど、こんな巨大な亀は見たことも聞いたこともないわ」

「これまで長いこと生きてきて色々なモンスターを見てきたけど、私も見たことがない」

　ルーティ、リット、ヤランドララは口々に言った。

「これが宝石を食べる魔物でいいんだよね？」

「多分」

　リットとヤランドララは顔を見合わせている。

　モグリムとミストームさんも困惑しているようだ。

「しかし亀が魔物の正体とは、なんだか肩透かしだな」

「私達が見えているはずなのに襲ってくる気配がないねぇ」

　違う。

「小さな虫が飛んできて、それを叩こうか無視しようか迷っている、そんな感じだろう」

「虫？　レッドは一体何の話をしとるんだ？」

「あれにとっては、人間もハイエルフもドワーフも小さな虫みたいなものだ。あれに正式な名前はない、ただその外見からジェムビースト宝石の獣と呼ばれていたようだ」

「レッドはあれを知っているのか？」

「資料で読んだだけだ。古い資料だったから、誇張が入っているものと思っていたが。まさか実在するモンスターだったとは」

　ジェムビーストについての情報は、数百年前の先代勇者の時代よりさらに以前、ウッドエルフの時代にまで遡る。

　その昔、ウッドエルフ達と共に戦った人間のイルクワ族という部族を率いていた戦士が残した記録にジェムビーストの記録が残っていた。

　記録によれば、ジェムビーストはウッドエルフの森が破壊された原因となったモンスターで、森を救うためウッドエルフはハイエルフや人間の傭よう兵へいを集め、ジェムビーストの討伐へと向かったそうだ。

　イルクワ族も傭兵としてウッドエルフの軍勢に参加し、戦士の言葉を借りれば、地平線まで続く、見渡す限りの大地が戦士達の槍やりで見えなくなるほどの軍勢だったそうだ。

「ほぉ、で、その戦士達はどうやってこんな怪物を倒したんだ？」

「倒せなかった」

「なに？」

「戦いに参加したウッドエルフ達はみな死に、イルクワ族のわずかな傭兵だけがかろうじて逃げ延びたそうだ。それがジェムビーストに関する唯一の情報だ」

「つまり、誰もあれを倒したヤツはいないってことなのか」

「そういうことだ」

　魔王ですら、勇者が倒したという前例があるのだ。

　もちろんジェムビーストは『勇者』と戦ったわけではない。

　だからジェムビーストが魔王より強いと言うつもりはないが……。

「ルルル」

　ジェムビーストはずんぐりとした外見とは裏腹に澄んだ鳴き声をしていた。

　だが獣の生臭さを漂わせながら、大きな口を開けた時、激しい悪寒が走った。

「なにか来る！」

　次の瞬間、ジェムビーストは白い光のブレスを吹き出した。

「大丈夫、セイクリッドシールド」

　ルーティが俺達の前に立ち、左手で印を組んだ。

　輝く光の盾が、ジェムビーストのブレスを跳ね返す。

「これは!?」

　跳ね返ったブレスが当たった壁が、キラキラと輝くダイアモンドに覆われていた。

「ダイアモンドのブレス？　いや違う、これは壁の表面がダイアモンドに変化したのか！」

　触れたものを宝石に変えるブレス。

　おそらく生き物でも同様だろう。

「……まずい」

　ルーティはわずかに眉を曲げ、困った様子でつぶやいた。

　ルーティの作ったセイクリッドシールドに無数のヒビが走っている。

「崩れる」

「まさか、ルーティのセイクリッドシールドが!?」

　アレスの魔法にすら耐えたセイクリッドシールドが崩壊していく。

　俺は仲間を抱えてブレスを避けようとするが。

「ソーンバインド！」

　ヤランドララが作り出した無数の茨いばらがジェムビーストを縛った。

　ブレスを吐き出していた口も縛られ、行き場を失った圧力がジェムビーストの口の中で爆発し、ジェムビーストの耳や目から血が吹き出した。

「おお！　エルフ、貴様やるじゃないか！」

　見上げるような大怪物にダメージを与えたことに、モグリムは感心したように言う。

「くっ……」

　だが、ヤランドララはそれに答えず苦しそうに片膝をついた。

　同時に、ヤランドララが作り出した茨が茶色く変色し、ボロボロに枯れていった。

　思わぬダメージにジェムビーストは苛いら立だったようで、右脚を持ち上げヤランドララを叩たたき潰つぶそうと振り下ろす。

「リット！」

「任せて！」

　ジェムビーストの振り上げた脚を、跳躍したリットのショーテルが引き裂いた。

　痛みでジェムビーストは、振り下ろそうとした右脚を反射的に引っ込める。

　その大きな両目をリットへと向け、「キキキ」と宝石を引っ搔かいたような音で威嚇した。

「たあっ！」

　リットに意識が向いている隙を突き、ルーティの一撃がジェムビーストの左脚を斬り裂いた。

　右脚を引っ込め、左脚を傷つけられたことでジェムビーストは前へと倒れる。

「俺にはルーティほどのパワーは無いが」

　俺はジェムビーストの頭の下で剣を構え、頭上に落ちてくるジェムビーストの巨大な頭を睨にらむ。

　ジェムビーストが倒れるタイミングに合わせて振った剣には、俺の力に加えてジェムビースト自身の体重が加わる。

　ジェムビーストの頑丈な皮膚に俺の剣が食い込み、斬り裂き、首の中の血管を断った。

　どんなモンスターでも生きている以上、生物学的な急所が存在する。

　人間がそうであるように、ほんの小さな刃物でも首の血管を傷つけられれば致命傷になるのだ。

　ジェムビーストの傷口からジャラジャラと何かが吹き出した。

「ほ、宝石？」

　傷口からこぼれているのは色とりどりの宝石だった。

　生きていると言ったそばから、俺はこの魔物が生物であるのか自信を無くしそうだ。

「おっと」

　俺は潰される前に、ジェムビーストの頭の下から〝雷光の如き脚〟で脱出する。

「さすがレッド！」

「リットとルーティ、それにヤランドララの援護があったからだよ！　手応えはあったはずだが……」

「お、おい！　回復しておるぞ！」

　モグリムがジェムビーストを指差す。

　俺やルーティの与えた傷が、みるみるうちにふさがっていく。

「あ、ぐぅ……！」

　ヤランドララがくぐもった声を出し、倒れた。

「むぅ」

　ルーティも眉を曲げて何かに耐えているようだ。

「魔力を全部吸収された」

　ルーティが不快そうに言った。

　そうか、ルーティやヤランドララの魔法が破られたのは魔法を構成する魔力そのものを吸収したからなのか。

　しかし、魔法そのものだけでなく魔法に魔力を供給している術者の魔力も奪うなんて、そんな力が存在するとは俺も知らなかった。

「ヤランドララ大丈夫か!?」

「だ、大丈夫」

　魔力が枯渇し、重度の過労のような状態にあるのだろう。

　ヤランドララの顔色はひどく悪かった。

「ルーティは!?」

「我慢するのは得意だから」

　ルーティもヤランドララと同じような状態にあるはずだが……ルーティは不快そうな表情を少し見せているだけで、剣を構えている。

「レッド！　周りの宝石が！」

　リットの言葉に周りを見れば、ジェムビーストのブレスによって変化したダイアモンドが、輝きを失い鈍く光を反射する鉛へ変化していく。

「宝石を食べているのか、自分のブレスで作っておいてなんて都合の良いやつだ！」

　宝石が回復を促進しているようで、あっという間に傷を治してしまった。

「そういうことか！　ジェムジャイアントや他のモンスター達が戦ったにしては死体が無いと思ってたんだ！」

　あいつは地中に埋まった鉱石や魔法を食べるだけでなく、あの光のブレスで生き物を宝石化して、それを食べて鉛に変えるのだ。

「こういうデカブツは急所を傷つけ出血で弱らせるってのが基本だけど、魔法も通じない上に、自分のブレスで作った宝石で回復できる。基本の通じない厄介な相手ね！」

　リットが剣を構えながら叫ぶ。

　リットの言う通り、これまで戦ってきたどんな相手よりも厄介な相手だ。

「ルルル」

　ジェムビーストは倒れているヤランドララへ、巨大な身体を震わせ、地響きを立てながら前進を開始した。

　ただ前進するだけ。

　それだけで、どんな戦士も蹂じゆう躙りんされてしまうだろう。

「止めるぞ！」

「うん！」

　俺とリットは再びジェムビーストへ走った。

　ジェムビーストは俺達を巨大な目で一いち瞥べつする。

　ジェムビーストの黒い目が赤く輝いた。

「なっ!?」

　俺とリットの周囲を茨が取り囲んだ。

「これはヤランドララのソーンバインド！」

　威力もヤランドララが使った時と同じ、予想外の攻撃だったのもあり回避しきれず縛られる。

「私が」

　俺達の頭上を飛び越え、剣を上段に構えてルーティがジェムビーストへと向かう。

　ガン！

　大きな音がした。

　だがルーティの一撃はジェムビーストに届かず空中で静止している。

「私のセイクリッドシールド……！」

　空中に浮かんだ光の盾によってルーティの一撃は止められた。

　最強の一撃も、同じ最強の作り出した守りの魔法なら止められる。

「まずい！」

　俺達３人の攻撃は止められた。

　ジェムビーストの前進は止まらない。

「に、げて！」

　ヤランドララはモグリムとミストームさんに絞り出すような声で言った。

　ヤランドララ自身も立ち上がろうとするが、足に力が入らないようでその動きはあまりに遅い。

　とても間に合わない！

「ルルル!?」

　ジェムビーストが悲鳴をあげた。

　その右目には氷の矢が突き刺さっている。

「やはり、リザーブマジックを使えば、吸収されるのは保持していた上級魔法だけみたいだね。リザーブマジックは直接私から魔力を供給していないから当然か……上級魔法１発と引き換えに氷の矢を数本じゃあ割にあわないが背に腹は替えられないねぇ！」

「ドレイクもジェムビーストも似たようなもんだ！　斧おのでぶっ叩けば大体やっつけられるだろう！」

　杖つえを構えるミストームさんと、術者を守るように立ち戦士としての役割を果たそうとするモグリム。

　城のような巨体を相手に、老魔法使いとドワーフのコンビはあまりに頼りなく見える。

　ミストームさんが与えた傷も一瞬で塞がってしまい、ジェムビーストはすぐに前進を再開する。

　だが２人は逃げなかった。

「こんな美味おいしい場面で逃げるとかありえんだろ」

「前には強大な怪物、後ろには倒れた仲間。冒険者ならここで格好をつけなくて、いつ格好つけるかってもんだよ」

　ミストームさんは何度も氷の矢を撃ってジェムビーストの前進を牽けん制せいする。

　だが小さな氷の矢で巨大なジェムビーストの歩みを止めることは難しい。

「眼め、鼻、耳、口……どこを狙ってもだめかい！」

　巨大なジェムビーストを相手に、ミストームさんはさすがベテランだ。威力の弱い魔法で相手の急所を正確に狙い、ダメージを与えようとしている。

　だがジェムビーストは、わずかに怯みはするものの、魔力を吸収して急所への傷もすぐに塞いでしまう。

「どりゃあああ!!」

　モグリムが雄お叫たけびを上げながら両手で振りかぶった斧を投げつけた。

　風を切る唸うなりを上げながらジェムビーストの眉間に、鋼鉄の斧が命中する。

　カァン！

　甲高い音がして斧は突き刺さらず跳ね返った。

　ジェムビーストはわずかに首を傾げただけで、ダメージを受けた様子もない。

「うーむ、ロックトロルくらいなら一撃なんだが」

　モグリムは悔しがりながら背中にくくりつけた槍やりに持ち替えた。

「もう十分だから……あなた達じゃ勝ち目は無い、逃げて」

「ふん、ハイエルフ、お前さん長いこと強者側として生きすぎたな」

「何を言って……」

「凡人には凡人なりの戦い方があるってことよ！」

　モグリムの言葉と共に自由になった俺とリットがジェムビーストの足を駆け上がった。

「モグリム、助かった！」

　モグリムの斧はジェムビーストに命中した後、俺達の方へと跳ね返りソーンバインドを斬り裂いたのだ。

「自分の皮膚の上にソーンバインドを生やすことは出来ないでしょ！」

　リットの双剣がジェムビーストの後頭部あたりを斬り裂く。

「硬い……だったら手数で！」

　同じ箇所を正確に、そして執しつ拗ように斬りつけるリットに、ジェムビーストはたまらず前進を止め、リットを振り払おうと首を曲げた。

「その動きだ！」

　俺は剣をジェムビーストの首へと振り下ろす。

「俺には武技も魔法もない。こういう全身を鎧よろいで包んでいるような頑丈なモンスター相手だと、コモンスキルだけじゃどうしようもなくてね。色々工夫するしかなかったんだ」

　先程ジェムビーストの首を斬ったように、相手の体重を利用するのも１つ。

　そして今から使う、外皮や鎧の上から衝撃だけで身体の内側を破壊する剣術もその１つだ。

「ギ!?」

　宝石にヒビが入ったような鳴き声を漏らし、ジェムビーストの動きが止まる。

　ブチブチと皮膚の内側で血管がちぎれていく手応えが俺の手に伝わった。

　こいつの再生能力は俺の攻撃力を超えている。

　俺の力ではどうやってもこの怪物を倒すことはできないだろう。

　だが、そんな怪物であっても、神経系にダメージを受ければ他の生物と同じように意識を失う。

　そして傷付いた神経系が再生されても、意識が回復するのはさらに時間がかかるはずだ。

　ジェムビーストはわずかな間だろうが、俺の一撃ですべての行動を停止し、ゆっくりと崩れ落ちていく。

「お兄ちゃん、全力を出しても良い？」

　狙い通り、ジェムビーストの意識が消えたことでルーティを阻んでいたセイクリッドシールドも消えた。

「ああ、あの２人になら本気を見せてもきっと大丈夫だろう。思う存分やってこい」

「うん」

　ルーティは、自分が勇者だとバレてこのスローライフが終わってしまわないよう普段は手加減をしている。

　まぁ、手加減をしていても十分超人なのだが……ルーティ的にはあれでも一般的冒険者のつもりなのだ。

　ルーティの手には剣が握られていない。

　ただ拳を引き絞り、ジェムビーストの頭上へと跳躍した。

「セイクリッドシールド」

　空中に展開した光の盾は身を護まもるためではなく、蹴って勢いをつけるため。

　ルーティは自分の後ろに作り出したセイクリッドシールドを蹴り、矢のような勢いでジェムビーストへと突っ込んだ。

「はぁぁぁあ[image: ][image: ][image: ]」

　ルーティの拳がジェムビーストの頭部に叩きつけられ、爆発した。

　ジェムビーストの残骸と共に、頭を失ったジェムビーストの傷口から大量の宝石が溢あふれた。

　ルーティの着地を受け止めた岩盤は、耐えきれずに砕け、地響きと共に地面に大きなクレーターが空あいた。

「こ、これは驚くしかないねえ。今時の冒険者はすごいもんだ」

　城のような巨大な怪物を拳で叩たたき潰つぶした少女。

　クレーターの中へ首を突っ込むような体勢で倒れるジェムビースト。

　ジャラジャラと音を立てて宝石がルーティの背後に積もっていく。

「やったか!?」

　モグリムが槍を構えながらジェムビーストへと近づく。

　逆に俺とリットは剣を構えたまま、全体を観察できるように離れた。

「どう思う？」

　リットが俺にたずねる。

「分からん。ヒドラとかは頭を潰されても再生するけれど、ジェムビーストについては情報がなさすぎる」

　頭を潰されたジェムビーストは、ぐったりとしたまま動かない。

「こりゃ死んどるな……おおっ！」

　ルーティのすぐそばまでやってきたモグリムは、溢あふれる宝石を見て飛びついた。

「見ろレッド、ミストーム！　地水晶アースクリスタルだ！　こんなでかいのは見たことがない！」

　モグリムが握り拳ほどもある黄褐色の宝石を掲げ、飛び跳ねんばかりに喜んでいる。

　あれだけあればナイフを作ってまだ余るだろう。

「終わってみれば何もかも上手うまくいったってやつかな？」

　リットはモグリムを見て言った。

「確かに、あれだけあれば俺の目当てのブルーサファイアもあるだろうし、ジェムジャイアントの集落も10年は暮らしていけるだろう」

「めでたしめでたし」

　俺とリットは顔を見合わせてニッと笑った。

「待って」

　ヤランドララの弱々しい声がした。

「大丈夫かヤランドララ。ミストームさんと一緒に一旦ここを離れたほうが良い。ここはジェムビーストが魔力も精霊も食べてしまっているから、魔力枯渇状態から回復するのに時間がかかるだろう」

「違う……」

「ん、どうした」

　ドクンと鼓動がした。

　呼吸をするように、何かが俺達の間を抜けてジェムビーストへと集まっていく。

「ああ!!」

　モグリムが悲鳴を上げた。

　モグリムの掲げていた地水晶アースクリスタルから、輝きが失われ鈍い灰色の鉛へと変わっていった。

「まだ生きていたのか！」

　俺は剣を構えて斬りつけようとするが……。

　ガアアアアン[image: ]

　激しい衝撃音と共に地面が揺れた。

「今度は何だ!?」

「上よ！」

　ヤランドララの叫び声で、俺も上を仰ぎ見る。

　光が届かないほど高く、闇しか見えないはずの天井に、無数の光の筋が走っていた。

「なんだあれは」

　闇を切り裂き、大きな破壊音と共に光が溢れた。

「馬鹿な!?　あれはメテオ!!」

　アレスも得意とした隕いん石せきを落とす大魔法。

　天井の光は、大穴から覗のぞく太陽の光だ。

　普通はこういう天井のある場所では使えないのだが、山に大穴を空けながら俺達のいる場所へ真まっ直すぐ落ちてきたのだ。

「天井が崩落してくるぞ！」

　メテオに加えて、メテオが破壊した鉱山の天井も落下してくる。

　ルーティや、ヤランドララの魔力があれば防ぐこともできるだろうが……。

　こうなったら、最後の手段しか。

　だが俺が動こうとする前に、ミストームさんが杖を頭上のメテオへと向けた。

「私のとっておきを見せてやるよ！」

　ミストームさんの全身から魔力が迸ほとばしった。

　上級呪文発動でも見られないような膨大な魔力。ミストームさんは自分の持っているすべての魔力を使うつもりだ。

「漆黒の血、滅びの言葉、楽園を貫きし上帝の槍！　終末の時きませり！　デモンズフレア!!」

　黒い炎がミストームさんの杖つえから放たれた。

　炎はメテオにぶつかると、大きく拡散し黒く渦巻く闇となった。

　メテオや落盤した岩石が、ゆっくりと闇の炎に吞のみ込まれていく。

「すごい……」

　さすがのリットもその光景に驚きを隠せないようだ。

　すべての魔力を使って放つ魔法。

　リットほどの冒険者でも見たことは無いだろうし、俺でも１度しか見たことがない大魔法だ。

　なぜあの魔法をミストームさんが使えるんだ？

　いや、そんなこと今は置いておこう。それより、あの威力ならメテオも相殺できるだろう。

　だが。

「く、自分に向けられていない魔法も吸収できるってのかい……！」

　ミストームさんが苦々しげに呟つぶやいた。

　メテオを吞み込んでいた闇の炎がジェムビーストの方へと流れていく。

　メテオは半分ほど削れたが、それでもこの鉱山を破壊するほどの威力があるだろう。

　モグリムは無駄と分かっていながらも、ミストームさんをかばうように槍を構えている。

「万事休すか!?」

　モグリムの顔にも、ついに絶望が見えた。

　ルーティなら拳でメテオを砕くこともできるだろうが、破片が落下して俺達のいるあたりは崩壊する。

　この状況で全員が切り抜けるには魔法の力が必要だ。

「……やはりこの手しかないか」

　俺のつぶやきにリットが反応した。

「レッド、何か手があるの!?」

「ある……どういう結果になるか分からないけど。やるしかないよな」

　俺は覚悟を決める。

「リット、その、ごめん」

「え？」

　俺は〝雷光の如き脚〟でヤランドララのところへ走る。

　ヤランドララは何も出来ない悔しさに歯を食いしばっていた。

「ヤランドララ！」

「レッド……！」

　俺は倒れそうになるヤランドララを抱きとめる。

　そして。

「ん!?」

　俺はヤランドララの唇に自分の唇を合わせた。

　昔教わった通り、自分の体温を相手の体温にあわせるイメージを作る。

　それから自分の中に炎を灯ともすイメージ。

　だんだん、炎の熱が相手へと流れ込んでいく。

　自分の体が冷たくなっていくような感覚がしたら成功……よし！

「ふはっ」

　強烈な脱力感に襲われ、俺は唇を離すとヤランドララの邪魔にならないよう離れようとした。

　だが、離れようとした俺の身体をヤランドララの腕が力強く抱き寄せる。

「天井に穴が空いて精霊が入り込んできた、これならいける」

　ヤランドララの両目は輝き、その表情は活力を取り戻していた。

「マナの根源、万物の支配者！　巨木の大精霊よ！」

　地面から茨いばらが無数に現れ、集まり、巨大な大精霊を形作る。

[image: ]

　ヤランドララの精神が反映されているのか、巨木の大精霊は咆ほう哮こうを上げながら白い花びらを溢れさせた。

「や、ヤランドララ！　俺の魔力なんて大した量じゃないはずだ！　こんな大物でなくても、ただメテオからみんなを守れる程度の魔法でいいんだ！」

「問題ないわ！　あなたがくれた力だもの！」

　巨木の大精霊は無数の触手をメテオに絡ませた。

『オオオオン!!』

　巨木の大精霊が吠ほえる。

　一緒に冒険していたときにも、ヤランドララが巨木の大精霊を召喚することはあったが、吠えるのは初めてだ。

　復活したヤランドララと召喚された巨木の大精霊を見て、ミストームさんは微笑ほほえんだ。

「こちらはもう限界だ……あとは頼んだよ」

　メテオを押おし止とどめていたミストームさんの魔法が完全に消えた。

　再び落下を始めたメテオを、巨木の大精霊の触手が引っ張った。

　メテオは軌道を変えて、俺達にではなくジェムビーストへと落下していく。

「ルルル!?」

　ジェムビーストは宝石をちりばめた甲羅の中へと頭を引っ込めた。

　メテオがジェムビーストへ直撃し、衝撃が坑道を揺らす。

　それだけでは収まらず、激しい破砕音と共に崩壊が起こった。

　俺の視界は、あっという間に土煙に覆われ見えなくなっていった。
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　ボコンと土が弾け、眩まぶしい輝きを感じた。

　四角い身体をしたゴーレムが、腕に抱えた俺達を地面に下ろす。

　ここは鉱山の外か。

　周囲を見回すと、山の尾根にある崖の上のようだ。十分な広さはあるが、下りる道もなく、崖の下は目もくらむような絶壁となっていた。

「ありがとうね」

　リットはそう言って、ゴーレムの身体を撫でる。

　ゴーレムは土でできた人形で表情は無いのだが、心なしか褒められて嬉うれしそうに見えた。

　ヤランドララが巨木の大精霊を召喚できたように、リットもメテオが空けた穴から流れ込んできた精霊によって、スピリットゴーレムを召喚し、俺達を抱えて地上まで掘り進んできたのだ。

　ヤランドララは巨木の大精霊の制御のために目を閉じて集中しているようだ。

　巨木の大精霊もジェムビーストも、崩落した鉱山の中に埋まってしまったが、どうなっているのだろう？

「来るぞ！」

　地面に耳を押し当てていたモグリムが叫んだ。

　メテオの空けた大穴から２つの巨大な影が、岩石を搔かき分け戦いながら飛び出してきた。

　青空の広がる山の上で、巨木の大精霊とメテオの直撃を受け甲羅を砕かれたジェムビーストが戦っている。

　巨木の大精霊の触手がジェムビーストの身体にいくつも突き刺さり、生命力を吸い上げている。

　ジェムビーストも巨木の大精霊から魔力を吸収しているようで、変色して枯れた触手が何本か力なく地面に横たわっていた。

　それでも、ジェムビーストはこれまでのような急激な再生を見せていない。

　戦況は巨木の大精霊が優勢に見える……が。

「ヤランドララ、大丈夫か？」

「……だ、大丈夫よ」

　巨木の大精霊はジェムビーストからエネルギーを吸収しているため、魔力消耗は致命的ではないのだが、巨木の大精霊とつながっているヤランドララからも魔力が少しずつ吸収されている。

　このままでは、ジェムビーストを倒す前にヤランドララの魔力が尽きて巨木の大精霊が消滅してしまうだろう。

「魔力吸収をどうにかして止めないとな」

「お兄ちゃん」

　魔法の使えない俺が、魔力の消耗という慣れない感覚で重たい頭で必死に考えていると、ルーティが自分の手を見つめながら言った。

「私はジェムビーストの加護を封じたはず」

「ん？　ルーティの『シン』の力か」

「うん。なのに、ジェムビーストは少し動きが鈍くなっただけ」

「それは……ありえないはずだな」

　魔力吸収や再生が生来のものだったとしても加護による強化なしであれほどの効果があるのは通常ありえない。

　なによりジェムビーストはルーティに殴られ、加護を封じられた後でメテオの魔法を使っている。

　魔法は加護がなければ使えない。

「多分」

　ルーティは視線をジェムビーストに向ける。

　頭はすっかり再生し、徐々にだが巨木の大精霊を圧倒し始めているようだ。

「ジェムビーストには加護がたくさんある」

　ありえない！　加護は１つの命につき１つ、これがデミス神が作ったこの世界の大原則だ。

　だが、俺の目の前に、ルーティという２つの加護を持つ者がいる。

　ありえないと言い切れるほど、俺の知識はまだこの世界を明らかにしていないのだろう。

　俺は頷うなずいてルーティに答えた。

「無数の加護で１つの身体を強化することで、あれだけの強さを得ているのか」

『魔封剣士』や『スペルシーフ』など、魔法を吸収する加護というのは存在する。そういった確認されている加護には相手の魔力を根こそぎ奪うなんて強力な力はないが、魔力吸収を複数の加護が同時に発動したのなら、あの反則的な威力も納得できる。

「だったら、ワイルドエルフの秘薬で加護のスキルレベルを落とせばいいかもしれない」

　俺は腰のポーチから、以前アデミに使った加護のスキルレベルを落とす秘薬を取り出す。

　本来は加護の衝動を抑える秘薬で、大きくスキルレベルを下げるわけではない。

　だがあの能力が複数のスキルの同時発動で成り立っているのなら、この秘薬は絶大な効果があるはずだ。

　問題は。

「どうやってこの薬を飲ませるかだな」

　巨木の大精霊と激しく戦っているジェムビースト。

　あの戦いに割り込み、ジェムビーストの口の中に薬を投げ込まなくてはならない。

「私がやる」

　ルーティがぐっと拳を握りしめて言った。

「だめだ。ルーティには薬が効いたのを確認したあと、即座に攻撃してもらいたい。もしジェムビーストが毒を中和する魔法を使えたら厄介だ」

「分かった。でも、それなら薬は誰が飲ませるの？」

「俺がやる。と言いたいところだけど、俺もヤランドララに魔力を渡して身体が思うように動かないんだよなぁ」

　ビシッとリットが手を挙げた。

「そんな時の為ための私です！」

　リットは左手にショーテルを持ち、右手を俺に差し出した。

「私は二刀流で右も左も自由に使えるから、戦いながら問題なく投げ込めるよ」

「確かにリットなら最適か」

「任せて！」

「おうおう、なにをコソコソ話しておるんだ」

　ミストームさんの様子を見ていたモグリムも、ドタドタと近づいてきた。

「よくは分からんが、投げ込むと聞こえたぞ！　投げるなら投とう擲てきスキルマスタリーの儂わしの出番だろう」

「むっ」

　確かに、物を投げるという点に限れば仲間の中でモグリムが一番優れている。

　リットも投げナイフを使えるようにスキルと訓練を積んでいるが、あくまで遠隔攻撃手段の少なさをカバーするための補助技術だ。

「……モグリムは動けないミストームさんを頼む。ここはリットを中心に俺とヤランドララで援護する形でいく」

　モグリムは不満そうだ。

　確かにモグリムの方が狙いは正確だし、跳弾投擲で反射させて口の中に命中させることもできるだろう。

　だがリットには俺との連係がある。

　俺はリットへ秘薬を渡した。

「モグリムの方が投擲スキルは上だ。だけど、俺とリットには絆きずなと連係がある。それがどんなスキルよりも頼りになる」

「お、おう、お前よくそんなことシラフで言い切れるな」

「事実だからな」

　モグリムは吹き出すと、何度も頷いた。

「こんな時だってのに、お前さんってやつは。分かった、後ろは任せておけ」

　俺はリットと肩を並べて、呼吸を整える。

「よし、慣れてきた。俺は魔力が枯渇したわけじゃない、まだ動ける」

「魔法やスキルを使わず他人に魔力を分け与える方法があるなんて知らなかったよ」

「あ、ああ、エルフに伝わる技術らしいんだ」

「あとで詳しい話を聞かせてね」

　ニコリと笑うリットの笑顔が怖い。

　今はジェムビーストに集中だ！

　決して現実逃避ではない。

「行くぞ！」

「うん！」

　俺とリットは一緒に走り出す。

　まず俺が前に出た。

「ヤランドララ！」

　俺が叫ぶと、巨木の大精霊の触手が一本近づいてくる。

　俺は触手を駆け上がり跳んだ。

　ジェムビーストと巨木の大精霊の壮絶な格闘戦の中、俺はジェムビーストの首を縛る触手へと着地した。

　俺の姿に気がついたジェムビーストは、大きな口を開け俺を飲み込もうとした。

　その大口をすり抜けるように走り抜け、俺は剣を一いつ閃せんする。

　ガキリ！

　関節の砕ける嫌な音がして、ジェムビーストの口がだらりと開く。

　そこに巨木の大精霊の触手が口へと入り込み固定した。

　俺の目の前でみるみるうちに顎関節が再生していくが、何本もの触手で無理やり固定された口は閉じられない。

「今だ！」

　俺が言うまでもなくリットはすでに投げる体勢に入っている。

　だが。

「ルルル[image: ][image: ]」

　閃光のブレスが吐き出された。

「リット!!」

　ブレスはリットと巨木の大精霊を直撃する。

　砕け散るダイアモンドと共に、巨木の大精霊が揺らぐ。

　落下していくダイアモンドの破片の中には、リットの着ていたコートがあった。

　そしてコートを盾に、宝石化を免れたリットが落下しながら薬を投げた。

　落下しながらでは角度が甘い。

　この角度では口の中に入っても、上顎に当たって舌の上に載るだけだろう。

　だが俺がいる。

「さすがリット[image: ]」

　すかさず飛び出した俺は、剣の平で薬をジェムビーストの喉の奥へと叩き飛ばした。

　ゴクリと喉が鳴る。

　一瞬の戸惑いのあと、ジェムビーストは糸が切れた操あやつり人形のように、巨大な身体を地響きを立てて地面に伏せる。

「こいつ、加護が無いと自分で立つこともできないのか」

　そんな不合理な生物が存在するのか？

　ジェムビーストは神が作ったものとも思えぬ不格好さで、地面に這はいつくばっていた。

「あなた、神の被造物じゃないのね」

　甲羅の上へと跳んだルーティがつぶやいた。

「この甲羅に刻まれた番号は古代エルフの文字。あなたは古代エルフによって作られた生物」

　ルーティはわずかな間、目を閉じた。

「あなたをこんな風に作った古代エルフ。罪があるのならば、それはきっとあなたを作った古代エルフ。だけど、私達はあなたと共存できない」

　目を開け、ルーティは真まっ直すぐ拳を振り下ろす。

「私は私の愛する人が住むこの手の届くだけの世界を守るために戦う。私はもう正義の勇者ではないから。それが私のスローライフ。私は私の意志で戦う、もう『勇者』に押し付けられた正義には縛られない」

　爆発音と共に、ジェムビーストの巨大な身体が砕けた。

　脱力した身体はもう再生することはなく、ついにジェムビーストに致命傷を与えた。

　だが。

「そんな……!?」

　さしものルーティも啞あ然ぜんとしていた。

　それは執念だろうか。

　ジェムビーストを作り出した創造主に似た姿のヤランドララへ向けて、ジェムビーストのちぎれた首が狙ったようにまっすぐ飛んだ。

　頰ほおに残ったブレスをヤランドララへと吹き出した。

　そのブレスには、もはやヤランドララを宝石にする力も残っていなかったが、すでに魔力を限界まで消耗していた彼女の身体を吹き飛ばすには十分な力があった。

　ヤランドララの身体が宙に浮き、崖の向こうへと飛ばされた。

　それを見届け、ジェムビーストの首は地面に叩きつけられ、だらりと舌を出したまま動かなくなった。

「摑まれヤランドララ!!」

　モグリムがロープを投げた。

　狙いは正確だったが投げるのが遅すぎた。

　ロープを摑むこと無くヤランドララの身体が落下していく。

「俺の手を取れ!!」

　俺は〝雷光の如き脚〟で駆け抜け、崖の向こうへと飛び出した。

　伸ばした手でヤランドララの手を摑むとその体を抱き寄せ、一緒に落下していった。
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「大丈夫？」

　ヤランドララは俺の足を見て、心配そうに言った。

　俺は安心させるために笑って答える。

「ああ、足を少しひねっただけだ。しかしぞっとするな」

　俺は下を見下ろして言った。

　ビュウと風が吹き、はるか下に見える草原が揺れた。

　俺とヤランドララが腰掛けているのは、断崖絶壁の中にあったわずかな窪くぼみ。

　俺はスキル：スローフォールによって壁を蹴って減速しながら、窪みへとなんとか着地したのだ。

「こりゃいくら加護レベルで頑丈になっていると言っても、落ちたらひとたまりもなかったろう」

　崖の下まで２００メートルはあるだろう。

　目もくらむような高さだ。

「レッド、無事なの!?」

　上から声がした。リットの声だ。

「ああ！　こっちは大丈夫だ！　崖の途中の窪みに避難してる！　風が強いから気をつけて降りてきてくれ！」

「分かった！」

　ジェムビーストには確かにとどめを刺した。

　もう危険なことはなにもない。

　ルーティとヤランドララ、ミストームさんは魔力を使い果たしてしまったが、まだリットがいる。

　リットのレヴィテートを使えば、ここまで降りてくるのも問題ないはずだ。

「あとはのんびり待つとしよう」

　俺は明るい声でいった。

　ヤランドララはじっと前の景色を見つめている。

「綺き麗れいね」

　ヤランドララがつぶやいた。

「ああ、綺麗だな」

　俺も答える。

　俺達の目の前には、よく晴れた青空と、緑に輝くゾルタンの景色がどこまでも広がっていた。

　遠くに見える海の上には白い雲が浮かび、川の周りに築かれたゾルタンの方へとゆっくり移動している。

　飛竜ワイヴアーンが草原を飛んでいた。野生馬の群れが川で水を浴びている。

「ゾルタンっていいところね」

　ヤランドララは笑った。

「やっとヤランドララも分かってくれたか」

「仕方ない、あなた達を、すぐにキラミンに連れていくのは諦めましょう」

「まだ納得してなかったのか」

「ハイエルフはドワーフに負けないくらい頑固なのよ」

「確かに。性格は正反対のくせに変なところは似てるんだからなぁ」

「ふふっ、でもエルフもドワーフも、本当に正しいと思ったら、喜んで相手の考えを受け入れるわ……きっとここならあなたとリット、そしてルーティは幸せになれるんじゃないかって気がしてきたわ」

　俺とヤランドララが座る窪みは狭い。

　肩が触れ合うような距離で、俺達は同じ景色を眺めている。

「ギデオン」

　ヤランドララは俺を昔の名で呼んだ。

「あなたは今、幸せですか？」

　ヤランドララは前を見たまま言った。

「レッドー！」

　頭上から声がする。

　魔法で、リットがゆっくりと俺達のところへ降りてきていた。

　俺が手を振ると、リットが笑ったのが分かった。

「ああ、とても幸せだよ」

　俺はヤランドララにそう答えたのだった。
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　リットに抱えられ、俺とヤランドララは崖の上へと戻った。

「お兄ちゃん、大丈夫だった？」

　ルーティがすぐに駆け寄ってきて、べったりと抱きついた。

　本当ならルーティが助けに来たかったのだろう。

　だが魔力を吸収されているのでリットに譲ったのだ。

「心配してくれてありがとう。大丈夫、見ての通り怪我けがは……ちょっと足をくじいただけだ」

「むぅ」

　ルーティは俺の足と自分の手を見比べて肩を落とした。

　俺の足を治したいのに魔力が無くてできないのが悔しいようだ。

　俺はルーティの頭を優しく撫なでた。

「ルーティのその気持ちだけで、俺は十分嬉しいよ」

　俺はジェムビーストの亡なき骸がらに目を向ける。

　俺達を苦しめた怪物は、鈍く光る鉛に変わっていた。

　戦いの中ブレスで変化したダイアモンドや、身体の中に詰まっていたはずの宝石もすべて鉛に変わってしまったようだ。

「地水晶アースクリスタルはないのか!?」

　鉛を搔かき分け、モグリムは無事な宝石を探している。

　手伝ってやりたいところだが、俺も今は少し休みたい。

「はぁ、しんどいねえ。この歳としでああいう無む茶ちやは身体がついていかないよ」

　ミストームさんは大の字になって先に休んでいた。

「だけど私１人で行ってたら正直勝ち目はなかったね。助かったよ」

　秘術魔法に特化した『アークメイジ』と、魔力を吸収するジェムビーストとの相性は最悪だ。

　それに、ジェムビーストは昔戦った魔王軍四天王、土のデズモンドにも匹敵するほどの強さだった。

　ルーティがいなければどうなっていたことか。

「ルーティ」

「なに？」

「一緒に来てくれてありがとう」

「私はお兄ちゃんの力になれた？」

「ああ、ルーティがいなかったら、俺はとても困っていた」

「そう！」

　ルーティは俺の目を見て、ニコリと嬉うれしそうに笑った。

「ルーティの手が空あいている時でいいから、これからも俺と一緒に来て欲しい。ルーティがいてくれると、俺はすごく助かる」

「うん！　絶対一緒にいる!!」

　ルーティは嬉しそうにぎゅっと俺に抱きつく腕に力を込めた。

　可愛かわいい妹だ。

　ちょっとだけ腰の骨が音を立てた気がするが、ルーティが力の加減を間違えるほど喜んでいると思えば、この痛みさえルーティの可愛さを強調していると言っていいだろう。

　本当に可愛い妹だ。

　ガシャーン！

　そんな兄妹の穏やかな時間に割り込むように、大きな音がした。

　振り返れば、モグリムがひっくり返っている。

「どうした!?」

「れ、レッド！　こっちに来てくれ！」

　俺はルーティをそっと引き離すと、モグリムのところへ向かった。

「一体どうした？」

「こ、これを見てくれ」

「これは……」

　モグリムの手の中には親指ほどもある大粒の宝石があった。

　最初は赤い宝石に見えたのだが、青や黄、紫と見ている間に輝きが変わっていく。

「無事な宝石があったのか。地水晶アースクリスタルではないようだけど……その宝石って……おいまさか」

「そうだ！　万色ルビーだ！　あらゆる鍛冶師の夢だ！」

　モグリムは倒れたまま、興奮で震えている。

　万色ルビーは伝説の宝石だ。

　あらゆる素材の性質を秘めているといわれ、ダイアモンドのように硬く、鋼のように粘り強く、あらゆるものを切り裂き、どんな衝撃にも耐える究極の武具を作ることができるらしい。

　ルーティの持っていた降ごう魔まの聖剣も、デミス神が万色ルビーを鍛えて作った剣……とされているが、真偽は定かではない。

　そのような伝説が語り継がれるほど、この宝石は希少で、モグリムの言う通りすべての鍛冶師の夢なのだ。

「間違いないのか？」

「そんなこと儂わしにも分かるわけ無いだろ！　儂だって本物の万色ルビーを見たこともないし、見たというドワーフすらも、おとぎ話にでてくるドワーフ王くらいのもんだ。分かるのは、これが儂でも見たこともない宝石で、外見は伝説に出てくる万色ルビーそのものだということだけだ！」

　ガバッと、モグリムが跳ね起きた。

「他にもあるかも知れん！」

　そう言うと、モグリムはものすごい勢いで鉛の山を調べ始めた。

「……でも俺は、伝説の宝石よりも、リットに合う宝石が欲しいんだけどな」

　俺は小声でつぶやき、鉛の山を見渡す。

　だが見渡す限りの鈍にび色いろの中に、リットの瞳のような空色の輝きは見つからなかった。
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　俺達は１時間ほど、この場で休憩することにした。

　魔力枯渇状態から少しでも回復しないことには身動きが取れないからだ。

　その後はジェムジャイアントに報告して、ジェムジャイアントの集落か、それとも少し降りてから休むか、どちらにせよ今日は早めに休むことになるだろう。

　それだけ全員が消耗する戦いだったのだ。

　だというのに、今も休むこと無く宝石を探し続けているモグリムのタフさと執念は、さすがドワーフだと感服するな。

　他の仲間はというと、ルーティは空を流れる雲を眺め、ヤランドララはひいらぎの枝を持って目をつぶり、ミストームさんはマットの上にあぐらをかき、それぞれ魔力回復のための精神集中を行っている。

「レッド」

　リットが俺をじっと見つめている。

　いつもとちょっと表情が違う。

「ど、どうした？」

「ヤランドララとの魔力を渡す行為について説明を要求する」

「あれはハイエルフに伝わる技術で、スキルや魔法とか加護の力を使わずに魔力を譲渡することができるんだ。方法としては身体を接触させるんだけど、その時皮膚の薄い場所、つまり粘膜同士を接触させると効率が非常に良くなるんだ。おそらくサキュバスデーモンやヴァンパイアのエナジードレインと原理は近いんじゃないかな。効率だけ考えれば、お互い傷をつけて、傷同士を触れ合わせるのが一番なんだけど、痛いし不衛生だしで問題が多いから。その、唇を合わせるのが現実的には最良の方法になるという感じでして、あの状況では必要な措置だったと思います、はい」

　不満そうなリットの顔に、俺は焦りながら説明した。

「ちゃんと理由があることは分かるよ……うー、でも！」

　リットは軽く俺の胸を叩いた。

「私はもっとレッドの知っていることを知りたい。レッドのことは何でも知りたい。ヤランドララに比べたら、私はレッドと一緒にいた時間は短いから……」

「分かった。リット」

「何？　えっ!?」

　俺はリットにキスをした。

　先ほどと同じように、俺はリットへと魔力を流す。

　驚きで目を丸くしていたリットはすぐに力を抜き、トロンとした目で俺を見つめた。

　時間としては数秒という短い間だったと思う。

　唇を離すと、リットは「ほぅ」と息を漏らした。

「……これでリットも俺のことが分かったかな」

「温かい力が私の中に入ってきて、今も体の中を駆け巡っているみたい」

　ぎゅっとリットは自分の体を抱きしめた。

「これは……幸せな技術ね！　癖になりそう!!」

「あはは、気に入ってもらえて……良かった」

　ぐらりと視界が揺れた。

「レッド!?」

　慌ててリットが俺の身体を支える。

「相手に魔力を渡せるのはいいんだけど、これ微調整が利かないんだ。今ので俺の魔力全部リットに渡しちゃってな」

「ええっ？」

「なるほど、こりゃヤランドララやミストームさんが身動き取れなくなるわけだ。身体に力が入らん」

　俺はリットに支えられているおかげでなんとか体勢を保っているが、もしリットがいなければ地面に倒れて伸びていただろう。

　ルーティはすごいな、こんな状態で戦っていたのか。

「レッド！　大丈夫!?」

「命に別状はないよ。ただ力が入らないだけだ。適当に地面に置いてくれればいい」

「地面にって……」

　リットは俺の身体を抱きしめた。

　魔力が枯渇すると体温も下がるのか、リットの温ぬくもりがとても心地好い。

　思わず眠りそうになってしまう。

「しかし参ったな。俺はルーティ達みたいに魔力を回復させるコツなんて分からないし……しばらく動けないかも」

「それなら私が支えるわ」

　リットは俺が苦しくないような位置へと体を動かし座った。今は俺を後ろから抱きかかえるような体勢だ。

「重いだろ？」

「その重さがいいの」

「そういうものなのか」

　なんだかまぶたが重くなってきた。

　身体が休息を要求しているようで、俺は精神力で眠気に耐えようとする。

　だけど精神力の源となる魂さえも休みたいと訴えかけているのか、とても耐えきれず意識が遠くなっていく。

「いいよ眠っちゃっても。私がずっとそばにいるから」

「……そう……か……それなら……安心だ……な……」

　自分でもなんと答えたのかよく分からない。

　俺はリットの手に触れ、その感触を確かめると、安心感に包まれながら意識を手放したのだった。
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「本当に眠っちゃった」

　安らかな顔で、レッドはリットに身体を預けて寝息を立てている。

　リットはレッドの身体をぎゅっと抱きしめ、レッドが辛くないように位置を調整しながら密着した。

「えへへ」

　思わず変な笑い声が漏れて、リットは赤面してキョロキョロと周りの様子をうかがった。

[image: ]

　ミストームさんは目を閉じているが、笑いをこらえているように口元が緩んでいる。

　ルーティは、ジトーッとリットを見ている。

（でも、ルーティも兄妹だからってよく抱きついてるし！　私だってレッドといつもくっついていたいんだからね！）

　もしリットの心の声がモグリムに聞こえたら、「いや、お前さんもいつもくっついているだろう」とツッコまれただろうが、モグリムには心を読むスキルはないし、あったとしても宝石探しに夢中になっている間は、どのみち聞こえなかっただろう。

　なので、リットの「これからはもっとレッドと積極的にイチャイチャしよう」という決意は、誰からもツッコまれることなくリットの心の奥に仕し舞まわれた。

　それからしばらく、リットはレッドの身体を抱き支えたまま、冬の空と愛する人の顔を交互に眺めていた。

　あのレッドが、自分の腕の中でこうも無防備に眠っている。

　それがリットには嬉しくて、嬉しくて仕方がない。

　冬の山の風は冷たく、戦いの中でコートを捨てたリットには肌寒くも感じるのだが、それが腕の中にいるレッドの温もりをより強く感じさせ、リットは愛いとおしいという感情が溢あふれてくるのだった。

「ごめんね、あなたを動揺させるつもりは無かったの」

　うっとりしているところに声をかけられ、リットはビクリと肩を震わせ驚いた。

　リットの様子を見て、声の主であるヤランドララは微笑ほほえんだ。

「ヤランドララ、脅かさないでよ」

「あはは、でも別に気配を消していたわけじゃないのよ？」

　リットは赤面する。

　まだ危険な山の中だというのに、レッドとの時間に夢中になりすぎて、周囲のことが見えなくなっていたのだ。

「ちょっとだけ、あなたと話をしてもいい？」

　リットが頷うなずいたのを見て、ヤランドララはリットの隣に座る。

「魔力の譲渡はどうだった？」

「どうだったって……」

「幸せな気持ちだったでしょ！」

「う、うん」

「好きな人の最も純粋な部分を受け取って、それが自分の一部になる。きっとこの技術を発見した最初のエルフも、情熱的な人だったんだと思うわ」

　リットはレッドを見て、幸せそうに笑う。

「うん、私もそう思うな。これは戦いのためではなく、もっと素敵な感情のために生まれたんだって」

　ヤランドララはレッドの寝顔を覗のぞき込んだ。

「彼は変わったわ」

「変わった？」

「良い方向にね。昔のレッドなら、危険な山の中で無防備な姿を見せたりしない。しかも、あなたに魔力を渡したのだって、冒険に必要だったからじゃないもの。私の知っているレッドなら絶対にしなかった」

　ヤランドララはそっとレッドの頭をなでた。

「私が最初にレッドと出会ったのは、彼がまだ騎士の見習いだった頃。その時レッドは、９歳だったの。小さいレッドが、子供用の騎士の服を着て歩いているの可愛かわいかったなぁ」

「なにそれ見たい」

「こっそり描かせた肖像画があるから、あとで見せるわね」

　ヤランドララはレッドの顔を見つめている。

「その頃から、小さなレッドは王都の小姓ペイジや従士エスクワイヤの中で、誰よりも活躍していた。危険な任務を次々に引き受けて、非番の日は冒険者として戦って……いずれ旅立つ妹のために少しでも強くなろうとしてね」

「話には聞いていたけど、そんなに……」

「もちろん、あの頃があるから今のレッドがある。でも私は、ずっと戦い続けている英雄よりも、ただのレッドとして幸せになって欲しかった」

「ヤランドララ」

　ヤランドララの顔に花が咲いたような美しい笑みが溢れた。

「勇者のパーティーを追い出されたレッドは、苦しんでいるんだろうと思った。レッドがずっと戦ってきたのは、すべてルーティの旅を助けるためだったのに、それすら奪われどれだけ絶望しているのだろうと思った。でも違った！　あなたが私の大切な友達に寄り添ってくれた！」

「あなたが応援してくれたから」

「惑わしの森でのこと？」

「うん。私、レッドのことを勇者以上に完璧な英雄だと思っていた。でもヤランドララの言う通り、レッドにも分からないことや、抜けてるところがあった。そして、それがとても愛おしい、ますます好きになった」

「やっぱり、レッドが好きになった人がリットで良かった」

　ヤランドララは感極まったのか、いきなりリットにキスをした。

　リットは目を丸くして驚き、少し混乱して……そういえばハイエルフにとってこれくらいは強い親愛を表すスキンシップの範囲だったと思い出す。

　人間社会に慣れているヤランドララも、感情が昂たかぶるとハイエルフとしての性分が出てしまうのだろう。

　リットは少し考えた後。

「やっぱり私はキラミンには行けないかな」

「そう？　キラミンも良い所よ」

「だって」

　リットはレッドをぎゅっと抱きしめ。

「レッドの唇は私のだもん」

　そう小さな声で呟つぶやいたのだった。
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　俺が目を覚ますと、太陽は随分と傾いていた。

　１時間の休憩のつもりが、どうやら随分のんびりしてしまったらしい。

　慌てる俺に対して、みんなは「こんな景色の良い場所で、急ぐことはなにもない」と笑っていた。

　俺が眠っている間に、埋まってしまった坑道への通路を、リットのゴーレム達がせっせと掘っていたようだ。

　小さな穴だったが、人が通るには十分で、俺達は膝を汚しつつ無事坑道へと戻ることが出来た。

　坑道を抜けジェムジャイアントの集落へとたどり着き、ジェムビーストを討伐したことを報告すると、ジェムジャイアント達はとても驚き、モグリムが倒した証拠にと見せた万色のルビーを見てまた驚いた。

　それから、この旅で２度目の宴となった。

「またモンスターの宴に参加するなんて、英雄リットなんて呼ばれていたけど、こんな旅は初めて。スローライフを始めてからの方が聞いたこともない旅になるなんて不思議な感じ」

「目的に向かって急がなくなったからこそ、出会えるものもあるのかもな」

　俺とリットはそう語り合う。

　俺達の眼めの前には、俺達人間の目からしても控えめなサイズの料理が並んでいる。

　ジェムジャイアントは農業の知識や技術を持たず、この厳しい高山では狩りでもそうたくさんの動物が獲とれるわけでもないだろう。

　今日の料理は野鳥と山菜の蒸し焼きに、木の実をすり潰したソースをかけたものだ。

　料理自体は特別なものではない。

　だが目を奪われるのは、その器と盛り付けの妙だろう。

　器は俺達が持ってきたガラスを加工したもののようで、小さな器は宝石のように輝いている。

　そのガラスの器に幾何学模様を描くように整然と盛られた料理は、美しくライトアップされ、平凡な料理をご馳ち走そうのように演出していた。

　手先の器用なジェムジャイアントらしい料理だ。

「興味深い」

　ルーティは初めて食べる巨人の料理を見て、楽しそうに食事をしている。

　みんな楽しげに食事をしている中、モグリムは浮かない顔をしてうつむいている。

「どうしたモグリム？」

「ん、いや……」

　モグリムの煮え切らない様子にミストームさんとヤランドララも心配そうに話しかけてきた。

「なんだい、調子でも悪いのかい？」

「どこか怪我けがでもしているの？」

　モグリムは２人の顔を見て、しょぼくれた顔を見せた。

「ジェムビーストは倒したが、この辺りの宝石は食い尽くされたのだろう？　ジェムジャイアント達はどうなってしまうんだろうかと思ってな」

　結局、ジェムビーストから回収できたのは万色ルビーが１つだけだった。

　仮にこれを渡したところで、ジェムジャイアント達全員のエネルギーを満たすことはできない。

「客人が悩むことはない」

　ジェムジャイアントの部族長は明るい口調で言った。

「お前たちからもらったガラスでしばらくは食いつなげる。その間に新しい宝石の鉱脈を見つければ問題なし、ダメならそれまで。我々は十分幸運に恵まれた。それを摑めなかったのだとしたら、定めだったということだろう」

「しかし」

　モグリムは後ろで楽しげに笑っているジェムジャイアントの家族を見てうつむいた。

「なんとかしてやりたいけどねえ」

　ミストームさんも腕を組んで思案している。

　ふと、俺は料理が盛り付けられているガラスの器を見て閃ひらめくものがあった。

「なぁリット、ミストームさん、モグリム。この加工されたガラスって、ゾルタンだといくらぐらいの値がつくかな？」

「そうね、これだけのモノなら安く見積もっても10ペリルくらいにはなると思う」

「確かにこれは十分価値のあるものだと思うけど、こんなところまで買い取りに来られる行商人なんているもんかい。もちろん人の住んでいる集落にジェムジャイアントがやってきたら大騒ぎになるから、それも無理だよ」

「腕の立つ冒険者に依頼したら輸送費の方が高くつくぞ」

　ミストームさんとモグリムの言葉はもっともだ。

　だが。

「ミストームさん。ズーグの集落までならどうだ？」

「ズーグの集落までかい？　なるほどねえ……それならやれるよ」

「レッド、どういうことなの？」

　ズーグに食肉の需要があるにもかかわらず、商売を理解できないと言っていたのは、お酒と食肉という別のものの価値を比べて取引を行うことが理解できないからだ。

　適正な価値が分からないズーグ達に商人との交渉は難しい。

「ゾルタンからガラスを持っていってズーグの集落へ渡す、ジェムジャイアントは狩りで手に入れた食肉を持ってズーグからガラスを受け取る、ジェムジャイアントはガラスのカットでエネルギーを補給し、加工後のガラスをズーグに渡す。最後にゾルタンは加工後のガラスを受け取って、ゾルタンから持ってきた食肉をズーグに渡す」

　これなら危険な〝世界の果ての壁〟の旅程はジェムジャイアントに任せられ、商売が理解できないというズーグにとって価値のないガラスを預かるだけにすることで、ズーグ達は悩むこと無く最初に決めたルールで食肉を手に入れることができる。

　そしてジェムジャイアント達は定期的にガラスを得られることで、飢餓問題も解決できるだろう。

「いずれジェムジャイアント達が新しい宝石の鉱脈を見つけたら、取引に宝石も加わるだろうし、ズーグ達が商売に対する理解が深まればズーグのお酒やキノコも取引できるようになるはずだ。

　それにゾルタンへ利益を出す商人が、ゾルタン東側の街道を定期的に通行するようになれば、商人ギルドも、街道周辺のゴブリンやモンスターへの対策にお金を出すようになるだろう。東側の村々も平和になるはずだ」

「それならば知り合いの商人に頼めば、それにゴドウィンのやつの仕事にも……上手うまくいきそうだね」

　ミストームさんはそう言って頷うなずいた。

「こいつはいいぞ！　なにもかも解決だ！」

　モグリムは手を叩いて自分のことのように喜んでいる。

　大声で叫ぶモグリムの説明でジェムジャイアント達も理解できたようで、足を踏み鳴らして喜びを表現した。

「小さき友よ、祝福の導き手よ、その旅路が光に彩られんことを！」

　その日の宴で、俺はジェムジャイアントも嬉しい時に歌を歌うという文化があることを知ったのだった。







[image: 第六章　旅の終わりと冬至祭の始まり]




「「ただいま」」

　俺とリットは扉を開けて同時に言った。

　ゾルタン下町にある、見慣れた俺の店にはもちろん誰もいない。

　俺達は顔を見合わせ。

「「お帰り！」」

　そう言い合って笑った。

「ふぅ、とりあえず荷物を片付けるか」

「そうだね」

　俺達は荷物を下ろすと、汚れた衣類や残った保存食などを取り出す。

「結局、リットのためのブルーサファイアは手に入らなかったな……」

　モグリムは何もかも解決だと言っていたが、一番肝心なリットへの婚約指輪に使うブルーサファイアが見つからなかった。

「でも楽しかった」

　リットはそう言うと、俺に抱きついた。

「一緒に草原でご飯を食べた！　モンスターの集落で歓迎された！　美しい景色を見た！　懐かしい友達と再会できた！　みんなで温泉にも入った！　たくさんの笑顔があった！」

　俺もリットの身体を抱きしめる。

「俺も楽しかった」

　それから、俺は考えていることを言おうか言うまいか迷ってしまう。

「どうしたの？」

　俺の様子に気がついたリットが言った。

　リットは俺が困っている時は、いつも分かってくれる。

「その、本当ならブルーサファイアが手に入らなかったら、取り置きしてもらっている青めのうで指輪を作ろうと思ったんだけど……」

　だけど、リットに合う宝石ならば、ブルーサファイアの方が絶対にいい。

「最初はそれでもいいかなって思ったんだ。でも、モグリムがミンクさんのために妥協せず〝世界の果ての壁〟にまで行って万色ルビーを持って帰ってきたのを見てさ……」

「うん」

「スローライフは妥協した人生なんかじゃないって思ったんだ。遠回りでも、マイペースでも、自分達にとって最高の人生がスローライフなんだって。だから、その……もう少し、指輪は待って欲しい。俺も、リットに対して妥協したくない」

「分かった」

　リットは即答した。

「いいのか？」

「もちろん！　レッドったら、そんなに真剣に私のことを考えてくれるんだ」

「当たり前だよ。俺のリットのことだもの」

「えへへ。だったら大丈夫、待つよ。それに」

　リットは俺の顔をじっと見つめて言った。

「待ってる間も、私とレッドはずっと一緒なんでしょ？」

「そうだな、ずっと一緒だよ」

　俺達はしばらく身体を寄せ合って抱き合った。

　はっとリットが顔を上げた。

「一緒にお風呂に入ろ？　今は２人っきりだから良いでしょ？」

「そ、そうだな」

　一緒に旅をしていたというのに、リットの嬉しそうな笑顔を見て俺はゾルタンに帰ってきたことを実感していたのだった。
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　その日は澄んだ冬の空がどこまでも青い日だった。

　今日はアヴァロン大陸は冬至祭だ。

　冬至祭とは、昼の時間が最も短くなる12月ごろに行う祭りのことで、この日生まれる新しい『冬の悪魔デーモン』を追い払い、豊ほう穣じようと平和を願ってデミス神と希望の守護者ヴィクティへ、豚とパンとワインを捧ささげ春の訪れを祝う祭りだ。

「リット、準備できた？」

「うん、いま行くよ」

　寝室で着替えていたリットが顔を出した。

「どうかな」

　リットは少し顔を赤らめながら、ドレスを着たままくるりと回る。

　スカートの裾がさっと広がり、健康的な太ももがちらりと見えた。

「うん、すごく似合ってるよ」

「えへへ」

　嬉うれしそうにリットは俺に抱きついた。

　今日はバンダナではなくシルクのスカーフを首に巻いている。首の結び目から胸へと流れるスカーフの端には鮮やかな花の刺し繡しゆうがされていて、リットの雰囲気に本当に良く似合っていた。

「レッドもそのコート似合ってる」

「そうか」

　照れる俺を見て、リットは嬉しそうに笑い、俺の腰に回した腕に力を込めぎゅっと胸を寄せる。

　リットの胸のやわらかい感触に、俺は少しドギマギとしてしまう。

　リットは俺のそんな様子を見て、嬉しそうに笑った。

「ロガーヴィアでも、あともうちょっとで冬至祭だったじゃない？」

「そういえばそうだな」

「あの時は我慢したけど、本当はレッドと一緒に冬至祭のロガーヴィアを楽しみたかったの」

　あのときは、ロガーヴィアを救ったらすぐさま次の魔王軍との前線に移動しなくてはならなかった。次に向かったのは、北東カタフラクト王国の玄関口セレン。アヴァロニアへの協力を拒む扇動者が、セレンで民衆を煽あおっているという話を聞き、それの解決へ行かなければならなかったのだ。

　デーモンに扇動された暴徒達の街で行われた、あの血なまぐさい冬至祭での戦いは、あまり思い出したくない記憶である。

「それじゃ、祭りに行こうか」

「うん！」

　リットは俺の腰に回していた腕を解くと、すかさず俺の左腕に自分の腕を絡めた。

「ん……よし、行こうか！」

　少し迷ったが、祭りのときくらいいいか。

　俺とリットは腕を組んだまま、祭りの下町へと歩き出した。
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　もし『冬の悪魔』を追い払えなければ、その年の冬は長引き春の収穫が不作となるとされている。冬の悪魔を追い払うのは、ヴィクティの加護を受けた『聖人』と『竜騎士』。

　金色の鱗うろこを持つゴールドドレイクを模した山車だしに乗る『竜騎士』と、ヴィクティのシンボルである三みつ叉またの槍やりを持つ『聖人』が、山羊やぎの頭を被った『冬の悪魔』を退治するという演目を、町や村の人が扮ふんして一日中行い続ける。

　この時、『竜騎士』と『聖人』は別の住人と交代するが、『冬の悪魔』はずっと同じ者が演じることになっている。

『冬の悪魔』は重い衣装を身にまとって、一日中歩き回り、踊り狂い、暴れるのだから最後は疲れ果ててまともに動けなくなる。

　そこを『竜騎士』の剣が貫き、『冬の悪魔』はよろよろと町の外へと逃げていく。というのが、祭りのメインイベントの流れだ。

　つまり、『冬の悪魔』を疲れさせるため、冬至祭は目一杯、歌い、踊り、遊ぶことが推奨される。

「ようレッド！　楽しんでるか！」

　すでに酔っぱらい、顔を赤くしたハーフエルフのゴンズが声をかけてきた。隣では、タンタが大きな砂糖パンに顔を輝かせながら四苦八苦している。

「ようゴンズ。随分上機嫌だな」

「そりゃそうだ。今日は祭り。仕事もみんな休み。そして明日は二日酔いで休み！」

「明日も休むつもりかよ」

「こんな寒いのに仕事なんてしてられっか」

　ハーフエルフは勤勉だっていう人もいるが、ゾルタンのハーフエルフには全く当てはまらないらしい。

「さすが叔父ちゃん！」

　タンタがゴンズのダメな意味で男らしい宣言に目を輝かせている。

　だめだ、このままではタンタまでダメな大人になってしまう。

「タンタ、俺は明日はちゃんと仕事するぞ」

「えー、休もうよ。みんなで釣りに行きたい」

「あ、いいわねそれ」

「でしょ！」

「おいリット……」

　リットまで乗り気になったようで、３人で声を揃そろえて「休もうよ♪」と歌いだした。

　やめろ、周りの人が見てるじゃないか！

「分かった分かった、どうせ明日はゾルタン中がだらけてるんだろ、休んで川釣りにいくか」

「「「わーい！」」」

　タンタはともかく、ゴンズとリットまで、子供のように手を上げてはしゃいでいる。

　まったく……。

「わーい」

　その時、後ろから落ち着いた声で、しかしリット達のマネをしてはしゃごうとする声が聞こえた。

　振り返ると、そこにはルーティとティセが、２人共無表情のまま手を上げてはしゃいでいた。

「え、ルーティとティセも休むの？」

「だってお兄ちゃん休むんでしょ」

「私達だけ働くというのは不公平だと思います」

　なんてこった、ルーティやティセまでダメな大人になってしまった。

「明日も楽しみだね」

　リットに言われ、俺は肩の力を抜いて笑った。

　まぁいいか。ここは怠惰の町ゾルタンなんだ。

「そうだな」

　俺が頷うなずいたのを見て、ダメな大人たちは、再び「わーい」と声を上げた。
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　同じゾルタンでも区ごとに住人の構成は大きく違う。

　そのため、冬至祭の様子も区によってそれぞれまた違った楽しさがあった。

　下町では出店が並び、串肉や魚や芋のフライ、ベーコンやレタスを挟んだサンドイッチ、砂糖菓子に甘い味付けのパン、木彫りの玩具おもちやや中古の雑貨までさまざまな物が、別に安くもない値段で売られている。

「じゃ、オレたちは母ちゃん探してくるから」

　タンタとゴンズはミドとナオの夫婦と合流するようだ。

「じゃあね、レッド兄ちゃん、今日くらいならデレデレしてても笑わないよ」

「失敬な、俺がいつデレデレしてたというんだ」

「いつもじゃん！」

　そう言ってタンタとゴンズは笑いながら、リュートの音が聞こえる広場の方へ歩いていった。

「ふぅ、さて、何を食べるかな」

「ん」

　俺の右側にすたすたと歩いてきたルーティが、俺の手を握った。

「私も手をつなぎたい」

　少し顔を赤らめてルーティが言う。

「ああ、いいよ。じゃ、このまま行こうか」

　俺は左腕はリットと組んで、右手はルーティと手をつなぎ、周りからの視線をちょっと恥ずかしく感じながら、祭りの中へと進んでいった。
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「待ち合わせはここのはずなんだが」

　俺達４人は、祭りを楽しむ人達で賑にぎわう広場をキョロキョロと見回す。

「あ、いたいた！」

　弾んだ声がして、銀色の髪が群衆の中でピョコピョコと飛び跳ねている。

　ヤランドララは群衆を搔かき分けこっちへとやってきた。

「ふぅ、見つけられて良かった」

　ヤランドララは、「はぁ」と安あん堵どのため息を漏らした。

　彼女は俺達と違い普段の服装のままだ。

「私だってね」

　俺の視線に気がついたのか、ヤランドララが頰ほおを膨らませて言う。

「本当はドレスとか着たかったの。でも時間が全く無かったから」

「そりゃ今からドレスを仕立てるのは無理だろうな。でも、そのピアスは似合ってるよ」

　ヤランドララの顔がパッと明るくなる。

「さすがレッド、よく気がついたわね」

　ドレスが間に合わないならせめてアクセサリーだけでも、ということなのだろう。

　ヤランドララの長い耳には、２つの宝石をあしらったピアスが揺れていた。

「それにしても人が多いわ、辺境なのにこんな活気があるなんて聞いてない」

「あはは、辺境だって祭りは楽しいもんだからな。それに人だけじゃないだろう？」

　俺が示した方向には、竜ドレイクと戦うドワーフの人形が載った山車をゾルタンに住むドワーフ達が引いている。

「ドワーフも、ハーフエルフも、ハイエルフも、他にもゾルタンに住む色々なハーフヒューマン達も、今日の祭りはみんな楽しんでいる」

　山車の上にはモグリムが座り、

「そこで、英雄はドワーフの斧おのを魔竜の逆げき鱗りんに突き立てた！」

　と、鐘を叩きながらドワーフの物語を語っていた。

「そして!!」

　カンカンと鐘を打ち鳴らすと、モグリムは側のハンドルをぐるぐると回した。

　竜が２つに分かれて倒れ、代わりにドレスを着た人間の女性が立ち上がる。

　英雄ドワーフの持っていた斧が手から離れると、代わりに花束がドワーフの手におさまった。

「英雄となったドワーフは、その褒美として愛する者と暮らすことをドワーフ王に認めさせたのだ！」

　パチパチと拍手が起こる。

　場面が変わる山車とは、さすがドワーフ、器用なもんだ。

　拍手を送っている人に目を向けると、そこにはミンクさんの姿もあった。

「ドワーフがラブロマンス好きだなんて知らなかった」

　ヤランドララが言った。

「ハイエルフとドワーフだと、お互いの文化を教え合うなんて機会ないだろうしな」

「うん、長生きしてきたつもりだったけど、知らないことはまだまだたくさんあるのね」

「なら、次はあの屋台のフランクフルトの味は知りたくないか？」

「ぜひ知りたいわね！　美味おいしいの？」

「ああ、絶品だよ！」

「それなら人が並ぶ前に早く行かないと！」

　ヤランドララは俺の手を取ると、楽しそうにそう言った。





＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊






　港区では、停泊している船の船員達が自分の地方の冬至祭のやりかたで、それぞれ騒いでいる。

「お、ありゃヴェロニア地方の、多分クヴァシノ族長国の出身だな」

　小さな舞台の上で、褐色の肌をした船乗りの男が、銛もりをクルクルと振り回して踊っている。

　あれは今は、ヴェロニアに従属している南方クヴァシノ人の踊りだ。

「お兄ちゃん、クヴァシノのこと詳しいの？　私との旅ではまだ行ったこと無かったのに」

「騎士団時代にクヴァシノで不浄竜ダスト・ドラゴンの討伐任務があってね。クヴァシノの親アヴァロニア派への協力も兼ねて、派遣されたことがあったんだよ」

　あの頃、急速に拡大した海賊王のヴェロニア王国より、伝統あるアヴァロニア王国やフランベルク王国と友好関係を結び、保護下に置かれたいという小国は多かった。

　まだ魔王軍の侵攻が開始される前は、ヴェロニア王国こそがアヴァロン大陸の脅威であると、各国の諸侯や議員達は声を揃えて言っていたものだ。

「クヴァシノは、海の町だ。近海にあるクヴァシノ島と大陸側の港。２つの町が経済的にも文化的にも密接につながり、２つで１つの町を形成している。毎日10本以上の定期便が島と大陸を行き交い、物や人を運んでいるんだ」

　船員の持っている銛もりはクヴァシノの象徴的武器だ。

　漁業を中心に発達し、クヴァシノの勇敢な漁師達は、他の地方では見られない、海竜シードレイク狩りを行っている。

　犠牲者が後を絶たないが、かつては族長となるためには手て漕こぎ船１艘そうに乗る漁師達だけで、海竜シードレイクを討伐し、自分の実力を証明しなくてはいけなかった頃もあったという。その時に使われる武器が銛もりだ。

　今では、族長は投票によって選ばれているが、その就任式では手漕ぎ船の船長として近海で漁をするという形でかつての戦いの面影を残している。

「へぇ、クヴァシノっていったら地図でしか知らない町だったけど、色々歴史があるのね」

「歴史ならどの町にだってあるさ」

　もちろん、このゾルタンにだって歴史はある。

「ルーティ！　ティセ！」

「ん？」

　ルーティの名を呼ぶ声が聞こえた。

　おでんの屋台から、ハイエルフが飛び出してくる。

「オパララ」

　おでん屋を営むハイエルフのオパララだ。

　以前ルーティとティセに助けられたことがあって、以来２人とは仲良くしているようだ。

　オパララは、親しげにルーティとティセを、それぞれ抱擁した。

　それからヤランドララに気がついたようだ。

「それに見たこともないハイエルフが……いますね」

「ヤランドララよ。よろしくオパララさん」

「こ、こんにちは、ヤランドララ様。尊き都のお方とお会いできて嬉しいです」

　なにやらオパララの様子がおかしい。

「どうしたんだオパララ」

　オパララは勢い良く俺の肩を摑つかみ、ヤランドララから離れるとヒソヒソと小声で話し始めた。

「れ、レッドの旦那！　キラミンエルフの知り合いがいるなんて聞いてないよ！」

「キラミンエルフ？」

「私達ハイエルフ同士では出身地の町の名で呼びあうんだよ。私はゾルタン生まれだからゾルタンエルフで、ヤランドララさんはキラミン出身だからキラミンエルフ！」

「出身地なんてよく分かるな」

「ハイエルフ同士だとなんとなく分かるんだよ！　そんで、キラミンエルフはハイエルフの中でも特別なんだ！　私みたいな辺境生まれじゃ田舎者だって馬鹿にされやしないか……」

「大丈夫なんじゃないか？　ヤランドララは良い友達だし、それにキラミンの外で暮らしている時間の方が長いし」

「ねえ！」

　コソコソ話していた俺達にヤランドララが声をかけた。

「オパララさん、私はキラミン出身だけど、だからどうだってことは何もないわ」

「は、はい」

「それに、私このゾルタンの町って好きよ。レッド達なんて私が一緒にキラミンに行こうって誘ってるのに、このゾルタンの方がいいって言うくらいなんだから」

「はい！　この町は良いところです！　私はこの町以外を知りませんし、きっとキラミンの美しさや勇猛さには比べるべくもないとは思います。けど、私はこの町が好きなんです！」

　言ってから我に返ったのか、オパララは顔を赤くしてうつむいた。

　オパララは確か45歳くらいで、人間の間では年長者として振る舞う事が多いのだが、ヤランドララ相手だとこうなるのか。

　別の町に住むハイエルフ同士が出会うのは初めてだから、とても興味深い。

「ヤランドララ」

　困っているオパララを見て、ルーティが間に入った。

「オパララはとても美味しいおでんを作るすごいエルフ。あなたも食べてみて」

「そうなの？　それはぜひ食べてみたいわね！」

「尊き都のお方のお口に合うか分かりませんが……」

「オパララ、大丈夫。ヤランドララは私の友達だから。友達同士でそんな喋しやべり方をする必要はない」

「でも」

「ルーティの言う通りよ。それに、私もあなたが受け継いだおでん屋台を、しっかり楽しみたいの」

「は、はい、光栄です！」

「その言葉遣いも、本来のおでん屋台のものじゃないんでしょう？　私のことは気にしなくていいから、いつもどおりにおでんを作って欲しいわ。でないと私は、ゾルタンのおでん屋台というものを知らないままになってしまう」

　ヤランドララにそう言われ、オパララの表情が引き締まった。

　なにせオパララは、このおでん屋台に惚ほれ込み、引退しようとした店主に後を継ぎたいと直じか談だん判ぱんしたのだ。

　思い入れは相当だろう。

「分かりました……そこまで言われちゃ、応えなきゃ野や暮ぼってもんだ！　さあ、屋台はあっちだよ！　寄っといで！」

　ちょっと緊張しているようだが、いつもの調子でまくしたてるオパララ。

　ヤランドララは面白そうに笑って、俺達は促されるままに屋台の椅子に座った。

「今日はここでお店開いてたんだ」

「いつも店だしている場所は、祭りの飾りで取られちまってるんだ。毎年のことだけどね」

「そうなんだ」

「さぁ何にするんだい！　今日は良いタコが手に入ってね。他にもつみれがお勧めだよ」

　タコのおでんか。

「いいな、俺はそれもらおうか、それとゴボウも」

「私はタコと玉子を」

「私もルーティ様と一緒で。それにつみれとイカ玉と大根とちくわ２つでお願いします」

　最後にリットは悩んだ末、タコとゴボウと玉子とつみれとイカ玉と大根と牛すじを頼んだ。

「随分食べるなぁ」

「だって美味おいしそうだったんだもん」

「ヤランドララはどうする？」

「そうね、私はレッドと同じ。タコとゴボウ、それにつみれをお願い」

「あいよ！」

　お酒も頼み、ほろ酔いのリットは美味しそうにおでんを食べている。

　ティセは彼女なりに目を輝かせてちくわを頰ほお張ばっていた。幸せそうだ。

「美味しい」

「本当、美味しいわ！　これはキラミンにも無かった味ね」

　ルーティとヤランドララも満足そうだ。

　２人の言葉に、オパララは嬉うれしそうに笑っている。

　ちょっと寄るだけのつもりだったが、気がつけば追加の注文もしてしまっていた。

「そういえば海産系の具が増えたな」

「ああ、最近流通量が増えてるみたいなんだよ。お陰で安くて質の良い食材が買えて大助かりさ」

「へぇ」

「冬の魚は美味しいんだ。おでんじゃないけど、魚の塩焼きなんか出せるよ」

「いいね。それもらおうか」

　完全に昼食コースだ。

　昼間からおでん屋台で、おでんとお酒を楽しむだなんて、なんという贅ぜい沢たくなスローライフ！

　オパララはおでんを温めている炭をいくつか取り出すと、コンロに入れその上に金網を載せた。

　そして、脂の乗ったイサキを手際よく捌さばき、布で水気を取ってから、塩をまぶす。ゾルタンの塩は有名ではないが、結構品質が高いと俺は思っている。

　ほどよく塩の乗った切り身が金網の上に並べられる。ジュゥという音と共に魚の焼ける良い匂いがした。

「はいよ」

　皿に載った魚は鮮やかなきつね色に焼けている。

「美味しそう」

　早速ルーティがフォークで身をほぐして食べた。

「どうだい？」

　ルーティの静かな目がすっと揺れた。

「そうか！　良かった！　ほら、おまけだよ、もう１つ食べな！」

　それだけでオパララには伝わったのか、嬉しそうに残った切り身も焼き始めた。

「良かったわね」

　リットが、そんなルーティ達の様子を見て優しげに笑った。

「ああ」

　俺も、リットの言葉に心から頷うなずいた。
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　港区ではすっかり長居してしまったが、まだ時間には余裕がある。

「そういえば『冬の悪魔』は今どのへんかな？」

「確かこの時間だと北区だったか」

　一応、祭りの主役である『冬の悪魔』が、どういう順路で町を回るかというのは決まっている。とはいえいい加減なゾルタンでのことなので、あくまで予定は予定である。

「お腹なかも膨れたし、急がず、北区の次の中央区でのんびり待つとしようかな」

「分かった。それでいいわ」

「よし決まりだ」

　普段は冬の寒気を避けようと、着ぶくれして引きこもっているゾルタン人だが、今日はみんな外で大騒ぎだ。

　ラッパを持った衛兵が、見事な演奏を披露すれば、サウスマーシュの盗賊達が軽やかなステップで応える。

　魔術師ギルドの魔法使い達が空を駆ける竜花火を打ち上げると、勉強嫌いの子供たちがどうやってやったのかと、魔法使い達に講義をせがむ。

　太鼓を叩きながら歩くのはハーフオーク達。暗黒大陸由来の太鼓と、三さん絃げんのバイオリンを弾きながら、陽気な音を奏でている。

　その後を、普段はハーフオークを馬鹿にしている人間の若者達が、楽しそうに踊りながら付いていく。

　通りを曲がればハーフエルフ達が、木製のエルフの縦笛エルヴンフルートで涼し気な音楽を奏でていた。中央の貴族達ですら、その美しい音色に足を止めて聴きき惚ほれている。

　手前にはひっくり返した器が１つ。今日はお代はいらないよという意思表示。

　だから聴衆は盛大な拍手を以もつてお礼とする。

「ありがとう」

　そうしてハーフエルフは再び笛を持ち、次の音を心待ちにする人々を魅了した。
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「ん、あれはゴドウィンだ」

「本当、あいつ顔も隠さずあんなに堂々と歩いて大丈夫なの？　それに服もなんか上品なの着てる」

　俺とヤランドララは、祭りを楽しむ人々の喧けん騒そうの中でお酒を片手に楽しそうにしているゴドウィンを見つけた。

「ん？　おお！　レッドにリットにルーティにティセにヤランドララさんに……」

　ゴドウィンの方が俺達を見つけ、少しふらつく足で近づいてきた。

　すると、ティセの肩からうげうげさんが、ピッと前脚を上げた。

「よう、うげうげさん！」

　ゴドウィンもコップを持った手を掲げて応える。

　ゴドウィンの悪人顔が満面の笑みになった。

「ははっ、うげうげさんもゾルタンの祭りを楽しんでくれよ」

「おい、ミストームさんの力で罪は不問になったらしいけど、それでもこんな町中を堂々と歩いて良いのかよ」

「ふ、ふふ、俺はもう、ちんけな犯罪者ゴドウィンじゃねぇのよ」

　ゴドウィンは勿もつ体たいぶった仕草で、襟の辺りを見せる。

　そこには、

「そりゃ商人ギルドのバッジじゃないか。お前、商人になったのか」

　ちなみに俺も商人ギルドに所属しているので、普段はつけていないが家に保管してある。

「そっ！　もう裏でコソコソ稼ぐ必要はねぇんだ！　俺がゾルタンとズーグ達との商売を仕切ることになったのよ」

　ゴドウィンはそう言って胸を張っている。

「なるほどなぁ。確かにゴドウィンなら、ゾルタン周辺の街道で出てくるモンスターくらい問題ないだろうし、ズーグ達とも面識があるからな」

「俺は元盗賊ギルド員で悪名高いビッグホーク派の重鎮だった男だ。ちゃちゃを入れようとしてくる裏の連中にもにらみが利くってわけ」

　ゴドウィンに新しい商売の機を見る知識はないだろうが、そういう意味ならうってつけだろう。

「これからは商人ゴドウィンとして、堂々と太陽の下を歩いて行くんだぜ」

　楽しそうなゴドウィンだったが、ヤランドララが近寄ってくると、笑いが引きつって止まった。

「な、なんだよ……」

「ゴドウィン」

「は、はい」

　ヤランドララはぐっと拳を握った。

　その仕草にゴドウィンの顔に恐怖が浮かぶ。

　ヤランドララの手の中に黄色い花が一輪あらわれた。

「おめでとう。旅の仲間として、あなたの成功を祈ってるわ」

「あ、え？」

　ポカンと驚いているゴドウィンに、ヤランドララは花を渡す。

「お、おう、あんがと」

　まさか応援されるとは思っていなかったのだろう。

　ゴドウィンは頭をボリボリと搔かきながら……。

「へ、へへ、成功を祈られるってのも、悪くねぇもんだな」

　そう言って笑っていた。
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　ゾルタンには５つの教会がある。それぞれの区に１つだ。

　だが中央区以外の教会は、普通の家を少し改築したような木造の教会だ。もちろん、それが悪いとは言わない。

　デミス神も三使徒も、祈る場所に豪華さを求めたりはしない。サウスマーシュのあばら家教会であっても、構わない。

「でもなぜ、人はこう豪華な教会を建てたがるんだろうかね」

　俺達は教会の外で、『冬の悪魔』を待っていた。俺達以外にも、『冬の悪魔』との踊りに参加しようという人が大勢いた。

　ゾルタン中央区の教会は、２本の尖せん塔とうを持つ大きな教会で、本堂はアーチ状の天井。高価なステンドグラスによる厳かな光が、内部を照らし、宗教をモチーフにした絵画や彫刻が並べられている。

「さすがにこれはゾルタンの大工じゃ作れなかったそうだな」

「でしょうね」

　俺の言葉にリットが頷いた。

　この教会を建築するため、ゾルタン当局はわざわざ他所から建築家を招いて作業させたのだ。

「まぁこれでも王都の大聖堂に比べたらシンプルだけどな」

　うげうげさんが、ティセの肩の上でぴょんと飛び跳ねた。

「うげうげさんが、あれは上り甲が斐いがありそうな建物だそうです」

「あはは、うげうげさんにとってはアスレチックみたいなものか」

　俺たちが笑うと、うげうげさんはおどけるように首を傾かしげて踊った。

「多分」

　ルーティが教会を見上げて口を開く。

「神様じゃなくて、私達に必要なんだよ」

「豪華な教会がか？」

「私たちは美しい場所でないと美しいモノを感じられない。神様はどんな場所でも気にしないけれど、私たちが祈るための場所を整える必要があるんじゃないかなって、そう思う」

　俺は教会の門の上に施された彫刻を見る。

　そこには７人の悪魔がデミス神の光を恐れ、逃げ出している様子が描かれている。

「加護を否定した七悪魔か」

　人に加護を否定させ、世界を混乱させた罪によって七層地獄でそれぞれ永遠の責め苦を受けているとされる７体の悪魔デーモン。

　女性の姿をした悪魔もいたとされ、公然と裸婦の絵が描けると芸術家たちにも人気のモチーフである。

　俺達が教会を見ていると、扉が開き中から誰かが杖つえをつきながら歩いてくる音がした。

「おや、あんた達も来てたんだね」

「ミストームさん」

　派手な中央風の服を重ね着した貴族に囲まれながら、ミストームさんは旅の時と同じ装飾のない簡素な銀ぎん蚕かいこのローブのままだ。

「ルーティとティセ、ヤランドララはゾルタンの冬至祭は初めてだろ？　楽しんどくれよ」

「もう楽しんでるわ。ゾルタンは面白い町ね。私も人間、エルフ、ドワーフ、オークのセッションなんて素敵なものを初めて聴いたわ」

「種族は違っても、みんなどこからか溢あふれてきたはぐれ者なのは同じだからねえ」

　ヤランドララとミストームさんは穏やかに会話している。

　出会った時は戦いになったそうだが、今の２人の様子を見ると、とてもそうは思えない。

「っと、今は別の連れがいてね。これから色んなヤツとはしご酒さ」

　ミストームさんはそう言って肩をすくめて笑う。

「貴族との面会をはしご酒と言うのはミストームさんくらいじゃないか？」

「馴な染じみのところで酒を飲むんだから、はしご酒だろう？」

「そう言われてみればそうなのか？」

「ははは、普段顔を出さない隠居の婆ばあさんを、忘れず連れ回してもらえるのはありがたいことさね。美味おいしいタダ酒を楽しませてもらっているよ。それじゃあ、あんまり待たせるのも悪いからね、失礼するよ」

「ああ、ミストームさんも飲みすぎない方がいいぞ」

「私は酒もベテランさ！　……あんた達との旅は楽しかったよ。そのうち、酒でも飲み交わしながら旅の思い出話でもしたいねえ」

　ひらひらと手を振ると、ミストームさんは貴族達のところへ戻っていった。

　先代ゾルタン市長にして、元ゾルタン魔術師ギルド長、先代Ｂランク冒険者パーティーのリーダー。

　様々な肩書きを持つゾルタンの英雄との旅は、俺も楽しかった。

「ええ、あなたの言う通り、旅は楽しかったわ」

　そう呟つぶやいたヤランドララの顔は優しい。

「あ、レッド！　『冬の悪魔』が来たよ！」

　後ろでリットが叫んだ。

「お」

　山羊やぎの頭を被り、全身を黒い布ですっぽり覆った『冬の悪魔』がよろよろ……とはあまりしてなく、力強い足取りでやってきている。

　朝からずっと踊りっぱなしだろうに、今年の『冬の悪魔』は随分、体力のある様子だ。

　後ろから山車だしに乗って追いかけてきたのは、『竜騎士』と『聖者』。

「待て待てィ！　『冬の悪魔』よ、それがしと勝負しろ！」

『竜騎士』は、見み得えを切って、竜の頭のハリボテがついた山車から飛び降り、模造槍やりを振り回す。

　結構危ない動きもしているのだが、『冬の悪魔』はおどけた様子で大げさに避けたり、飛び跳ねて逃げたりしている。

「すごいな、あんな格好であれだけ動けるのか」

　木に色を塗ったハリボテの鎧よろいを身にまとっているだけの『竜騎士』に比べ、『冬の悪魔』は山羊の頭蓋骨でできた面も、全身を覆う分厚い布も、どれも動きを制限しそうなものだが、その動きは、見ていて惚ほれ惚ぼれするほど良い。

　威勢のよいのは『竜騎士』だが、どこかおちょくられている感じがあり、気がつけば見ている人々は笑い声をあげていた。

　その時、

「む？」

『竜騎士』がこちらを見て、動きを止める。

　というかこの声、聞いたことが。

「おお！　あなたは我が愛いとしの戦乙女ヴアルキユリア！」

『竜騎士』はドタドタと音を立てながら、ルーティのもとへと走ってきた。

　そして『竜騎士』は兜かぶとを脱いで、髭ひげの生えた素顔をさらした。

　ルーティはその顔を見て。

「……誰？」

　首を傾かしげていた。

「ほ、ほら！　橋で槍を交わした騎士！」

「？？？」

　あー、思い出した。こいつ橋で道を塞いでいた迷惑な盗賊騎士だ。たしか名前はオットー。

　だがルーティは全く思い出せないようで、眉をひそめて首を傾げている。

「ルーティ様。ゾルタンに向かう途中で橋の下へ投げ飛ばした騎士です」

「あ」

　ポンとルーティは手を打った。

「おお、ようやくこの顔を思い出してくれたか！　それがしの名は『竜騎士ドレイクライダー』のオットー。栄光のファフニール騎士団の一番隊隊長である」

「いや、そんなことがあったような気がしただけ。顔とか姿は全然おぼえてない」

　ルーティって結構辛辣だな。オットーのやつ落ち込んでるぞ。

「しかしここで出会えたのはまさに運命。デミス様のお導き。さあ、共に手を取り合い『冬の悪魔』を倒すのだ。そして、ヒルジャイアント・ダンタクを討伐し、共に貴族へ成り上がろうぞ！」

　オットーはそう言って手を伸ばす。

　が、その腕を俺が摑つかんだ。

「よう」

「なにをす……なっ貴様あのときの卑ひ怯きよう者もの」

「誰が卑怯者だ誰が」

「不意打ちするとは卑怯なり！」

「いや、先に襲ってきたのお前じゃん。しかも裸で」

　あのときの光景を思い出すと気力がゲンナリする。

　それにルーティに触れてほしくないから摑んだのもあるが、俺が手を出したのはオットーのためでもある。

「……むぅ」

　ルーティの顔には明らかな不快感が浮かんでいる。オットーには伝わっていないだろうけど。

　もし今のルーティにオットーが手を触れようものなら、割と全力で突き飛ばされる。ただの突き飛ばしだが、なにせ人類最強の突き飛ばしだ。

　どう少なく見積もっても、向こうの壁まで吹き飛んで、全身骨折で全治数ヶ月コースだ。

「放すのだ卑怯者め、痛い目を見なければ分からないのか」

「ふん」

「痛い!!」

　振りほどこうとしたので、腕の関節を押さえた。

　オットーは涙目になりながら、ギブアップだと俺の腕を必死に叩たたく。

「ぎ、ギブだって！」

「別に勝負じゃないし」

「な、なんか怒ってる？」

「怒ってないよ」

「ひぃぃぃ」と情けない声を上げるオットーに、周りの人はついに大笑いを始めた。

　いかんな、目立ちすぎている。

　俺は、しかたなくオットーの手を放した。

「ひ、卑怯者め！　正々堂々勝負しろ！」

「えー」

　どこらへんに卑怯な要素があったのだろうか？

　あと、リットとルーティ、それにヤランドララも、なんで準備運動を始めたのかな？

　オーバーキルだから、３人がでたら完全にオーバーキルだから。

　その時、ぬっと巨大な影がオットーの背後に立った。『冬の悪魔』だ。

「ほげ!?」

　分厚い手がオットーの頭をゴツンと叩く。

　それだけで、オットーの身体がビタンと地面に叩きつけられた。

　そして、『冬の悪魔』はオットーの首根っこを摑つかむと、ずるずると引きずっていった。

「あれ、もしかしてダナンか？」

　俺の言葉に『冬の悪魔』は振り返ると、山羊頭の奥で、パチリと片目をつぶった。

　あいつ、療養中なのになにやってんだ!?

　中央に戻ると、『聖者』が勝手に何処どこかに行ったオットーを怒るかのように、ポカポカ叩くふりをする。

　そのコミカルな仕草に、観客は大いに笑い、盛り上がった。
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　夕日の中、疲れ果てた『冬の悪魔』が町の外へ、まだまだ余裕たっぷりな様子で逃げていき祭りは終わった。

　そのフィナーレでは、みな春が一日でも早く到来することを祈願するため、できうる限りこの瞬間を楽しむことが推奨される。

　今が一番なゾルタン人の気質に、この真冬の間に精一杯楽しむ冬至祭は性に合っているようだ。季節ごとの祭りでも、冬至祭が一番盛り上がる気がする。

「ねぇねぇ、あっちで貴族の子が踊ってるんだって」

「うっそー、私も行ってみようかな！」

「みんなで行こうよ、玉の輿狙っちゃお！」

　３人の若い女性達がそう言いながら走っていった。中には未来を見据えているゾルタン人もいるようだ。

　そんなことを考えていると、ヤランドララが俺の肩を叩いた。

「レッド、リット、ルーティ、ティセ、うげうげさん。今日はありがとう、とても楽しかったわ」

「ん、もう宿に戻るのか？」

「ううん、帰る前に友達にも会っておこうと思って」

「友達？　そうか分かった。俺も久しぶりにヤランドララと祭りを回れて楽しかったよ」

「私もヤランドララとたくさん話ができて楽しかったわ。でもレッドについて色々話したいことや聞きたいことがまだまだあるから、今度は２人っきりでランチでもしましょ！」

「勇者だったころは、こういうことはできなかった。ヤランドララの知らなかったところがたくさん分かって良かった」

「うげうげさんも楽しかったって言ってます。もちろん私も」

　ヤランドララは嬉うれしそうに笑う。

「ええ、これからしばらくは私もこのゾルタンに滞在するから。また一緒に遊びましょ」

　そう言ってヤランドララは名残惜しそうに何度か振り返っては手を振りながら、俺達から離れていった。
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　夕日はもうすぐ沈む。

　ゾルタンの人々は沈んでいく今日を惜しむように踊っている。

　ティセは自分の手のひらの上にうげうげさんを乗せ、うげうげさんが指の間を行ったり来たりするのをじっと見ていた。

　マイペースだが、ティセもうげうげさんも、表情や仕草を見る限り祭りを楽しんでいるようだ。

　ティセの方を見ていると、クイッと俺の服が引っ張られた。引っ張ったのはルーティだ。

「お兄ちゃん、今日はありがとう」

　ルーティはそう言って笑みを浮かべていた。

「楽しかった」

　俺はルーティの頭を撫なでる。ルーティは目を細めて受け入れた。

「でもまだもう１つやってないことがあるぞ」

「え？」

　俺はルーティの手をとった。ルーティの顔が少し赤くなる。

「一緒に踊らないか？」

「私が、お兄ちゃんと？　……いいの？」

「兄妹が一緒に踊るのに悪いことなんてあるもんか」

　ルーティはリットの方を振り返る。リットは笑って行ってきなさいというように手を振った。

「でも、私、冬至祭で最後に踊ったの、お兄ちゃんが騎士団に入る前だよ。上手うまくなんて踊れないよ？」

　俺は答える代わりにルーティの手を引いた。

「上手く踊るのが目的じゃないんだ、楽しく踊るのが目的なんだ」

　悪魔デーモンは喜びを嫌うとされる。もちろん、魔王軍と戦ってきた俺達にはそれがただの迷信であることは知っている。

　だが、迷信であっても、今ここで楽しく過ごせる理由になるのなら、それを否定する意味はないだろう。

「さあ」

「……うん」

　俺が左手も差し出すと、ルーティは少しの間迷った様子だったが、ぎゅっと俺の手を握った。

　ゾルタンの楽士達が軽快な春の曲を奏でている。ハーフエルフ達の奏でる木製の笛はウッドエルフ達が使っていたとされる縦笛だ。正確な名前は伝わっていない、ただエルフの縦笛エルヴンフルートと呼ばれている。

　ウッドエルフ達は記録を残すという習慣が少なく、謎の多い部分もあるが、人間が残した記録によれば、ウッドエルフ達はあの笛の音を恋人に捧ささげるために練習したという。

　ハーフエルフ達にそのような習慣は残っておらず、ただ美しい音色を奏でる楽器として使われている。

　俺とルーティは、笛とバイオリンの曲に合わせ、単純だが楽しくステップを踏んだ。

　俺達は手を取り合って踊り続ける。夕日に照らされたルーティの顔は赤く、だが楽しそうだった。

「いいのかな」

「どうした？」

「私がこんなに幸せになっても、許されるのかな」

「俺が許すさ。ルーティはこれまでずっと数えきれないほどたくさんの誰かの幸せのために傷ついてきたんだ。そろそろ自分１人くらい幸せにしたっていいだろう」

　踊りながら、ルーティはじっと俺のことを見つめていた。

　俺はルーティの腰に手を回すと、ルーティの身体を持ち上げくるりと回る。

　俺は、ずっとルーティに幸せになってほしかった。

『勇者』である前に、ルーティは俺の妹だから。ルーティが『勇者』として、傷ついていくのを見るのは辛かった。

　そして、そんなルーティの力になれなかった自分の非力さが悔しかった。

「お兄ちゃん、ありが」

「ありがとう」

「え？」

　お礼を言おうとしたルーティの言葉を、俺の言葉が遮った。

「幸せになってくれてありがとう」

「あ、う……」

　涙を浮かべるルーティと一緒に、兄妹おれたちは祭りのフィナーレを過ごしたのだった。
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　ルーティやティセ、ヤランドララと別れ、俺とリットは俺達の家へと戻った。

「冬至祭終わっちゃったね」

　リットは少し寂しそうに、そう言った。

「また来年があるさ」

「来年も一緒？」

「一緒だ」

「再来年も？」

「一緒」

「えへへ」

　リットは嬉しそうに笑うと、俺の首に手を回した。

　それから目をつぶり、少し顎を上げる。

「んー」

　催促するような声。

　リットの可愛かわいらしい仕草にドキドキしながら、俺はリットの唇にキスをした。

　唇を離すと、リットの幸せそうな笑顔が見える。

　もう一度と言わず、何度でもキスを繰り返したくなる衝動に耐えながら、俺はポケットから小さな箱を取り出した。

「それ何？」

「プレゼント」

「私に？　開けても良い？」

　リットは箱を受け取るため、俺から少しだけ離れた。

　そして中身を見て声を上げる。

「ネックレス！　それにこれダイアモンドだよね!?」

　箱の中に入っていたのは、ダイアモンドのネックレス。

　鎖は純金ではないが、金をベースに銀と銅を混ぜた合金であるピンクゴールド。

　名前の通り銅の色がピンク色のような輝きとなって現れている。

「鎖はモグリムが作ってくれたよ」

「でもダイアモンドは」

「実は、ジェムビーストとの戦いの最中に、ジェムビーストの宝石が１つ俺のポケットに入り込んでいたんだ。他の宝石は全部鉛に変わってしまったけど、ジェムビーストが倒れたとき、俺はヤランドララと一緒に崖の下に落ちていただろ？　だからこれだけ鉛に変わらず残っていたんだよ」

　リットはネックレスを手に取った。

「まぁその、いつか婚約指輪を贈ることの約束というか。今はこれが俺の精一杯だけど、そのうち必ずリットのための指輪を作るっていう決意表明というか」

「婚約ネックレスってわけ？」

「うん」

　リットは俺にネックレスを差し出す。

　まさか気に入らなかった？

「つけて」

「あ、ああ、なるほど、分かった」

　俺はリットの首の後ろでネックレスを留めた。

　俺の首筋にリットの息が触れて、くすぐったさと愛いとおしさで胸がいっぱいになる。

「どうかな？」

「うん、よく似合う……綺き麗れいだよ」

「もう！」

　リットは俺の胸に飛びつき、顔を隠すようにうつむいている。

「レッドはずるい！」

「ずるいって……」

「指輪はまた今度って言っておきながら、こんなプレゼントを用意しておくなんてずるい！　大好き！」

　リットは「ずるいずるい」と繰り返しながら、俺の身体にぎゅっとしがみつく。

「私をこんなに大好きで溢あふれさせた責任を取ってください」

「責任って、どうすればいい」

　リットは俺の耳へと唇を寄せた。

「……明日は一緒に朝寝坊しよ？」

　耳元で囁ささやかれたリットの言葉に、頭がしびれるような快感が走る。

「リットもずるいと思う」

　思わず抱きしめたリットの身体を感じ、俺はリットと一緒になれたこの幸せな日常に心から感謝するのだった。
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　冬至祭を終えた夜のゾルタン港区。

　騒いでいた人々も、自分の家に帰るか、どこかの酒場へと入り祭りの後をそれぞれの楽しみ方で過ごしている。

「ふぅ、貴族との食事はいちいち長いったらありゃしない」

　杖つえを突きながら夜道を歩くのは、『アークメイジ』のミストーム。

「とはいえ、食事は美味うまかったね。あんなに小さかったウィル坊やが今や将軍とは」

　王都に行ってバハムート騎士団に入るんだと大騒ぎをして、親を困らせていた少年も、今やゾルタン軍の司令官。

　細かった身体もすっかり貫かん禄ろくのついた中年男性のものになり、騎士のマネをして武人のような言葉遣いをしていたのも、すっかり貴族らしいものへとなっていた。

　それでも、握手した手は日常的に剣を振って分厚くなった手であり、かつての騎士になると夢を語った少年の面影をその手に残しているようだった。

「しかし楽しい旅だったねえ。最近は外を出歩くのも億おつ劫くうだったけど、たまにゾルタンに来てみれば、あんな出会いがあるとは」

　しかし、とミストームは腰に手を当てる。

「痛たた……足腰は丈夫なつもりだったけど、山登りは腰にくる」

　ジェムジャイアントやズーグとの取引についても、腕のいい代理人がやってくれるおかげで、あとは顔を貸すだけでもまとまるだろう。

「ゴドウィンの坊やは昔から器用な子だったからね、こういう仕事の方が向いてるってもんさ」

　夜風に当たりながら、ミストームは宿への道を歩く。

　中央区ではなく港区の宿を使うのは、中央区だと歩いているだけで何度も呼び止められるからだ。

　それに思い出に浸るのに、川かわ面もに映る月を眺めながら歩くというのも良いものだ。

　ミストームは誰もいない道をしばらく歩き続けた。

（誰かあとを尾つけてきてるね）

　ミストームが尾行に気がついたのは、宿まで歩いてあと10分くらいのところだった。

　近くには小さな民家が１軒ぽつりとあるだけ。

　明かりがついていないところを見ると、住人は留守のようだ。

　ミストームはそっと印を組む。

　発動寸前で魔法を維持する技術は、ミストームが最も頼りにしている得意技だ。

（私が気がついたことに相手も気がついた！　この殺気、こいつら私を殺す気かい！）

　ずっと隠居していたミストームは、今更自分が狙われることがあるとは思っていなかった。

　それでもミストームは百戦錬磨のベテラン冒険者。

　飛び出してきた凶漢にリザーブマジックで激しい閃せん光こうをぶつける。

　夜目のスキルを使っているなら、閃光で目がくらむはずだ。

　だが、凶漢は怯ひるむこと無く剣を構え迫る！

（目を閉じている!?　心眼のスキルかい！　こいつ、かなりの強つわ者ものだね！）

　ミストームは左手の印を完成させ、保持していた魔法を解き放つ。

「サンダーブレード!!」

　ミストームの手から３メートルはある巨大な稲妻の剣が現れ、襲ってきた凶漢を貫いた。

　凶漢は黒焦げになりブスブスと煙を上げながら倒れた。

「まだいることは分かっているよ!!」

　振り向きながら、背後に迫っていた２人の凶漢をサンダーブレードで薙なぎ払う。

　だがサンダーブレードは空を切った。

（今のタイミングでかわすのかい！）

　跳躍した凶漢の剣が上空からミストームへ振り下ろされた。

「魔力解放!!」

　ミストームがそう叫ぶと、サンダーブレードが膨れ上がり爆発した。

　サンダーブレードを中心として激しい稲妻が吹き出し、周囲を破壊する。

　剣を振り下ろすばかりとなっていた凶漢は、至近距離で爆発した稲妻をもろに浴び倒れた。

　ミストームの強さは、この魔力制御の多彩さにある。

　１つの上級魔法で、不意打ちや牽けん制せいに使うリザーブマジックや、発動中の魔法の制御を外すことでエネルギーの爆発を起こすリリースマジックなど、多彩な効果を引き起こし、数々の戦いに勝利してきたのだ。

「老いたとは言え、さすが伝説の海賊だ。２人もやられたか」

　稲妻の爆発が終わり、最後の１人が着地しながらそう言った。

「私の過去を知ってるやつかい」

　最後の凶漢も稲妻の爆発に巻き込まれたはずだが、どこにも傷は見当たらない。

　ミストームは額に浮かんだ汗を不快に思いながらも、袖で拭う余裕すらなく杖を構えている。

（あの男、随分余裕そうな表情だ。癪しやくだねぇ！　だけどこっちはまだ魔力が回復してないんだ。もう上級魔法は使えない、どうしたもんか）

　相手はゾルタンでは見たこともない男。高い加護レベルを持つ戦士だ。

　すでに間合いは剣の届く距離、たとえ上級魔法が使えても魔法使いには不利な間合いだった。男の口が勝利を確信してニヤリと笑う。

　その時。

「ソーンバインド！」

「何!?」

　男の身体が無数の茨いばらに縛られる。

「その人は私の友達なの」

　暗がりから現れたヤランドララがそう言って男を睨にらんだ。

「……お前のようなものがいるとは聞いていないが」

「そんなこと私に言われても困るわよ」

「確かにな！　武技：火か遁とん！」

　男の体が炎で包まれ茨を焼き払う。

「はぁっ[image: ]」

　掛け声と共に、今度は炎の爆発が起こった。

　爆発が晴れた後には、男も倒れていたはずの凶漢達も消え去ってしまった。

　ヤランドララは凶漢達を追いかけようかとも思ったが、今はミストームのことを優先することにした。

「大丈夫？」

「あんたに助けられるとはねえ」

　ヤランドララとミストームは周囲を警戒するが、凶漢はもう遠くへ逃げてしまったようだ。

「あいつら何者？」

「さあ、私もいきなり襲われたもんで、何が何やら」

「心当たりはないの？」

「私は先代のゾルタン市長だけど、もうとっくに隠居した身だよ。今更私の首を取って何の意味があるんだろうねえ」

　ミストームは肩をすくめる。

　その言葉を聞いて、ヤランドララは形の良い眉をピクリと動かした。

「ミストーム。私が今ここにいるのは、あなたを探していたからなの」

「私をかい？」

「最初にこれだけは言っておくけど、私はあなたのことを友達だと思っているわ」

「そりゃ嬉うれしいが」

「私はあなたの力になりたい。あなたにはいろいろ迷惑をかけて借りもあるもの」

「随分回りくどいね。それで、一体なんで私を探していたんだい？」

　ミストームはじっとヤランドララの目を見た。

　ヤランドララも目をそらさず、澄んだ瞳で真まっ直すぐと視線を返す。

「あなたがメテオに対して使ったデモンズフレア。あれは魔王軍の、それも上級デーモンが使う闇の魔法よ」

「……あの魔法のことを知っているヤツが、この大陸にいるとはね」

「今は戦争で上級デーモンと戦ったことのある人も増えているわ」

「そりゃ気をつけないといけないねえ」

　ミストームは苦笑した。

　その様子を見て、ヤランドララは真剣な顔でミストームにたずねる。

「ミストーム。あなたの経歴って辺境の英雄だけじゃないわよね」

「…………」

「あなた、一体何者なの？」

　ミストームは顎に手を当て、じっと考え込んだ。

　ヤランドララは急せかすことなく、ミストームが信頼してくれるのを待っている。

　英雄であることを辞めスローライフを始めたレッド達と違い、ヤランドララは今も英雄だ。

　レッド達の愛するゾルタンのために、そして目の前に立つ謎多き新しい友人のために、ヤランドララは、１年で最も長い冬の夜を１人動き出していた。







　あとがき




　この本を手にとってくださった皆様。ありがとうございます！　作者のざっぽんです。

　本シリーズもついに５巻。５冊並べると、本棚で一角を占めているのが見て分かりますね。

　４巻でルーティが『勇者』から解放されるという物語の節目を迎え、ヤランドララ再登場で始まった５巻。今回はウェブ版には無い物語で、全編ほぼ書き下ろしです。

　これまで世界を救う為ために冒険を続けてきたレッド達ですが、初めて自分のために、それも失敗の許されない冒険ではなく、日常としての冒険。立ち止まって景色を楽しんだりする余裕のある旅の物語です。

　４巻までのルーティの自暴自棄で個人プレイな戦い方に比べて、今回の仲間と一緒に戦うことを意識してイキイキとしているのが、書いている私も楽しかったです。




　また今回の５巻では、ドラマＣＤ付き特装版も同時に発売されました。このあとがきは、特装版と通常版で同じ内容なので、特装版を購入して下さってこのあとがきを読んでいる方もいらっしゃると思います。喜んでいただけたのなら嬉うれしいです！

　レッドを演じる梅うめ原はら裕ゆう一いち郎ろうさんのセリフがとにかく格好良い、竹たけ達たつ彩あや奈なさんがルーティのマイペースにレッドのことを慕う雰囲気が完璧とか、様々な表情を見せるレッドの元部下クリスを演じる大おお西にし沙さ織おりさんの熱演が素晴らしいこととか語りだしたら止まらなくなりそうです。そして、花はな守もりゆみりさんの演じるリット。本編も良いのですが、眠っているレッドのベッドに潜り込んでくるというシチュエーションボイスは最高に尊い！

　キャラクター達に魂を込めてくださった声優の皆様と音響の皆様、本当に素晴らしい作品をありがとうございました。

　また池いけ野の雅まさ博ひろ先生による漫画版「真の仲間」も少年エースにて連載中です。

　漫画版単行本は２巻が発売中。漫画は、コロコロと表情の変わるリットが可愛かわいらしく、そんなリットと一緒に生活を送るレッドも幸せいっぱいの表情を見せ、ゾルタンでの暮らしを楽しんでいることが伝わってくる素敵な漫画になっています。

　ちょうどこの本で再会したヤランドララが、漫画版２巻では登場しているところです。ヤランドララの切り札である巨木の大精霊の勇姿も収録されています。

　こちらもよろしければ、ぜひ読んでみてください！

　次は６巻。

　冬至を終え、春へと向かうゾルタン。スローライフをすることにしたレッド達は冬の後半を楽しみます。そして再会したヤランドララと新しく登場したミストームを中心に、この物語の舞台である、ゾルタン共和国という小さな国についても書いていくつもりです！

　レッド達を取り巻く世界と、その中で幸せに暮らす彼らの物語を楽しんでいただければ、嬉しいです！




　さて今回も、たくさんの方のご助力が欠かせませんでした。

　やすも先生のイラストはいつも綺き麗れいで、今回も本当に素敵な絵を本に加えてくださりありがとうございました！

　デザイナー様、校正様、印刷所様、この本にかかわったすべての方々。この本があるのは皆様のおかげです。本当にありがとうございました。

　担当の宮みや川かわ様。２人で育ててきたこのシリーズも気がつけば５巻。どうすれば読者の皆様に届けられるか悩んだことが、５巻に到達できたという結果になって本当に嬉しいです。

　最後に、読者の皆様にとってこの本で少しでも楽しい時間を過ごせたのなら、作者としてそれ以上の喜びはありません。どうかこれからも応援よろしくお願いします。





２０１９年　青葉に降る梅雨を眺めながら　ざっぽん
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真しんの仲なか間まじゃないと勇ゆう者しやのパーティーを追おい出だされたので、

辺へん境きようでスローライフすることにしました5








ざっぽん
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